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プレイボーイに口説かれて








　





　誰だれかに頭を撫なでられてる感じがする……。


　いや、気のせいだろう。オレ――小お沢ざわ佳よし明あきは子供じゃない。大人でもないけど、高校生のオレの頭を誰が好き好んで撫でるっていうんだ。


　オレは今さっきまでホテルの中にある華はなやかなパーティー会場にいた。


　美容業界から不動産業界まで手広く事業を展開している貴き島じまグループの創業三十周年を祝うためのもので、オレは貴島興産の重役である父親に連れられて来ている。でも、あまりに退たい屈くつだったから、パーティー会場を出て、同じフロアにあったソファで休んでいたんだ。


　それで、目を閉じていたら眠ねむくなっちゃって……どうやらいつの間にか、上半身だけ横に倒たおれてしまっているようだった。


　ああ、やっぱり、頭を撫でられてるのは気のせいじゃないようだ。もちろん夢でもない。リアルに手の動きが感じられる。


　まさか……親おや父じじゃないよな。親父は兄貴ばっかり可愛かわいがってるし、オレなんかロクに相手にしない。そもそも、高校生の男の頭を撫でる親って、ちょっと変だしな。


　オレはパッと目を開けた。


　すると、そこには、まったく見知らぬ若い男の顔があった。


　茶色の柔やわらかそうな髪かみは肩かたにつくくらい長い。なめらかな白い肌はだに目鼻立ちのはっきりとした華やかな顔。眉まゆはキリッとしていて、鼻筋がスッと通ってるんだ。目が何な故ぜかすごく優やさしげで、しかも口元には笑えみを浮うかべている。


　男はしゃがんで、ソファで横になって寝ねていたオレの顔を覗のぞき込んでいた。そして、その手はまだオレの頭の上にある。


　オレはしばし男の顔を見つめていた。もしかして、知り合いなのかと思い出そうとしたが、こんな顔の奴やつはやっぱり知らない。


「……あんた、誰？」


　だけど、男はその質問に答えずに、こう言ったんだ。


「君って、猫ねこみたいだね」


「……は？　猫？」


　いまだかつて、そんなふうに言われたことはない。いや、仮にオレが猫みたいだったとしても、どうして初対面の男に頭を撫でられなきゃならないんだろう。


　どう見たって、本物の猫じゃありえないんだからさ。


　男はふっと笑って、たぶん乱れてしまったらしいオレの髪を撫でつけた。


「ああ、ごめんね。いきなり変なことを言って。君の眠っている姿を見ていたら、なんだか可愛く思えてきて、つい……。昔、飼ってた猫に似てるなって」


　謝られて、この男がそれほど変な奴でないことが判わかり、ホッとする。とりあえず、自分が変なことを言ってる自覚があるなら安心だ。


　男は高そうなスーツを着ていて、恐おそらく同じパーティーに出席してる人だろう。なんにしたって、初対面なんだから、他人の頭なんか勝手に撫でるなって思うけど。


　それとも、オレが大人じゃないから、馬ば鹿かにしてんのかな。それはそれで腹が立つな。


　オレはそいつの手を振ふり払はらって、身体からだを起こし、立ち上がった。すると、相手も立ち上がる。


　男はオレよりすいぶん背が高くて、まるでモデルみたいに細身でスタイルや姿勢がよかった。どうでもいいけど、見下ろされて、なんだか気分が悪い。


　オレは思わずにらみつけたが、男のほうは穏おだやかに微ほほ笑えんでいて、その余よ裕ゆうの差でなんだか負けたような気がした。


　いや……こんなものに勝ち負けも優ゆう劣れつもないさ。


　オレは絶対そう思う。


「君、名前は？」


　男は余裕ある態度を崩くずさない。


「自分から先に名乗れよ！　人が寝てるときに頭なんか撫でやがって！」


「ああ、そうだね。悪かったよ」


　男は軽く謝り、オレに名めい刺しを差し出した。


　それに目を落とすと、貴き島じま亮りよう介すけという文字が飛び込んでくる。


　貴島亮介って……。


　貴島グループを創立した貴島江え利り子この息むす子この名前だ。それで、ファッションブランド「リョウ・キジマ」の社長で、デザイナーだったな。


　……ということを、なんでオレが知ってるかっていうと、さっき、壇だん上じようで挨あい拶さつしていた貴島江利子がそう言っていたからだ。オレはロクに貴島江利子を見てなかったし、挨拶も大して聞いちゃいなかったけど、息子のことをやたらと自じ慢まんする彼女の話は耳に入っていたんだ。


　オレなんか、自慢どころか、親の視界に入ってるかどうか怪あやしいからさ。


　そうか。あんなふうに親に大勢の人の前で自慢されるなんて、どんな馬鹿息子だろうと思っていたが、こいつだったのか……。


　でも、目の前の男は、馬鹿息子には見えなかった。


「あんた、デザイナーなんだ？」


　確か、十八歳でパリに留学して、デザインの勉強をしたとか。それで、二十二歳のときに、ナントカっていうパリの有名ブランドのトップデザイナーに抜ばつ擢てきされて、しばらく海外で活かつ躍やくしてたって話だったから、親の七光で社長だのデザイナーだのになれたわけじゃないだろうけど、なんだかこんなモデルみたいな容姿だと、あんまりデザイナーって感じはしないよな。


「そうだよ。いつも、ここにいるからね。君だったら、遊びに来ていいよ」


　そう言いながら、名刺の住所を指差す。


　遊びに来ていいって言われたって、縁えんもゆかりもない奴のところに、遊びになんて行くはずがないだろう。


　まあ、これって、社交辞令ってやつじゃないかな。まさか本気じゃないよね。


「で、君の名前は？」


　まだオレの名前を知りたいのか。いろんな有名人と知り合いだろう貴島亮介にとっては、オレなんかどうでもいいゴミみたいな存在なのにね。


「小沢佳明」


「歳としはいくつ？」


「別にいくつだって、いいだろうっ？」


　なんでこの男はオレのことを訊きいてくるんだろうか。オレにはよく判らない。でも、ファッションデザイナーも芸術家のうちかもしれないし、そう考えれば、ちょっと変人でもおかしくないかな。


「十五か、十六？　まさか中学生ってことはないよね？」


　オレはそれを聞いてムッとする。


「十六歳の高校二年だ！」


　思わず正解を言ってしまうと、貴島亮介はクスッと笑った。


　う……。


　こんな変な奴に笑われてしまうなんて、不覚だ！


「で、十六歳の佳明君はどうしてここで寝てたの？　具合が悪そうには見えないんだけど」


「パーティーが退屈なんだよ。食って飲んだら、用はないだろ？　オレ、親父についてきただけだし」


「ああ、お父さんとはぐれたんだ？　探してあげようか。どこの会社の人？　名前は？」


「もうどうだっていいだろっ！　ほっといてくれよ！」


　いろいろ詮せん索さくされるのがわずらわしくて、オレは強い口調でそう言った。言ってしまった後、貴島江利子の息子にそんな口を利きいても大だい丈じよう夫ぶなのかって、ちょっと心配になった。


　だって、親父なんか、貴島江利子の一言でクビにされかねないよ。あんなに息子自慢する人なんだから、息子が泣きつけば、絶対言うことを聞くに違ちがいない。


　どうしよう……と思ったときに、貴島亮介はまたオレの頭を撫でていた。ニコニコしながら。


　もう、この人、どうなってんの？


「あの……貴島さん」


「亮介でいいよ」


　そういや、オレのことも、勝手に佳明君とか呼んでいたしね。


「えっと、亮介さん……」


「他人行ぎよう儀ぎだね。亮介って呼び捨てでいいよ」


　なんで、呼び捨て……。いや、オレは相手が年上でも、仲良くなれば、呼び捨てしちゃうほうだ。だけど、初対面でいきなり呼び捨てなんてさ。


　しかも、他人行儀って……他人だろ、思いっきり！


「じゃあ、亮介」


　すると、亮介は満面に笑みを浮かべた。


　な、なんでっ。オレに呼び捨てされて嬉うれしいのか、この男。わけ、判んねーって。


「何？　佳明？」


　当然のように、オレも呼び捨てにされている。いや、それは別にいいけど、やっぱりオレはこの変な男にはついていけない。


「別にオレは……親おや父じなんかいなくてもいいんだ……」


「そうなんだ。じゃあ、僕と一いつ緒しよにパーティーに行こう。君をエスコートしてあげるよ」


「えっ……」


　亮介はオレの手を取ると、自分の腕うでに絡からめた。


　ちょっと待てって。なんで、オレがこんな男と腕を組んで、パーティー会場に逆ぎやく戻もどりしなくちゃいけないんだ。


　オレはあわてて腕を引き抜ぬく。


　亮介はオレの仕草を見て笑い、改めてオレの肩かたに手を回し、引き寄せた。


　いかにも、そういうことに慣れてますって感じで、さすがに十代からパリで暮らしていた人間は違う。


　ああ、だから、普ふ通つうの日本人と感覚がちょっと違うのかもしれないな。けど、オレはエスコートされるのが嬉しい女じゃないんだよ。


「なんで、オレがあんたとパーティーなんかに……」


「いいだろう？　僕は君と行きたいんだよ」


　一体どうして？


　オレは亮介の言動がまったく理解できなかったが、それでも、オレと行きたいなんて言ってくれるのは、ちょっとだけ嬉しかった。


　だって、元々、親父にくっついてパーティーに出るのは、兄貴のほうだったからだ。兄貴がいきなり風か邪ぜで熱を出したから、オレが急きゆう遽きよ、代理として行くことになっただけで、オレなんか、親父にとって、単なるオマケ……っていうか、それ以下の存在に過ぎないんだ。


　我が家は出来のいい兄貴中心に回っているからね。母親は兄貴の看病につきっきりで、オレの食事の面めん倒どうも見たくないらしい。だから、オレは食事ができるここに連れてこられたんだ。


　それでも、好きなだけ飲んだり食ったりできたのは嬉しかったけど……。


　親父はオレなんか目もくれないで、どこかに行ってしまった。そりゃあ、挨拶とかいろいろあるんだろうけどさ。


　そんなことを思うと、たとえ社交辞令みたいなものでも、オレと行きたいなんて言ってくれるのは嬉しかった。


「さあ、おいで」


　オレは亮介に肩を引き寄せられたまま、会場に向かうことになる。


「あ、でも、亮介はどうしてあんなところにいたんだ？　まさか、亮介もパーティーを抜け出してきてたんじゃ……」


　亮介はちょっと笑った。


「内緒だよ。貴島家の人間がサボッてたなんて知れたら、困るからね」


　なーんだ。オレと同じじゃん。


　そう思うと、今までの反発心みたいなものが消えていく。ちょっと変な人だけど、悪い人じゃないようだしさ。


　サボリ仲間みたいな連帯意識を持ちながら、オレは亮介と一緒に会場に入った。








　会場に入ると、途と端たんに、周囲の人達がざわめいて、こっちを見る。もちろんオレではなく、オレの隣となりにいる亮介を。そして、きらびやかなドレスを着た女性達が次々と寄ってきた。


「リョウ先生、どこに行ってらしたんですか」


「そうですよ！　この間のパリコレのお話、聞かせてください」


　デザイナーって……先生って呼ばれるものなのかな。まあ、芸術家っぽいしね。


　周りを取り囲まれ、亮介は足を止める。もちろん肩に手をかけられているオレも立ち止まることになる。


　この状じよう況きようって、なんだか人気芸能人に群がるファンって感じだ。と思ったら、周りに詰つめかけている女性達が、あんまりテレビを見ないオレでさえ知ってる芸能人だった。


　女優にモデル……よく判わからないけど、タレントとか著名人。


　こういう人達にちやほやされて、おだてられている亮介は、ひょっとしてすごい大物なのかも。


　しかも、なんかベタベタ触さわられてるし。なんだよ、こいつら。


　オレは亮介が一緒に会場に行こうって言ってくれて、ちょっと嬉しかったんだけど、こんな状況の中に付き合わされるのは嫌いやだったし、なんとなく面おも白しろくない……。


　だいたい、挨あい拶さつと称しようして声をかけてくる人達は増えこそすれ、ちっとも減らないし。


　オレはなんだかムッとしてしまい、亮介の手をすり抜け、周りをとり囲んでいる女性達から離はなれた。


「佳明！」


　オレは振ふり向いて、亮介に向かってアカンベーをしてやった。子供っぽいかもしれないが、なんかそんな気分だったんだよ。


　オレは人に紛まぎれて、そこから離れる。あまりに悔くやしいから、まだ残っていたデザートを皿に取って、食べまくる。


　だって、他ほかにすることなかったしさ。


　亮介と一緒にいたからって、別に何をするわけでもないけど、急にさっきより退たい屈くつな気分になってきたのは何な故ぜなんだろうな。親しく話しかけてくれた人がいなくなると、ちょっと淋さびしいっていうかさ……。


「小沢じゃないか！」


　オレは背後から突とつ然ぜん声をかけられた。


　でも、きっと同じ苗みよう字じの誰だれかに声をかけてるんだよ。だって、こんなところにオレの知り合いなんかいるわけがないじゃないか。


「あ、やっぱり小沢だ！　どうしたんだ？　こんなところで」


　オレの前にわざわざ回りこんできたそいつは、なんと同じクラスの芦あし川かわ恵けい太ただった。オレより背が小さく、ちょっと可愛かわいい顔をした奴やつだ。


　こんなところに来てまで、こいつと会うなんて……。


　オレはこの芦川って奴があんまり好きじゃなかった。何故かというと、奴がめちゃくちゃいい子ちゃんだからだ。遅ち刻こくをするなとか、早弁するなとか、掃そう除じをサボるなとか……席が近いせいか、やたらとオレに絡んでくるんだ。


「こんなところでって、オレが言いたいぜ！　おまえこそ、なんでこんなところにいるんだよっ？」


　オレが嫌な顔をしているのに、芦川は平気な顔でニコニコしてるんだ。


「オレ、あの人に連れてこられたんだ」


　芦川が指差した先には、誰かと談笑している背の高い男がいた。やたらと美形で……あれ、どこかで見たことあるぞ。


「ナントカって弁護士じゃないか？　テレビの法律相談コーナーとかに出てる……」


　弁護士にしておくにはもったいないほどの美形ってことで、法ほう曹そう界のプリンスとか呼ばれていたような気がする。


「そうそう。西さい園おん寺じ瑛えい一いちさん。ここの会社の顧こ問もん弁護士をやってるんだって。オレ、今、あの人の家に住み込んでお手伝いさんみたいな仕事しててさ。それで一緒に連れてきてもらったんだよ」


　へぇ、こいつ、働いてたんだ。そういや、学校で何か作業するときでも、やたらとキビキビ動いていて、マメな奴だなって思ったことあるけど……。


「オレは親父に連れてこられた。親父が貴島興産の社員でさ」


　もちろん社員全員がパーティーに出られるわけじゃない。このパーティーはお客様向けだからね。だから、貴島江利子が経営するエステサロンのお客様である芸能人がたくさん招待されてるんだ。


「だけど、奇き遇ぐうだよね。こんな華はなやかなパーティーで、小沢に会うとは思わなかった」


「そりゃあ、こっちのセリフだって！」


　嫌な奴に会ったと思ったが、こうして話していると、誰も話し相手がいなくてポツンとしているよりはいいかもしれない。やっぱり見慣れた奴がいるといいよな。


　ふと、芦川はオレの格好を見て、クスッと笑った。


「え……なんだよ？」


　思わずにらみつけたが、芦川は全然気にしてないようだ。


「小沢はいつも制服を着き崩くずしていたから、今日はしっかりネクタイを締しめてるし、めずらしいなって」


　オレの学校はブレザーでネクタイを締めなきゃならないんだけど、オレは堅かた苦くるしいのが苦手だから、ネクタイはいつも緩ゆるめてるし、ブレザーの前ボタンも外してることが多い。


　まったく、オレがどんなふうに制服を着てようが、関係ないだろうに。なんで芦川はいつもオレのそういうところばかり見てるんだろうな。


「オレはだらしないのが好きなんだよ」


「でも、さすがにパーティーのときは違ちがうんだね。なんか新しん鮮せんな感じでいいよ」


「芦川は七五三みたいだよなあ」


　オレがそう言うと、芦川は一いつ瞬しゆんムッとしたような顔をした。いつもヘラヘラ笑ってるから、こいつでも怒おこることがあるんだと、オレは思った。


「冗じよう談だんだって。どっちかっていうと、オレのスーツのほうが兄貴の借り物だから、七五三みたいかな」


　まあ、兄貴はオレとあんまり体形が変わらないから、それほどブカブカってことはないけど、やっぱりちょっと合ってないと思う。


　オレはふと、亮介のスーツ姿を思い出した。あんなに背が高くて、格好よければな。できれば、オレももうちょっと背が伸のびて欲しいところだ。


　そのうちに、芦川の連れの弁護士がこっちにやってきた。


「……恵太、知り合い？」


　弁護士がオレをじろじろと上から下まで眺ながめる。


　なんだろう。普ふ通つう、そんなふうに初対面の人間をじろじろ見るかな。亮介とは違ちがった意味で、この人も変な奴なのかもしれない。


「同じクラスの小沢佳明っていうんです。お父さんが貴島興産の人で、ついてきたんだって。こんなところで会えると思わなかったから、なんか嬉うれしくて」


　芦川はオレのことをそう説明した。


　そうか。別に大して親しくもないオレと会えて嬉しいのか。と思ったが、きっと芦川もこの弁護士以外に知り合いなんていないだろうから、つまらなかったのかもしれない。


「……仲がいいの？」


　そう言いながら、弁護士はまだオレをじろじろ眺めるんだ。なんか、失礼な奴だな。


「別にそれほどよくないよ」


　オレは芦川の代わりに答えてやった。すると、急に弁護士はニコニコしだしたんだ。


「そうか。よくないんだ」


　ということは、オレと芦川の仲が悪いほうがいいってことだろうか。やっぱり変な奴決定だな。


「瑛一さん、おかしなこと言うのはやめてくださいよ。オレと小沢はただ同じクラスっていうだけで、別に……」


「私はおかしなことなんか言ってない。恵太の親友とかだったら、念入りに挨拶しなくちゃいけないと思っただけだ」


　芦川は何故か弁護士にそう言われて、顔を赤らめていた。


　やっぱり、変だ……。


　だけど、オレにはきっと関係ない話だ。この二人の間だけで通じる話なんだよ、たぶん。


　そのうちに、弁護士は人込みの中で知り合いを見つけたみたいで、芦川に断ってから、向こうへと急いだ。


　何気なくそっちの方向を見たら、その相手は亮介だった。


　二人は知り合いなのかと思ったが、よく考えると、亮介は「リョウ・キジマ」の社長でもあるんだった。貴島グループの顧問弁護士なら、亮介と面識があっても不思議じゃない。


「あの人、誰かな。芸能人？　このパーティーって、テレビで見たことある人が多くて、ビックリするよな」


　芦川の疑問に、オレはちょっと胸を張って答えた。


「あれは貴島亮介だよ。デザイナーの」


「えっ、デザイナー……には見えないけど。どっちかっていうと、モデルみたいなのに……」


　やっぱり誰でも同じ感想を持つのか。考えてみれば、この容姿あってこそのあの人気というのもあるのかもしれない。


「でも、小沢がデザイナーの顔を知ってるとは思わなかった。世の中のことなんて、全然興味ありませんって感じなのに」


　それって……。


　なんか、馬ば鹿かにされてるような気がする。


「世の中のことに興味なくて、悪かったな。オレなんか、どうせ馬鹿だよ」


「……そんなこと言ってないじゃないか。オレはただ興味なさそうだって言っただけなのに」


　それはそうかもしれないが、いつも優等生ぶりっこしている芦川に言われると、なんかムカつくんだ。オレなんか、どうせ……ってさ。


　弁護士が芦川のほうを見て、亮介に何か説明している。すると、亮介の顔がこっちに向き、オレを見つけて、にっこり微ほほ笑えんだ。


　そして、二人でこっちにやってくる。


「佳明、こんなところにいたんだ」


「えっ、知り合いなんだ？」


　芦川がビックリしたようにオレに言う。


「まあ、ついさっきからな」


　偉えらそうに説明した手前、元から知っていたんだと知られて、ちょっと分が悪い。だけど、会ったばかりの薄うすい関係なんだし、知り合いという言葉でくくられるのは、なんとなく嫌いやだ。


「どこに行ったかと思った」


「オレがどこに行こうと勝手だろう？　元々、あんたの連れじゃないんだし」


「そうだね。うん」


　妙みように納なつ得とくしたようにうなずかれて、こっちは調子が狂くるう。なんだよ、さっきはやたらとベタベタしてきたくせに。


「恵太、こっちは私の高校時代の同級生で、デザイナーの貴島亮介だ」


　弁護士は芦川に亮介をそんなふうに紹しよう介かいしていた。


　顧こ問もん弁護士って関係だけじゃなくて、どうやら高校時代から親しかったらしい。オレと芦川が同じ高校の同じクラスで……と考えると、この四人の組み合わせって、不思議な縁えんがあるような気がする。


　いやいや、縁なんかあるものか。少なくとも、オレと亮介の間にはさ。


「君の噂うわさはよく聞いているよ。恵太君」


　亮介が芦川ににっこり笑いかけているのを見て、オレはちょっとムッとした。誰だれにでもこんなふうにニコニコする奴やつなんて、絶対、信用できないぜ。


「う、噂って……」


　芦川はちらりとオレのほうを見た。


　なんで、オレのほうを気にしなきゃいけないんだろう。しかも、何な故ぜか顔が赤いし。


「すごくいい子だって瑛一はいつも言ってる」


「いえ、そんな……」


　芦川は照れているが、オレから見ても、いい子ちゃんだ。ただし、鼻につくタイプだって、オレは思う。何しろ、オレはこいつにいつも注意されてばかりいるから、逆さか恨うらみかもしれないけどさ。


「で、恵太君と佳明は友達？」


　オレは亮介にそう尋たずねられて、肩かたをすくめた。代わりに芦川が答える。


「同じクラスなんです」


　そう言いながら、芦川は弁護士のほうをちらっと見る。まるで、芦川が誰かと友達になるのには、いちいち弁護士の許可が必要みたいに見えて、変な気がした。


　気のせい……かな。とにかく、この弁護士も亮介も……ついでに芦川もまとめてみんな変人なんだよ、きっと。


　なんとなくオレだけ仲間はずれのような気分になって、面おも白しろくない。別に変人仲間になったって、仕方ないんだけどさ。


「あ、オレ、飲み物もらおうっと」


　オレは少し離はなれたところにあったカウンターに移動して、ビールのグラスをひとつもらった。それを飲んでいたら、亮介がやってきて、いきなりオレの手首をつかむんだ。


「な、何するんだよっ」


「これはビールじゃないのか？」


「ウーロン茶だ」


　ごまかそうとしてみたが、亮介はグラスを取り上げて、自分が口をつけた。


「……ビールじゃないか」


「別にいいだろ。大したことじゃない」


「大したことだ。高校生はアルコールなんか飲んじゃいけない」


　もちろんそうだ。だが、オレは今までいくらだって親に隠かくれて酒を飲んできたんだ。そんなの、今いま更さらだ。


　だいたい、芦川じゃあるまいし、そんなカタイこと言うなよって思う。こんなに華はなやかなパーティーなんだから、ビールくらい飲んだっていいじゃないか。


「判わかったよっ。飲まないよ」


　オレは素す直なおにそう言った。いや、素直っていうより、今だけそう言っておけばいいからだ。亮介なんか、このパーティーが終われば、会うことだってないだろう。


　亮介はグラスを近くのテーブルに置くと、オレの腕うでをつかんだ。


「なんだよ。まだ何かあるのかよっ。説教なんか聞きたくないからな」


「説教じゃない」


　そう言われたものの、亮介はオレを会場の隅すみのほうに連れていくんだ。


　な、何……。


　まさか、会場の隅で殴なぐられるってことはないよな。そんな馬鹿なと思うが、それなら、どうしてこんなふうに腕を取られて連れていかれるのか、よく判らない。


　亮介はオレを壁かべに押しつけた。


　なんか妙に真ま面じ目めな顔をしてるが、その意味が判らなくて、オレは妙に怖こわいと思った。だって、会っていきなりオレの頭を撫なでるような奴なんだぞ。


　すごーく変な奴なんだから、何をされるか判らない。


「あの……さ。もしかして、オレが酒を飲んでいたのが、そんなに気に障さわった？　だったら、謝るからさ」


　不本意だが、下手に出てみる。オレが酒を飲もうがどうしようが、関係ないだろとは思うけど。


「別にそれは君がもう飲まないならいい」


「じゃあ、何？　あんたのほうこそ、酔よっ払ぱらってるわけ？」


「いや……君の携けい帯たい番号が知りたい」


「……は？」


　オレは亮介の真しん剣けんな顔を見て、驚おどろいた。


　普ふ通つう、そんなの、こんなに真剣に訊きくものかな。それに、オレの携帯番号を知って、どうするつもりなんだろう。


　オレはこいつと携帯で話す仲なんかにはなりたくない。というか、このパーティーが終わったら、接点も何もないだろう。


「教えない」


　オレが素っ気なく言うと、亮介はちょっと笑って、オレの額を人差し指でつついた。


「教えないと、君にずっとつきまとうよ」


「何言ってるんだよ……。あんた、まさかゲイとかじゃないよね？」


　偏へん見けんかもしれないが、なんとなくファッショナブルな世界にはゲイが多そうな感じがしてしまう。


「違ちがうよ。でも、君の寝ね顔がおが気に入ったからね。君のあんまり素直そうじゃないところも」


　昔飼ってた猫ねこを思い出すからって？


　けど、笑いながら言われると、教えたって別に減るもんじゃないという気になってくる。どうせ、こいつもパーティーが終わったら、オレのことなんか忘れるんだろうしさ。


　オレが早口で番号を言うと、亮介は自分の携帯を取り出して、登録をする。


「君の携帯を貸して」


「えっ、どうして？」


「僕の番号を登録しておくから」


　自分の携帯を人に扱あつかわれるのは嫌だから、仕方なく、オレは亮介の言う番号を登録した。どうせ、こんなの、後から消せばいいんだからな。


　とはいえ、なんでこんな奴と携帯の番号を交こう換かんしなくちゃいけないんだろう。


「よし。これで君がどこかに行ってしまっても安心だ」


「はあ？」


「……いや、こっちの話だ」


　亮介は自分の独り言をごまかすみたいに、ニコッと笑った。


「ねえ、うちはどこ？　よかったら、帰るとき家まで送ろうか？　ああ、お父さんも来てるんだよね？　紹介してくれない？」


　矢や継つぎ早ばやに質問を繰くり出されて、オレはこれ以上、こいつにつきまとわれるのはごめんだと思った。


　どうにかして逃にげなきゃ……。


　そんなことを考えているうちに、パーティーの関係者らしき男が亮介を見つけて、近づいてきた。


「亮介さん、そろそろ締しめのご挨あい拶さつをしていただかないと」


「えっ、もうそんな時間？」


　亮介は渋しぶい顔をして、彼のほうを振ふり向いた。


　おっ、やった！　やっとこいつから離れられる。


　だけど、亮介はまたすぐオレのほうに向いて、まるで子供に言い含ふくめるように言ったんだ。


「僕が挨拶している間、ここにいるんだよ。いいね？」


　なんで、待ってなきゃいけないのか理解に苦しむところだけど、ここは素直にうなずいておく。もちろん、約束を守る気は最初からまったくない。


　司会の人の紹しよう介かいで、亮介は壇だん上じように上がる。


　あれ……？


　今さっきまでの亮介じゃないみたいだ。別にスポットライトが当たっているわけでもないのに、亮介の周囲だけ光っているように見えた。


　オレは思わず目を擦こすってみた。


　もちろん物理的に光っているわけじゃないんだけど、亮介の際きわ立だった容姿や堂々たる態度にそう感じてしまうんだろうか。不思議だけど、会場の人達みんながそうみたいで、その証しよう拠こに、パーティーももう終わりだというのに、会場がシーンとしているんだ。


　カリスマって……こういうことを言うのかな。


　やがて、亮介は挨拶を始めた。落ち着いた張りのある声で、パーティーに来てくれた人達に感謝の言葉を述べている。


　めちゃめちゃ格好いいよ……。


　オレは亮介と親しげに話したことを、ちょっと自じ慢まんできるなんて思った。なんたって、名前を呼び捨てにしていいって言われたんだから。携帯番号だって交換したんだって。


　でも……。


　胸の中に淋さびしさが過よぎった。


　だって、オレとは全然住む世界が違う。世界的に有名なデザイナーと素行の悪い高校生のオレとじゃ、接点があったことこそ奇き跡せきみたいなもんだ。


　普通に話しているときには感じなかった違いを、亮介の挨拶はオレに判らせてくれた。


　遊びに来ていいよ、なんて言ってさ。


　ちょっとは親近感を持ったのに。


　オレは人の間をすり抜ぬけていき、その場を離はなれる。途と中ちゆうで親おや父じを見つけて、オレは声をかけた。


「親父！　オレ、もう帰るからな！」


　返事も聞かずに、オレは会場の外に飛び出した。


　そして、オレはそのままホテルを後にしたんだ。








　ホテルを出たものの、このまま帰っても、どうせ家の中はシンとしていて、オレが帰ったら、母親はしかめっ面つらするんだろうな。


　うるさいのが帰ってきたって。


　それで、いろいろ小言を言われるんだよ。テレビの音を小さくしろとか、大きな足音を立てるな、とかさ。


　兄貴なんか、ただの風か邪ぜなのに、母親にかかると、とんだ重病人になってしまう。まあ、兄貴は小さい頃ころに大病してから身体が弱いんだ。何かというと熱を出して、丈じよう夫ぶなオレはいつだって放置されている。


　子供の頃はそれでも懸けん命めいに親の関心を引こうとしていたけどさ。中学のときに親が学校に呼び出されることがあって以来、冷たくされるようになって、オレのほうも勝手にやるようになっていったっけ。


　そんなことを思い出していたら、やっぱり家に帰るのが嫌いやになってきてしまった。


　オレは家の近くまで来たものの、このまま近所に住んでいる知り合いの家に遊びにいくことにした。家にいるかどうか判わからない奴やつだけどね。


　ここは住宅街で、けっこう大きな家が建ち並んでいる。その中ではわりと小こ振ぶりな家が、オレの知り合いがいるところだ。


　門もん扉ぴを開き、一歩中に入ると、センサーが作動して備え付けてあるライトがカッとオレの姿を照らす。防犯のためらしいけど、いつ来てもドキッとするよ。


　インターホンを鳴らすと、オレはカメラに向かって手を振る。中の住人にオレが来てるってことを知らせるためだ。


『……佳明か。今、ロックを解いたから』


　そう言われて、オレは玄げん関かんのドアを開ける。中に入ると、自動的にまたロックされるから、なんかすごいよ、この家は。


　どうして、こんなに防犯に気を遣つかってるかって言ったら、ここの住人が一人暮らしだからだ。しかも、けっこう金持ちで、派手な車も乗り回してるし、おまけに夜中は仕事で留守している。無防備に暮らしていたら、ドロボウに入ってくださいって言ってるようなものだ。


　オレは勝手に中に入って、リビングへと向かう。


　広々としたリビングのソファにゆったりとバスローブ姿でくつろいでいる男は、オレの姿を見るなり、感かん嘆たんの声を上げた。


「おっ、今日はいい格好してるじゃないか。どうしたんだ？」


「親おや父じの会社関係のパーティーに連れていってもらったんだ。兄貴のスーツだけど、オレもこんなの着てれば、仁に科しなのところで働かせてもらえる？」


「ああ。ただし、二十歳になったらな」


　そう言って、男――仁科達たつ彦ひこは笑う。


　仁科はオレより十歳くらい年上で、ホストクラブのオーナーなんだ。顔はさすがにホストって感じの男前だが、それ以上に立ち振るまいが綺き麗れいで、こうしてバスローブ姿でソファに座っているだけでも、けっこう格好いいなんて思ってしまう。


　仁科は確か四歳くらいで子役で芸能界デビューしたらしい。だけど、家庭でいろいろあって……親も借金問題で離り婚こんして、一人いた妹とも離はなれ離ばなれ。結局、芸能界では挫ざ折せつして、二十歳そこそこでホストになったんだ。そうして、今ではこんなふうに一人暮らしなのに家まで建てるくらい、金持ちになったってわけだ。


　オレは近所の弁当屋でバイトしていたときに、そこの常連だった仁科と知り合い、いつの間にか仲よくなり、こうして家に遊びに来るまでになった。歳としは離れているけど、気が合うし……何より、自力で努力して自分の店まで持つようになった仁科にオレは憧あこがれている。成績の悪いオレだって、頑がん張ばれば、仁科みたいになれるんだって思えるから、すごく励はげみになるんだ。


　オレは仁科の横に身を投げ出すようにして座った。


「オレ、早く親から独立したいな。それで、早く仁科みたいに自分の店を持ちたい」


「ホストって仕事は大変なんだぞ。おまえみたいに、弁当屋の店長と喧けん嘩かしてやめるような奴にはどうかな」


「あれは……向こうが悪いんだよ。オレのこと、頭の悪い高校生だって馬ば鹿かにしてたし、何かあると、ネチネチ嫌いや味みを言ってきてさ」


　仁科はふっと笑うと、オレの肩かたに手を回す。


　パーティーで同じように亮りよう介すけにされていたが、相手が仁科だと安心できる。なんたって、馴な染じみがあるし、尊敬もしてるからな。だいたい、初対面であんなに馴なれ馴れしくしてくる奴は、ちょっとおかしい。


「どんな仕事だって、そういう嫌なことってあるんだ。それを我が慢まんできないことには、俺の店では雇やとえないな」


「じゃあ、違ちがう店にする」


「……いや、だから、今のままじゃダメだって言ってるんだ。だいたい、おまえ、本気でホストになるつもりなのか？」


「判んないけど……。でも、オレ、早く家を出たいんだよ」


　オレは仁科に甘えるようにもたれた。


　仁科はオレが何を言っても、どんなことをしても、突つき放したりしない。怒おこることもあるけど、それはいつもオレのためを思って叱しかってくれるんだ。それが判っているから、オレは仁科にはまるで本当の兄以上の気持ちを抱いだいていた。


「そうか……。まあ、気持ちは判るが、それならなおさら、もうちょっと我慢しないとな。それに、進学はするんだろう？　バイトもいいが、勉強もしないとな」


「オレ、頭悪いもん。どうせうちじゃ、兄貴が一番なんだから、オレなんか進学しなくたって文句も言われないと思うし」


「そうかな。まあ、それはゆっくり決めればいいか。おまえ、まだ二年だもんな」


「うん……。なあ、仁科ァ」


　オレはさらに仁科に猫ねこのように擦すり寄ってみる。


「な、なんだよ……佳明」


　オレがこんなふうに甘えると、仁科は何な故ぜかいつも動どう揺ようするみたいだ。店に来る女みたいに擦り寄られて、たぶん引くんだと思うけど、それに気づいてから、オレは頼たのみたいことがあるときは、わざと擦り寄ってみるんだ。


「一いつ緒しよに飲もうよ」


「馬鹿言え。オレはもうちょっとしたら出勤するんだぞ。オーナーの俺が最初から酔よってちゃ話にならないだろ？」


　ホストクラブって、深夜からの営業らしい。普通の世界とはまったく逆なんだと思うと、余計にオレはホストに憧れてしまう。


「まだ時間あるよ。オレ、パーティーでビール飲もうとしたら、止められちゃってさ。あ、貴島亮介って知ってる？　デザイナーの」


「名前は聞いたことある。確かかなり若い……」


「仁科と同じくらい……かな。よく判らないけど、これがデザイナーなのにモデルみたいにいい男でさ。そいつが何故かオレにつきまとってきて……」


「つきまとわれたのかっ？」


　仁科は突とつ然ぜんオレの肩を両手でつかんで、真しん剣けんな顔で覗のぞき込んでくる。いや、そんなに必死になるほどのことじゃないんだけど。


「大したことじゃないよ。ただパーティーでつきまとわれただけで、結局、逃にげ出したし……」


「なんだ……そうか」


　やっと仁科はオレの肩から手を離はなした。


「で、そいつが高校生はアルコール飲んじゃダメだって言うんだ。どっちみち、オレはいつも飲んでるし、今いま更さらって思うんだけど」


「そうだな……。おまえはけっこう飲んでるからな。じゃあ、少しくらいなら飲んでもいいぞ」


　仁科は立ち上がって冷蔵庫に行くと、缶かんビールを二本持ってきた。


「サンキュー。仁科っていい奴だよなあ」


「おだてるなって」


　意味もなく缶を触ふれ合わせて乾かん杯ぱいなんかして、ぐっと傾かたむけると、喉のどの中に苦い味が流れ込んでくる。実を言うと、飲もうなんて言ったわりに、オレはそんなに酒が好きってわけじゃなかった。


　だけど、アルコールを飲めば、頭が痺しびれてくるじゃないか。で、楽しい気分になったりして。いろいろ嫌なことなんか考えずに済むから、そういう意味では、オレは酒好きと言えないこともない。


　仁科はなんだかんだ言いながらも、さっさと一本、飲み干してしまう。仁科は酒に強いから、ビールなんて何本飲んだって、本当はちっとも酔わないんだ。


「ほらほら、これ。貴島亮介の携けい帯たい番号」


　オレは調子に乗って、携帯に勝手に登録されたやつを仁科に見せた。


「なんだよ、これ。消してしまえばいいのに」


「うん。そう思ったけど、有名人の携帯番号なんて、めずらしいだろ。それに、ここから電話がかかってくれば、すぐに判わかるから、取らずに済む」


「なるほど。だが、おまえが有名人とかに興味あるとは思わなかったな。そういうのには反発しそうな感じなのに」


　オレは携帯をポケットに突っ込みながら、仁科の肩に手をかけて寄りかかる。


「仁科だって、けっこう有名人だろ。この間、本屋で仁科の本、見たよ。顔写真が表紙にバンって載のってるやつ」


　仁科はホストクラブの経営についての本を出していた。子役時代からの苦労話なんかも交えていて、その絡からみでたまにテレビに出ることもある。


「俺は大して有名でもないさ。……ひょっとして、おまえ、俺が有名人だと思って、うちに遊びにくるのか？」


「そんなわけねーじゃん。オレ、仁科のこと、尊敬してるんだから」


「尊敬……？　おまえが俺をか？」


　仁科は驚おどろいたような顔をして、オレのほうに目を向けた。オレはちょっと照れ笑いをしながらうなずく。


「尊敬っていうか、憧れ、かな。オレ、仁科みたいになりたい」


「そうか……」


　仁科は嬉うれしそうにニヤニヤしている。こいつ、単純と思わないでもないが、そういうところも好感が持てるんだ。


　こう、人間として判りやすいっていうか……。


　今日は特に訳の判らない人間に絡まれたから、そう思うのかもしれないけどね。


　しばらく、オレと仁科はいろんな話をしながら、ビールを飲み続けた。そのうちに、夜は更ふけていって、仁科はバスローブからスーツに着き替がえ、身支度を整える。


　そろそろ出勤タイムということか……。


「さあ、出かけるから、おまえも帰れ。家まで送っていってやるから」


　オレはソファに座ったまま、上うわ目め遣づかいに仁科を見つめた。


「あの……さ。オレ、仁科の帰り、待ってていい？」


　仁科は眉まゆをひそめた。


「いいわけないだろ。俺は朝にしか帰ってこないんだから。おまえ、明日も学校だろう？　家の人が心配してるんじゃないのか？」


「誰だれも心配なんかしてないよ。オレが何度外がい泊はくしても、全然無視だから」


　もちろん外泊の先はいつも仁科の家だ。といっても、それは仁科が休みの日だけだ。仁科の家の留守番なんか今までしたことはない。


「なあ、仁科ァ。いいだろ？　オレ、どうしても今日は家に帰りたくない気分なんだ……」


　手を合わせて拝むようにすると、仁科は溜ため息いきをついた。


「仕方ないな。まあ、どこかでフラフラ遊ばれるより、うちにいるほうが安全だからな」


「やった！　サンキュー！」


　オレは立ち上がって、仁科の傍そばに寄ろうとしたが、足がふらついてしまった。


「おっと……。大だい丈じよう夫ぶか？」


　オレは仁科に身体からだを支えられていた。


　ああ、やっぱり仁科って、頼たよりになる。こんな人がオレの本当の兄貴だったらなあ……。


「ごめん。オレ、飲みすぎたのかな。ビールぐらいで……」


「おまえ、酒に弱いんだから、気をつけろよ。ちょっと休んだら、シャワー浴びて、二階に行って寝ねてろ。なるべく早く帰るから」


「うん……待ってるよ」


　オレは仁科の首に腕うでを絡めて、冗じよう談だんみたいに頰ほおにキスをした。


「この……酔っ払ぱらいめ」


　仁科はそう言いながらも照れたような顔をして、オレの頭を乱暴に撫なでる。


　確かに、酔っ払ってなければ、こんな馬ば鹿かなことはしないだろう。男相手にキスなんてさ。でも、ホストの仁科にとっては、こんなキスなんて、冗談にしかならないよな。


　仁科はタクシーを呼んで、出勤していった。


　オレは一人取り残されて、しばらくテレビを眺ながめていたが、やがて眠ねむくなってしまって、そのままソファに寝ね転ころんだ。


　仁科、早く帰ってこないかな……。


　オレはそう思いながら、うたた寝をしてしまっていた。








　次にオレが目を覚ましたときには、ベッドの中だった。


　二階の寝しん室しつだ。オレはネクタイを外し、スーツの上下を脱ぬいで、シャツと下着だけの姿で寝ていたんだけど、いつの間にこんなところに移動してるんだろう。


　記き憶おくにないんだけど、寝ぼけながら、服を脱いだんだろうか。


　横を見ると、仁科が寝ていた。といっても、ベッドは広いから、オレと仁科は端はしと端に寝ていたみたいだ。


「仁科……」


　起こそうとしたが、時計を見てやめる。


　もう十時だ。いつ帰ってきたか知らないが、せっかく熟じゆく睡すいしているところを起こすのは可哀かわい想そうじゃないか。


　オレはのそのそとベッドから這はい出て、スーツを持って階段を下りる。


　学校はサボリだな……。というか、昨夜、ここに泊とまった時点で、サボることに決まっていたようなものだ。


　オレは顔を洗って、身支度をした。


　今から学校に行く気にはなれないし、といって、仁科が眠っている家で一人ポツンと淋さびしく過ごすのも嫌いやだ。どうせ制服も着てないことだし、ゲーセンにでも遊びにいこう。


　というわけで、オレは仁科に昨夜泊めてくれたお礼を書いて、家を出た。


　十時とはいえ朝の光は眩まぶしくて、オレはちょっとあくびなんかしながらも、繁はん華か街がいへと出かける。


　制服姿でサボるのは少し気が引けるが、スーツ姿だったら、童顔のサラリーマンくらいに見えないかな。そう言い張れば、それで通るだろうし、オレは気楽な気持ちで街を歩いていた。


　だから……。


　急に背後から名前を呼ばれて、オレは心臓が飛び出すかと思うくらい驚いたんだ。


「佳明！　こんなところで何をしてるんだ？」


　ヤバイ……と思ったものの、ここで逃にげ出しても仕方ないから、オレは振ふり向く。


　そこには、昨日会ったばかりの亮介がいた。


「えっ、なんであんたがこんなところにいるんだ？」


「用があったからに決まっている。それより、君はどうしてこんなところにいるんだ？　学校があるだろう？」


　そう言いながら、オレをじろじろと眺める。


　昨日と同じスーツ姿というのを見れば、それこそサラリーマンじゃないんだから、誰だっておかしいと思うに違ちがいない。


「……もしかして、昨日から家に帰ってないとか？」


「そういうわけじゃ……」


「酒の匂においがする。どこかで酒を飲んで夜明かしした……？」


　オレはどうごまかそうかと思った。だが、別に亮介は親でも学校の教師でもないんだから、ごまかす必要なんかないはずだ。


「そうだよ。それが何か悪い？」


　開き直った態度に、亮介は眉をひそめる。そして、オレの手首をつかんだ。


「来なさい」


「な、何するんだよっ」


　有無を言わせず、亮介はオレを引っ張ってどこかに連れていこうとする。


「待てよっ。どこに連れていく気だ？」


「僕の車で君の家まで送ってやろう。うちのパーティーからまだ帰り着いてないなんて、責任問題じゃないか」


　そうかなあ。パーティー会場で何かあれば、主しゆ催さいしたほうに責任みたいなものはあるかもしれないが、帰った後のことなんて関係ないだろう。


　だが、ここで亮介を振り切って逃げたところで、これからゲーセンで楽しく遊べたりしない。そう考えれば、せっかく車で送ってくれると言うんだから、従ってもいい。


　それに……さ。


　昨日、パーティーの壇だん上じようにいた亮介のオーラみたいなものは、今は感じられない。一いつ緒しよにパーティー会場に行こうと言ってくれた親しみやすい奴やつが戻もどってきてくれたような気がして、だったら、今はちょっとだけ一緒にいてやってもいいかって思う。


　それともうひとつ、オレは亮介がどんな車に乗っているのか、興味があった。だって、金持ちでデザイナーで、おまけに外国暮らしが長いんだ。きっと、すごく高そうな外車に違いない。


　亮介が駐ちゆう車しや場じように停とめていた車を、オレはあちこちの角度から眺める。いかにもスポーツカーという感じの曲線的なブルーのボディーが、激しくオレの好みと合がつ致ちする。もちろんオレの予想に違たがわず、外車だよ。


「……君は車が好きなのか？」


「こういう普ふ通つうでない車が好きなんだよ。目立つだろ。オレの知り合いに外車を二台持ってる奴がいてさ。たまに乗せてもらえると、嬉うれしくて」


　もちろん、それは仁科のことだ。車庫には二台の外車があったけど、どちらも女から貢みつがれたものらしい。


　すごいよな。外車を貢いでくれる女ってさ。というか、貢いでもらえる仁科がすごいって思う。さすがかつてのナンバーワン・ホストだ。


「車の中には興味ないか？」


　オレがあんまり外観ばかりを眺めているから、亮介が声をかけてくる。


「ああ、中も見たい」


　オレは助手席に乗せてもらって、ご機き嫌げんだった。


　このまま家に帰るなんてもったいないから、遠回りして帰りたいと思ったが、よく考えると、亮介って、仕事の途と中ちゆうじゃないのかな。


「あのさ……オレを送ってく暇ひまとかあるわけ？」


「一応、用事は終わったからね。君の家はどこなんだ？」


　住所を教えると、亮介はうなずいて車をスタートさせた。








　家の前に着くと、オレは思わず溜ため息いきをついてしまった。


「お母さんに怒おこられるのが怖こわい？」


　亮介はオレにとっては見当違いのことを口にした。


「母さんはたぶん家にいないよ。今日はテニススクールの日だから」


　兄貴の熱が下がってなければ家にいるかもしれないが、どっちにしたって、オレのことを怒ったりはしない。


「……君が帰ってこなかったのに、それはないだろう？」


「母さんはオレなんかどうでもいいんだ」


　そんなふうに言うと、まるでオレが親に見捨てられてることを拗すねてるみたいに聞こえる。


　そうじゃない。オレは構ってもらいたいわけじゃない。構ってもらわなくて清々してるんだから。


「車に乗せてくれて……じゃなくて、送ってくれて、サンキュー。じゃ……」


　オレが降りると、何な故ぜか亮介まで車から降りてくる。


「あの……ここでいいんだけど」


「そのままじゃ、君は学校もサボるつもりなんだろう？　ダメだよ、学校にはちゃんと行かなくちゃ」


　まさかと思うけど、オレの家の中までついてくるつもりなんだろうか。もしかして、暇なのかな。だったら、わざと違う住所を言って、遠回りさせればよかった。


「だって、どうせもう昼なんだし……」


「欠席より遅ち刻こくのほうがマシだ。学校まで送ってあげるから」


「えっ、ホントに？　また車に乗せてくれる？」


「ああ、もちろん」


　快かい諾だくされると、オレはかなり嬉しかった。


　嫌いや々いやながら送られたら、腹立たしいが、亮介は別にそういうふうには思ってないように見えたから。


　オレは玄げん関かんの鍵かぎを開ける。案の定、家の中には誰だれもいないから、亮介をリビングに案内した。


「ソファに座ってて。オレ、制服に着き替がえてくるから。ああ、ジュースでも飲む？　テレビ、つけようか？」


　オレがテレビのリモコンを手にすると、亮介はその手を優やさしく上から押さえた。


「え……何？」


　驚おどろいて顔を上げると、亮介が間近で微ほほ笑えんでいるのが見えて、ちょっとドキッとする。


　本当にデザイナーって感じじゃない。なんで、こんなに綺き麗れいな顔立ちをしてるんだろう。いや、顔立ちだけじゃなくて、なんとなく上品なんだ。


「朝御ご飯はんは食べた？」


「……食ってないけど……」


　亮介の手がオレのネクタイにかかり、何故かするすると解ほどいていく。


「あの……亮介？」


　なんでネクタイを解かれてるんだろう。意味が判わからないんだけど。しかも、続けてスーツの上着も脱ぬがせられる。


　オレはなんでそんな真ま似ねをされるのか、よく判らなかった。亮介はただ微笑んでいるだけだし。


「な……何するんだよっ」


　亮介はクスッと笑って、オレの頭を撫なでた。


「制服に着替える前にすることがあるだろう？」


「えっ、どういう意味？」


「シャワーを浴びなさい。君は酒くさいからね。こんな子を学校には連れていけない」


　自分ではそれほど酒くさいとは思わなかったが、確かに昨夜はシャワーも浴びずに眠ねむってしまったんだった。


　オレには判らなくても、亮介にはくさいのかも。


「わ、判ったよっ」


　オレは亮介の手を振ふり払はらった。


　だって、シャツのボタンまで外しているんだ。気がついたら、亮介の手で丸まる裸はだかにされてそうだった。


　そんな、幼児じゃあるまいし。脱がせてもらわなくたって、一人で脱げるに決まっている。


　オレは亮介をそのままそこに放っておき、バスルームに直行した。


　やっぱり亮介って、変な奴なんだよ。オレはあんな奴にはついていけない。……と思いつつ、オレはパーティーで会っただけの亮介を自分の家まで連れてきてしまったことに気がついた。


　しまった……。


　携けい帯たい番号交こう換かんどころじゃないじゃないか。


　いや、でも、これはこれだ。亮介の車には興味はあったが、それだけのことだ。これ以上の付き合いなんてないはずだ。元々、通りすがりの他人じゃないか。


　いろいろ不満に思いながらも、シャワーを浴びると、爽そう快かいな気分になってくる。


　ああ、オレって単純……。


　新しい下着をつけて、タオルを頭にかぶった状態で脱だつ衣い所じよを出た。そのまま二階の自分の部屋に上がろうとして、キッチンから食べ物の匂においがしてくることにオレは気がついた。


　えっ、まさか母さんが帰ってきた……？


　オレは驚いてキッチンに行くと、そこではなんと亮介が料理をしていた。


「あんた……何してんだよ？」


「君の朝御飯を作っていたんだ。ああ、もう昼だから、朝昼兼けん用ようかな」


　平気な顔をして、そんなことを言う亮介に、オレはもう驚きを通り越こして、呆あきれるばかりだった。


　だって、他人の家のキッチンで、断りもなしに御飯なんか普通は作らないだろう。


　でも、どっちみち、こいつは普通じゃないし。変な奴やつだし、仕方ないか……。


「髪かみ乾かわかして、制服着てきたら？　そのままでも可愛かわいいけど、風か邪ぜひくかもしれないし」


「あ……」


　オレはまだ下着しか身につけてなかった。他人の家で勝手に料理している奴を客と思わなくてもいいような気もしたが、あんまり家族以外に見せる格好でもないよな。


「判った！」


　二階へと階段を駆かけ上がり、ドライヤーで髪を乾かした。


　それにしたって、あいつ、オレのこの格好が可愛いとかなんとか言っていたような……。いやいや、あんな奴の言うことをいちいち真に受けてたら、馬ば鹿かみたいだ。


　とにかく手早く身支度を整えると、階段を下りる。


　ダイニング・テーブルには、朝食の用意ができている。うちの冷蔵庫だの食器棚だなだの、いろいろ勝手に探さぐったらしくて、もしこんなこと母さんが知ったら、どう思うだろうね。


　まあ、オレが料理したことにしてれば判らないか……。日ひ頃ごろ、料理なんかしないから、不ふ審しんには思われるだろうけどね。


　目玉焼きにベーコンを焼いたやつ。それから、サラダ。そして、余ってたパンにコーヒー。シンプルだけど、わざわざオレのために作ってくれたんだって思うと、ちょっと嬉うれしい。


　だって、母さんが家にいたとしても、朝帰りしたオレのためにこんなもの作ってくれなかったと思うから……。


「いただきます！」


　オレは普ふ段だんならしないような挨あい拶さつをして、食べ始めた。


　空すきっ腹なせいか、いつもよりおいしく感じられるような気がする。ふと目を上げると、向かいの椅い子すに亮介が座り、オレが食べているのをニコニコしながら眺ながめている。


「あの……あんたは食わなくていいの？」


「うん。僕はコーヒーだけでいいよ。君の食べっぷりを見ていると、それだけで胸がいっぱいになってくるから」


　どうしてオレが食べてるのを見てると、胸がいっぱいになるんだろう。もしかして、こいつにしてみたら、猫ねこにエサを与あたえている気分だとか。


　あり得うる。だって、そうじゃなかったら、人が食べてるのを見て、ニコニコできないよ。オレだったら、絶対、オレにも食わせろって思うし。


　それとも、大人の男は、そんながっついたこと思わないのかな……。


　オレは余よ裕ゆうある態度の亮介を眺めた。


「いっぱい食べて、大きくなろうね」


　そう言われて、オレは猫扱あつかいというか、完全に子供扱いされていることに気づいた。


　くそーっ。どうせオレはガキっぽいよ！


　いつも仁科みたいな男に憧あこがれているのに、ちっとも近づけない。オレだって高校を卒業して、ちゃんと仕事を始めたら、仁科みたいになるんだから。


　オレはそれから悔くやし紛まぎれにすごい速さで食べてしまい、コーヒーを飲み干した。それを驚いたように亮介が見ている。


「食べるの、ずいぶん速いんだね」


「そうだよ」


　別に食べるのが速かろうが遅おそかろうが、大した違ちがいはないんだが、驚いたように言われると、早食いがなんだかすごいことのように思えてくる。いや、本当に気のせいだとは思うけど。


　亮介は優ゆう雅がな仕草でカップを手に取り、傾かたむける。


　ずいぶん育ちがいいみたいに見えるな。というか、実際に育ちはいいんだろう。貴島江利子って、すごい金持ちのはずだし……。


「ねえ、貴島江利子って、どんな人？」


「僕より母のことに興味があるの？」


　ちょっと残念そうに言われて、オレは胸がドキンとする。


　亮介はそんなに自分に興味を持ってほしいんだろうかって。オレは今までそんなふうに言われたことがなかったから、変にドキドキしてくる。


　オレ、馬鹿みたいだ。なんでこんな奴相手にドキドキしなきゃならないんだよ。


「ただ……ちょっと……ほら、あんたがオレくらいの頃、どういう暮らしをしてたのかなって思ったりして……」


　しどろもどろに言い訳みたいなことを言ってるオレって、かなり変だ。だけど、亮介が変だから、きっとオレにも移ってきてしまうんだよ。


　普段のオレは、こんなんじゃないんだから。


　亮介はオレの言葉を聞いて、満足そうににっこり笑う。


「僕が君くらいの頃は、バイトしながら高校生活を送っていたよ。将来、デザイナーになりたいと思いながら……」


「バイトしてたんだ？　家はお金持ちなのに？」


「バイトといっても、大して時給はもらってなかった。デザイナーの事務所で勉強のために雑用させてもらっていたんだ。つまり、将来のためにね」


「へぇー……すごいな」


　高校生のときから、ちゃんと目標を持っていたのか。そういえば、高校生のときに何か大きな賞を受賞したって、貴島江利子が挨拶で言ってたな。


「すごくはないさ。……僕の父はさる大物政治家でね。母は籍せきを入れてもらってないんだ。つまり、愛人だ。もちろん僕も認知されてない」


「えっ……そんなこと、オレに言っていいの？」


　オレは突とつ然ぜん、亮介が言い出したことにドキドキしてしまった。それって、秘密なんじゃないのかな。ほとんど初対面みたいなオレが聞いちゃっていいことなんだろうか。


「公然の秘密ってやつだね。母は父というスポンサーがあって、今の地位を築いた。もちろん母は努力したし、努力に見合うだけの実績を積んだ。そして、今、経済界で一目置かれるほどの企き業ぎよう家かになったんだ」


　なんか、すごいや。オレにはとても想像がつかないけど、貴島江利子はそんなふうに仕事をしながら、亮介を育ててきたんだね。


「だから、母は自分に対して厳しいのと同様に、僕に対しても厳しかったんだよ。いつも、将来のことを考えて行動しろと言っていたし、金銭的にも甘いところはなかった。パリ留学の費用も、後できっちり清算されたんだよ」


　うわっ……。そうだったのか。


　オレ、亮介をお金持ちのお坊ぼつちゃんみたいに思っていたけど、そうじゃなかったんだな。けっこう苦労とか下積みをしていた人だったのか。オレって、そういう奴には弱いから、亮介を見る目が変わりそうだよ。


　オレは再び昨日の貴島江利子の挨拶を思い出した。親馬鹿丸出しだったけど、本人には厳しかったってことだな。一流の企業家と言われるだけのことはある。


「いいなあ、そういうの……」


　オレは思わずそうつぶやいていた。


「何がいいの？」


「だって、うちなんか、兄貴は甘やかされてるし、オレは放置されっぱなしだし……」


「誰だれかに構ってほしい？」


　オレはストレートに尋たずねられて、一いつ瞬しゆん、何も言えなかった。


「そ……そんなことないけど……っ」


　そうじゃないって思いたかった。オレはもう高校生なんだし、構ってほしいなんて、そんな甘えたことを自分に認めるわけにはいかないからだ。


　それに、今いま更さら、親からベタベタ構われても、気味悪いだけだ。


「そう？　僕が構ってあげてもいいけど？」


　途と端たんにオレの頭にカーッと血が昇のぼる。ついでに、頰ほおが赤らむのを自分で感じた。


　オレ、きっとこいつにからかわれてるんだよ。だって、そうでなきゃ、こんなこと言わないって。いくら外国暮らしが長くても、男相手にこんな気き障ざなこと……。


　しかも、呆ぼう然ぜんとしているオレの顔を、何な故ぜか嬉しそうな表情で眺めてるし。


　なんだよっ。あんたの考えてること、全然判わかんないよっ。


　オレは立ち上がって、食べ終えた食器を対面式のキッチンのシンクに持っていく。


　しかし、妙みようにぎこちない動きになってるのは、何故なんだろう。こんな奴やつの何を意識してるんだか、自分でも判らない。


「ちょっと待って。僕が洗ってあげるよ」


「別にいい。ここはオレんちだし。……あんたもカップよこせよ」


　オレはぶっきらぼうにそう言うと、スポンジに洗せん剤ざいをつける。亮介は自分のカップを持って、わざわざキッチンへと回ってくる。対面式なんだから、向こう側から渡わたせば簡単なのに。


「ごちそうさま」


　そう言いながら、亮介はオレの脇わきからシンクにカップを置く。


「ごちそうさま……って。それはこっちのセリフだ」


　オレは動どう揺ようして、ごちそうさまも言わずに席を立ってしまったことを思い出した。わざわざ作ってもらったのに……。


「いいんだよ。君には、なんだってしてあげたい」


　亮介はまるで女の子を口説くようなことを言うと、いきなりオレの背後から抱だきしめてきた。


「な……何するんだよっ……！」


　泡あわのついたスポンジと皿を持ったまま、オレは固まってしまう。


「君って、なんて可愛かわいいんだろう……」


「……は？」


　ああ、ひょっとして、また昔飼っていた猫ねこを思い出したのか。


「オレは……人間なんだから。猫じゃないって！」


「判ってるよ。もちろん」


　本当に判ってるのかって、オレは本気で訊ききたい。


「とにかく離はなせって。暑苦しいだろっ！」


　亮介は笑いながら手を引いた。オレはホッとしたものの、亮介の笑い方がオレを単にからかってるだけのように思えて、ちょっとムッとする。


　じゃあ、本気ならいいかっていったら、それはそれで困る。


　オレは手早く食器を洗ってしまい、全部拭ふいて、食器棚だなに元どおり片付けた。


　これで証しよう拠こ隠いん滅めつ。まあ、オレが食べた分の食材は消えてるわけだから、母さんには判るだろうけど、亮介のカップも片付けたから、とりあえず他人がキッチンを使ったとは思わないんじゃないかな。


　でも……。


　どうでもいいけど、どうして亮介はオレがすることをじっと観察してるんだろうな。しかも、すぐ傍そばで。


「……そんなにじろじろ見るなよっ」


　にらんでみたけど、亮介は全然気にしてないみたいで、ニコニコしてるばかりなんだ。


　どうもさっきの『構ってあげてもいいけど』が頭に残っていて、オレは傍にいられるだけでも、かなり動揺してるみたいだ。


　あんなの、ただの冗じよう談だんに決まってる。


　そう思うのに……。


「じゃあ、学校に行こうか。……あ、ここ、卵の黄身がついてる。顔を洗っておいで」


　亮介はオレの唇くちびるの端はしを指でつついた。


　これじゃ、やっぱり、子供扱あつかいされてるみたいだ。猫扱いも嫌いやだが、子供扱いも真っ平だ。そう思いつつも、こうして構ってくれる相手には、どうもオレは弱い。


　亮介の手を振ふり払はらうと、洗面所に直行して、バシャバシャと顔を洗う。


　胸がどうにも浮うき立ってきてしまうのは、何故なんだろうな。昨日会ったばかりの亮介の言うことなんて、信じるほうがおかしいと思うのに。


　オレは顔を拭くと、平気な顔を装よそおって、元の場所に向かう。亮介はオレの顔を見て、にっこりとうなずいた。


「よし。じゃあ、行こう」








　オレは学校まで送ってもらい、亮介に礼を言った。そして、車を降りようとして、突然、腕うでをつかまれ、引き止められた。


「今度、どこかに遊びにいこう」


　そう言われて、オレはキョトンと亮介の顔を見てしまった。


　真面目な顔をしてるが、こいつの真ま面じ目めはアテにならないからな。同じような顔で、携けい帯たい番号を教えろと言われたんだっけ。


「あんたとオレがどこでどうやって遊ぶんだよ？」


「デートしようと言ってるんだよ」


　オレは亮介の言葉に啞あ然ぜんとした。


　デート……って……。


「なんで、デートなんか……」


「約束だから、君を構ってあげようかなって。別にデートと思わなくてもいいけど」


　いや、そんなの、まともに受け取るほうがどうかしている。だいたい、オレと亮介は男同士だ。そもそも、そんな約束なんかしてないし。


　とはいえ、オレの家まで来て、御ご飯はんまで作ってもらったから、妙に親密度が上がっているみたいで、パーティーで会っただけの頃ころみたいに、もう絶対会わないとは思わない。


　それに……。


　亮介は変な奴だけど、けっこう格好いい男だ。一時は関係ない世界にいるんだって思ったけど、オレも亮介みたいに努力すれば、世界に羽ばたく男になれるかもしれないと思ったりして。


　いや、それは飛ひ躍やくしすぎかな。なんにしても、オレは亮介にちょっと興味があった。


　別に……構ってあげてもいいって言われたからじゃないって！


「……気が向いたら……遊んでやってもいいぞ」


　偉えらそうだけど、そう言ったら、亮介は嬉うれしそうに微ほほ笑えんでくれた。


「うん。携帯に連れん絡らくするよ」


「じゃあ……また！」


　オレは車から降りて、手を振る亮介に振り返した。自分でも馬ば鹿かみたいと思いながら。


　学校はちょうど昼休み中だった。オレは何食わぬ顔でこっそり教室に入り、席に着く。


「小沢！　今頃来たのか！」


　せっかくこっそり入ったのに、目ざとく芦川に見つけられて声をかけられた。オレは舌打ちしながら、近づいてくる芦川の顔を見上げた。


「別にいいだろ。欠席よりはマシじゃないか」


　オレとしては、サボるつもりだったんだから、自分でも学校に来ただけ偉いなんて思っていたのにさ。


　だいたい、頭ごなしに文句言うなよ。教師じゃあるまいし。


「小沢は生活態度悪すぎだ。欠席も遅ち刻こくも、クラスで一番多い。もっとしっかりしないと、受験にだって差し支つかえるじゃないか」


「オレ、大学なんて行かねーもん。余計なお世話だよっ」


　本当に行かないと決めてるわけじゃないが、芦川の言い草が気に食わないので、つい反はん抗こうしてしまう。


「それに、芦川だって、よく体育サボってるだろ。オレに偉そうな口を利きくなって！」


「オレは……別にサボってるわけじゃない。見学してるだけで」


　何故か芦川の頰ほおが赤く染まる。


　な、なんだよ……。どうして、そこで赤くなるんだよ。


　よく判らないが、芦川って健康そうに見えるけど、時々、朝からだるそうな顔をしてるときもあるし、もしかしたら身体からだが弱いのかな。うちの兄貴みたいに熱を出しやすいタイプとか。


　そういえば、働いてるって言ってたし、大変なこともあるのかも……。


　だったら、オレ、余計なことを言ったかもしれないな。


「まあ、その、おまえも苦労してるんだろうな。本当はあの弁護士といろいろあるんじゃないか？」


　オレは心配して言ってやったつもりだが、芦川にはそんなふうに受け取れなかったらしい。めずらしく、オレをキッとにらんだ。


「余計なお世話だ！　オレじゃなくて、小沢のことを言ってるんだろ！」


　オレはよく芦川にこの『余計なお世話だ』という言葉を何度となく言ってきたが、人に言われると、なんだか腹が立ってくる。


　こっちは心配してやってんのにさ。


「じゃあ、オレのこともほっとけよ！」


「そりゃあ、放っておきたいのはやまやまだけど、このままじゃよくないって忠告してるんだろう？　同じ遅刻するにしたって、もっと早い時間に来なきゃ。真面目にやらないと、後で困ったことになるのは、小沢のほうなんだから……」


　オレはバンと机を叩たたいた。


「いちいち、うるさいんだよ！　オレが困ろうがどうしようが、おまえに全然関係ないだろ！」


　オレがそこまで言うと、芦川は呆あきれたような表情で溜ため息いきをつく。


　くそーっ。なんでオレが同級生のおまえに、そんなに見下したような目で見られなきゃいけないんだよ。


　いや、芦川がオレを見下してるんじゃないってことは、ホントは判わかってる。けど、やっぱりなんか腹が立つんだ。自分だけいい子ですって顔しやがってさ。


「じゃあ、もう黙だまってるけど、自分のことはちゃんと自分で責任持って管理するんだよ」


　黙ってるなんて言いながら、結局、芦川は言いたいことを言って、元の場所に去っていった。


　なんだよ、せっかくいい気分で学校に来たのに、いきなり台無しじゃないか。オレだって、ちょっとは勉強する気になっていたのにさ。


　ああ、どうしようもないくらいに腹が立って仕方ない。


　このまま午後の授業が始まるまでに帰ってしまおうかと思ったが、せっかくここまで来たんだから我が慢まんしよう。


　オレは学校まで送ってくれた亮介のことを思い出した。


　いろいろ変な言動をする奴やつだし、あいつの言ったことは芦川とあんまり変わらなかったような気がするけど、不思議とそれほど腹は立たなかったな……。


　それは、あいつがオレよりずっと年上だからなんだろうか。社会人として成功してるからっていうのも、あるのかもしれない。


　後ろから抱だきしめられて、オレは皿を落としそうになったっけ。ビックリしたけど、あんなふうに過か剰じようなスキンシップしてくる奴なんて初めてだった。


　あいつの猫ねこ代わりになれば、もっといろいろ構ってくれるかな……。


　そんなことをふと思って、自分の考えをあわてて頭から追い払はらった。


　人間のオレが猫になれるわけじゃないんだから。だいたい、スキンシップしてもらいたいなんて、オレ、一体何歳なんだよ。


　ホント、オレの馬鹿。


　オレは腕うで時計を見て、まだちょっと午後の授業が始まるまでに時間があることに気づいた。


　そういえば、宿題あったよな。


　もちろん、昨日、パーティーから仁科の家に行ったオレは、宿題なんてしてなかった。というか、いつもしてないけどね。


　オレは気まぐれで、教科書とノートを取り出してみた。


　これは芦川に注意されたからやるんじゃない。オレの意思でやるんだよ。そして……。


　亮介の顔が頭の中をちらつく。


　まるで、ここにはいない亮介に、オレがちょっとは真面目にやってるってことをアピールしているみたいだ。


　馬鹿みたい。


　そう思いながらも、オレは亮介のことが頭から離はなれなかった。








　結局、オレは最後まで授業を受けて、おまけにめずらしく掃そう除じもやった。


　芦川が自分のおかげとか思ってると嫌いやだが、オレだって真ま面じ目めにやるときもあるんだ。と、自分に対して言い訳をしたりして。


　オレは昨日、亮介からもらった名めい刺しを取り出した。


　スーツのポケットから、なんとなく制服のポケットに入れておいただけなんだけど、それが気になって気になって仕方ない。


　いつでも遊びに来ていいって言ってたよな……。


　でも、いきなり行ったら、普ふ通つう、邪じや魔まだろう。オレにとっては遊びでも、向こうは仕事してるんだろうし。


　何度か、オレは名刺を出したり仕し舞まったりしていたが、どうしても諦あきらめがつかず、その住所の傍そばまで行ってみることにした。


　そこはいろんなブランドの店が建ち並ぶ通りだった。七階建てビルの一、二階が亮介のブティック、そして、上に喫きつ茶さ店や貴島江利子のエステ、それから「リョウ・キジマ」のオフィスが入っている。


　亮介の店はまだ新しく、その界かい隈わいではずいぶん目立っているように見えた。ウィンドーに真っ白なゴージャス・ウェディングドレスが飾かざってある。別にブライダルを専門にやってるわけじゃなくて、この間、スポーツ選手と結けつ婚こんした女優が着ていたものだ。スケールの大きな派手婚で、テレビ中ちゆう継けいをやっていたから、オレもこのドレスに見覚えがあった。


　そうか。これって、亮介がデザインしていたんだ……。


　道行く人も、時々、立ち止まって見ている。なんだか、オレは関係ないのに、妙みように誇ほこらしくなってしまった。


　しかし、どうやって亮介と会えるだろう。ずいぶんオシャレな店で、オレはとてもじゃないけど、中に入っていけない。というか、どう見ても女性向けの店なんだ。


　それに、デザイナー自ら接客はしてないだろうし。


　オレはそのビルの前をさんざんウロウロと歩いた挙句、思い切って、亮介に電話を入れてみた。


　しかし、まさか本当に自分から連れん絡らくすることになろうとは思わなかったな。


『はい。……佳明？』


　お昼に別れたばかりで、なんの用事だと思われたかもしれない。そう思いながらも、オレは亮介の声を聞くと、なんとなく胸が浮うき立つのを感じた。


　だって、すごく優やさしげな声をしているからだ。


「あの……さ。今、あんたの店の前にいるんだけど」


『えっ？　本当に？』


　迷めい惑わくがられてないかと心配だったが、オレは言うだけ言ってみようと思った。


「遊びに行っちゃダメ？　忙いそがしい？」


　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくがあったから、オレはダメかなと思った。


「あ、忙しいならいいんだ。なんか、あんたと会ってもいいかなって思っただけで、別に深い意味なんかないんだからさ」


　いろいろと言い訳をしてる自分がおかしい。けれども、そんなふうに言わないと、いきなりやってきて遊びに行っていいか……なんて、非常識なことを言ってることが虚むなしくなってくるんだ。


　そんなに、遊ぶ相手がいないのかって。


　確かに、あんまり親しい友人とかいないけど。


『今、店の前にいるんだね？　すぐ行くから。動いちゃダメだよ！』


　いきなり電話が切れる。


　えーと……とりあえず亮介はオレに会ってくれるってことかな。


　ちょっとの間、待っていると、ビルの中から亮介が飛び出してきた。


「佳明！」


　亮介はオレの名前を呼ぶと、一瞬だけオレをしっかりと抱きしめた。


「えっ……ちょっと……何？」


　すぐ離されたけど、そんなに感激したように抱きしめられて、オレはビックリする。


「嬉うれしいよ。本当にわざわざ来てくれるなんて」


　そんなに嬉しそうに言われたら、オレも来た甲か斐いがあったってもんだ。社交辞令だったって態度を取られたら、どうしようって思っていたけど、この分なら本気だったみたいだ。


「仕事、大だい丈じよう夫ぶなのか？　オレ、突とつ然ぜん来ちゃったけど……」


「うん。……そうだね。仕事は途と中ちゆうだけど、今日はそんなにかからないと思うから、待っててくれないかな？」


　そう言いながらも、亮介はさり気なくオレの腕うでを捕つかまえている。


　どうしても逃にがしたくないって感じで、オレはちょっと笑った。


「オレから来たんだし、逃げないよ」


「ああ、ごめん。君は気まぐれっぽいから、目を離したらすぐにどこかに行ってしまいそうで」


　オレは猫じゃないし、自分から来たのに逃げるなんて、そこまで気まぐれでもない。


　ホント、亮介はオレのこと、なんと思ってるんだか。


　亮介はオレをオフィスまで連れていった。そして、そこの立派な社長室のソファに座らせた。


「オレ……こんなところにいていいの？」


　さすがにデザイナーのオフィスだからインテリアのセンスもよくて、洗練されたゴージャスさというのがあった。


「いいんだよ。僕は打ち合わせを済ませてしまうから、それまでここでくつろいでいて。ああ、ソファで寝ねてたっていいんだよ」


　亮介は笑いながら冗じよう談だんを言うと、部屋を出ていった。


　オレはここでじっとしてるのもつまらないので、亮介の机だの書しよ棚だなだのを見て回った。いろいろ賞をもらっているから、盾たてだのトロフィーだのがたくさんある。


　なんか格好いいよな……。


　社長ってだけじゃなくて、世界的に有名なデザイナーだし、いつもあんなに格好いいんだ。


　時々、ちょっと変わった言動をする以外は、完かん璧ぺきじゃないか。あれも外国暮らしが長いせいだって思えば、納なつ得とくできないこともないし。


　ドアがノックされて、女の人がコーヒーとケーキを持ってきてくれた。


　オレはケーキを食べ、コーヒーを飲み、それからお約束のようにソファに寝ね転ころんだ。だって、亮介がなかなか戻もどってこないから。


　仕方ないよな。有名なデザイナーが暇ひまなわけはないし。


　オレはかなり退たい屈くつしたけど、さすがにこんな社長室のソファで眠ねむるわけにはいかないから、目を開けておく。だいたい、自分から押しかけてきたのに、ちょっと待たされたからって、呑のん気きに眠ってちゃいけないだろう。


　というか、ここでゴロゴロしてるのも、相当無作法なことだけどさ。


　ドアが開いたから、オレはあわてて起き上がろうとした。


「ああ、そのままでいいよ！」


「……え？」


　入ってきた亮介にオレは止められてビックリする。なんで、このままでいいんだよ……。


　亮介はドアを閉めると、急いでオレのほうにやってきて、その場に屈かがんだ。オレの顔を見下ろすようにして、ニコニコしている。


　ああ、きっとまた猫ねこのことでも思い出してるんだな。そういう目つきをしてるよ。


「なんて可愛かわいいんだろう……」


　独り言みたいにして言うと、いきなり亮介はオレのほうに身を乗り出した。顔が近づきすぎて、オレは思わず目を閉じる。


　え……？


　オレは額に柔やわらかい感かん触しよくを覚えた。


　な……何？


　驚おどろいて目を開けたら、オレの顔の前に何かが乗っかってる。


　チュッと音がして、オレは額にキスをされていた。しかも、一度じゃなくて、二度も三度も繰くり返し……。


「……何するんだよっ」


　オレは亮介を押しのけて、起き上がった。


「ああ、ごめんね。嫌いやだった？」


「なんでキスなんかするんだよっ。気色悪い！」


「だって、君の寝ね顔がおがあんまり可愛かったから。何な故ぜか判わからないけど、君を見てると、つい構いたくなってきてしまうんだよね」


　寝顔って……寝てないだろ。寝転んでただけで。


　でも……そうか。オレを構いたいのか。


『構ってあげてもいい』なーんて言ってたくせに、本当は亮介のほうがオレを構いたくて仕方ないんだな。


　だったら、構わせてやってもいいぞって気になってくる。


　ただし、キスはごめんだ。


「オレ、男にキスされても嬉しくないし」


「そうだね。君が男だってこと忘れてた」


　人間だってことも忘れてたんじゃないかと思うが、もうそれにはいちいち反応しないことにする。


「で、仕事は終わった？」


「ああ。すべて片付いた。君とどこへだって行けるよ」


　そう言いながら、亮介はオレの隣となりに腰こしかける。そして、馴なれ馴れしくまた肩かたなんか抱だくんだ。


　でも、亮介って、きっと誰だれに対してもこんなふうにフレンドリーなんじゃないかな。すごく手馴れてるし、オレにだけってわけでもないと思う。


　たぶん、こんなふうにいつも女を口説いたりしてるんだよ。気き障ざな言葉でさ。


　そう考えたら、なんだかお腹がムズムズしてくる。


　いや、だって。


　どうせだったら、オレは『特別に』構われたいから。誰かと同じじゃ嫌だ。


「オレさ、腹減った」


　ワガママばかり言ったら、亮介はどんな反応をするだろうか。オレはそう思いながら、甘えるように言ってみた。


「ケーキだけじゃ足りなかった？」


　ケーキをペロリと平らげた挙句に腹減ったと言われたら、ケーキを出してもてなしたほうは、腹立たしいかな。


「ケーキはおいしかった。でも、腹は減るだろ」


「そうだね。君は育ち盛りだし。じゃあ、僕の家に来ない？　御ご飯はん作ってあげるから」


　うわっ。また御飯を作ってくれるんだ。


　ひょっとして、料理するのが好きなのかな。デザイナーって服を作るのが商売だし、そういう家庭的なことが得意なのかもしれない。


　オレは昼に食べた料理を思い出す。


　あれは料理っていう料理じゃなかったが、亮介はニコニコしながらオレが食べるのを見ていたし、すごくあったかい雰ふん囲い気きだった。


　それに……。


　有名デザイナーの家に行って、手作りの料理をご馳ち走そうしてもらうなんて、めったにないことだ。ちょっと体験してみてもいいかなって思う。


「じゃあ、行く」


　オレがそう言うと、亮介は笑いながらオレの頭を引き寄せて、こめかみにキスをした。


「だから、キスはやめろって！」


「ああ、ごめん。つい」


　オレはそれには不満ながらも、亮介の家に行くのは楽しみにしていた。


　そして、亮介の車に乗れることも。


　オレって、けっこう単純かもしれないって、自分で思った。








　亮介の家は高層マンションの最上階にあった。


　しかも、リビングの中に階段があってメゾネットになっていた。こんなの、初めて見たよ。さすが、デザイナー。すごくオシャレなマンションに住んでるんだなって思った。


「何か嫌きらいな食べ物、ある？」


「オレ、別に好き嫌いはないから。大たい概がいのものは食べられるよ」


　ほったらかしにされて育てられたわりには、小さい頃ころ、オレは意外と手間のかからないいい子だった。いや、手間のかからない子だったからこそ、ほったらかしにされたんだろう。


　だけど、無断外がい泊はくしてても、全然心配されてないし、だったら、オレなんか最初からいらない子だったのかなって思う。


「じゃあ、ソファに座って待ってて。……寝ててもいいけど」


　オレは苦笑してしまった。


　また額にチュウされるのは嫌だから、うかつに寝転べない。オレはじっと待ってるのも退屈だから、キッチンのほうに行って、対面キッチンのカウンターの椅い子すに腰かける。


「作るの、見てていい？」


「ああ。もちろん」


　亮介はシャツの袖そでを肘ひじまでまくって、エプロンをつける。そして、長めの髪かみを後ろで一本に縛しばった。


　わっ、なんか本格的に料理しますって感じだ。


　オレはなんとなくそれに好感を持った。デザイナーという派手な職業の男が、オレのためにエプロンつけて料理してくれるんだ。変な優ゆう越えつ感かんみたいなものを持ってしまったりして。


　自分でも馬ば鹿かみたいだとは思うけどね。


「ねえ……あんたさ、どうしてオレにこんなに親切にしてくれるんだ？」


　オレは手て際ぎわよく作業を進める亮介に話しかけた。


「さあ、どうしてかな。君の寝ねてる姿を見たとき、ドキンとしてね。一ひと目め惚ぼれみたいな感じかなあ」


　それって、『うちで飼ってた猫みたい』というやつだよね。そんなの、普ふ通つうは一目惚れとは言わないと思う。もちろん、オレは男だから、一目惚れっていう言葉を使ったのは冗じよう談だんだろうけど。


「直感で、これはぜひ可愛がってあげなくちゃって思ってしまって……。それから、今日、偶ぐう然ぜんに街で君を見つけたとき、やっぱりこれは運命かなって」


　オレはプッと吹ふき出した。


　何が運命だよ。おまえは猫に似てる男に運命を感じるのかって。


「そんなにおかしいかな？　僕は真しん剣けんだよ。それに、君のほうからも僕のところに来てくれたじゃないか。やっぱり運命だよ」


　本当に変な奴やつだ。パーティーで芸能人に『先生』とか呼ばれて、あんなにちやほやされていたんだから、いくらだって運命の相手はいるだろうに、どうしてオレなんかに料理を作ってやってんのか、不思議でならない。


　まあそのおかげで、オレはこうして恩おん恵けいを受けているわけなんだけどね。


「ああ、そうだ。家に電話をかけて、連れん絡らくしておいたら？　夕飯を食べて帰るって」


「えぇ？　そんなの、いいよ。オレ、いつも帰り遅おそいし」


　亮介は料理の手を止めて、オレをじっと優やさしい目で見つめる。


「ダメだよ。連絡しないと、食べさせてあげないからね」


　そんなこと言っても、オレに食べさせたいのは、亮介のほうなんじゃないかって気がする。だけど、そんなふうに優しい目で見られたら、なんだか言うことを聞いてもいいかなって思ったりして。


「……判ったよ」


　オレは仕方なく携けい帯たいを取り出して、うちに電話をかける。


「……あ、母さん？」


『佳明？　どうしたの？』


　母さんにとっては、オレが急に電話をかけてくることのほうこそ意外みたいだ。だいたい、昨日だって無断外泊したのに、なんのお咎とがめもない。


　少しくらい怒おこってくれたってよさそうなものなのにさ。きっと、オレなんか、本当にどうでもいい存在なんだろうな。


「別になんでもない。今日は知り合いに夕飯をご馳走になるから。それだけ」


『知り合いって、誰？』


　さすがに誰かにご馳走してもらうとなると、母さんも相手が気になるのか。友達同士で、そんな表現はしないからね。


「知り合いは知り合いさ。じゃね」


　オレは電話を切ると、なんとなく溜ため息いきをついた。


「うちに電話をするのが、そんなに嫌いや？」


　かけた後で訊きくなよって思ったけど、亮介はオレの溜息が気になったのかもしれない。


「電話も何も、オレは早く独立して、家を出たいよ。あんな家にいたくない」


「だったら、遊び回らずに、バイトでもしたらいい。経済的に自立できないと、別に住んでも独立って言わないからね」


「そんなの、判わかってる。バイトだってこの間までちゃんとしてた。……店長と喧けん嘩かしてやめちゃったけどさ」


　オレがそう言うと、亮介はふっと笑った。


「僕は佳明のそういうところに弱いんだろうな」


「……弱いって？」


　何が弱いのか、よく判らない。一体、どういう意味なんだろう。


「無む闇やみに触さわってくる奴には爪つめを出して抵てい抗こうするのに、寝ね顔がおは無防備なんだ。その落差がたまらないっていうかね。もう、どうにかして手て懐なずけてやりたいって思ってしまう」


　それって……やっぱり猫にたとえられてる気がするんだけど。


　だけど、それで亮介の『構ってあげたい』って気持ちが、なんとなく判ってきた。亮介はオレを手懐けたいんだな。だから、今、餌え付づけをしようとしてるんだ。


　その手に乗るか……と思いつつ、オレはすでに餌付けに成功されてるような気がしてならなかった。


「でも、知り合いって言われると、ちょっと悲しいな。もうちょっと言い方ないかな」


「だって、友達とは言わないだろうし。貴島亮介なんて名前を出したら、それこそ大変だったよ。うちの父親、貴島興産で働いてるから」


「ああ、そうか……」


　亮介はちょっと眉まゆをひそめた。


　そういう煩わずらわしさを想像したんだろうか。そういえば、パーティーもちょっとサボっていたみたいだし、実はあんまり騒さわがれるのは好きじゃないのかもしれなかった。


　そのとき、オレの手の中で携帯の着メロが流れ出す。母さんからかと思ったら、仁科からだ。そうだよな。母さんがオレに電話をかけるはずがないよ。


「ちょっとごめん」


　オレは亮介に断って電話に出た。


『おまえ、今日はちゃんと家に帰ってるのか？』


「えっ……ううん。今日は別の知り合いのところ。でも、一度家には帰ったよ。学校だって行ったんだからな！　午後からだけど」


　威い張ばって言ったら、それを聞いていた亮介がクスッと笑っていた。亮介に会わなかったら、遊び歩いていたのは確かだし、笑われても仕方ないか。


『そうか……。別の知り合いって、友達？』


「うーん……友達っていうか、まあ、そんな感じかなあ」


　昨日、仁科に亮介と会ったことを話したけど、つきまとわれたなんて言っちゃったし、ちゃっかりまた会ってて、しかもマンションにまでお邪じや魔ましているとは言いにくい。


『早く家に帰れよ。おまえがフラフラしてると、俺は心配なんだからな』


　心配してくれるんだ……。


　母さんなんか、全然そんな素そ振ぶりもしなかったけど、仁科のほうがまるで本当の家族みたいじゃないか。


「うん。ありがとう。オレ、大だい丈じよう夫ぶだから」


『バーカ。大丈夫じゃないから言ってるんだよ』


　仁科は笑いながらそう言った。


『じゃあ、またな。今度は俺が休みの日に飲もう』


「ホント？　期待してるからな！」


　オレは上じよう機き嫌げんで電話を切った。


　やっぱり仁科って、オレの知り合いの中では最高だよ。なんでもオレのこと、判ってくれてるって感じがするし。


「お母さんが相手のときとはずいぶん違ちがうんだね。誰だれと話していたの？　昨夜、一いつ緒しよだった人？」


　亮介は優しい声で尋たずねてくる。


　そんなの関係ないだろと言いたいところだけど、穏おだやかに訊かれると、答えてやってもいいかなって気になってくるから不思議だ。


「うん。ホストクラブのオーナーなんだ。あ、知ってるかな。仁科達彦って言うんだけど……」


「仁科達彦……。ああ、聞いたことある。昔、子役だった……」


「そうそう。うちの近所に住んでるんだよ。すっごくいい奴でさ。オレ、あいつが大好きなんだ」


「そうか……。じゃ、その人は僕のライバルってことだね」


「へ？」


　ライバルって、一体なんの？


　オレはキョトンとして亮介を見た。けれども、亮介はニコニコと笑っているだけだった。


　まあ、いいか。どうせ、いつも訳の判らないことばかり言ってるんだから、深くこだわるのはやめよう。


　やがて、食事が出来上がり、オレは食器を出したり、いろいろな手伝いをした。


　そうして、小さなダイニングテーブルで向かい合わせになり、食事を始める。パスタとかあって、これはイタリアンなのかな。よく判らないけど、そういう雰ふん囲い気きの食事で、家での御ご飯はんとは全然違っていた。


「すごい！　レストランを開けるんじゃないか？」


「そうかな。料理は趣しゆ味みなんだけど、そんなに喜んでもらえると嬉うれしいよ」


　亮介は本当に嬉しそうな顔をして、オレが食べているのを見ている。オレとしては、オレが食べているのをそんなに喜んでもらえると嬉しいって感じかな。


　だったら、もっと褒ほめてあげたいくらいだ。いや、おいしいのはホントだから。


　オレはさんざん褒め倒たおして、食事を終えた。


「お礼に後片付けはオレがしてやるよ」


「えっ、別にいいよ」


「いいから、任せとけって。オレ、皿洗いのバイトもやったことあるんだから」


　そこも従業員同士のいざこざがあって、あんまり長くは続かなかったけどね。


「じゃあ、一緒に片付けようか」


「えっ……うん」


　新しん婚こん夫婦じゃあるまいし……と思わないでもなかったけど、誰かと和わ気き藹あい々あいと片付けをするって、なんかちょっといい感じだ。オレは学校の掃そう除じなんか大だい嫌きらいだけど、もし亮介と一緒だったら、楽しく掃除もやれるような気がした。


　片付けた後、オレと亮介はソファに並んで座る。コーヒーなんか出してもらって、気分は最高潮だ。オレって、誰かに優やさしくされるのが大好きなんだよね。


「そうだ。いいものを見せてあげよう」


　亮介はテレビをつけて、ビデオを見せてくれた。


　いいものって言うから、オレはなんだろうって期待していたのに、映っているのは猫ねこばっかりなんだよ。


「こいつ？　亮介が飼ってた猫って」


「うん。もう死んじゃったけどね。今でも僕は彼女のことが忘れられなくて」


　まるで恋こい人びとに対するみたいに『彼女』と猫のことを呼んでいる。オレはおかしかったけど、どうやら亮介は本気らしかったから、なんとか笑いを堪こらえた。


「ほら……可愛かわいいだろう？」


　猫が丸くなって眠ねむっているところが映る。


　オレって、こんな間ま抜ぬけな顔をして寝ねていたのかな。どこが似てるのかって言いたい気分ではあるけど、自分で自分の寝顔は判わからないから、反論のしようがなかった。


　そのうち場面は変わって、綺き麗れいな女の人が猫を抱だいていた。


　誰だろう……。こっちがきっと本物の『彼女』だよね。亮介と並んで立ったら似合うだろうって思うくらい、雰囲気がどことなく似ていた。


　このビデオを撮とっているであろう亮介に微ほほ笑えみかけていて、二人の心は通じ合っているって感じだ。オレがふと横を見たら、亮介はうっとりと画面に見とれていた。


　見とれてる相手は、猫なのか、彼女なのか。どっちにしても、なんだかオレは嬉しくなかった。


　猫代わりとしてオレをここに連れてきたなら、もっと真しん剣けんに可愛がれよって思うし。いや、別に可愛がられたいわけじゃないけど、構ってほしいから。


　退たい屈くつな猫満まん載さいのビデオはやっと終わった。


「まだあるんだけど、見る？」


「……いいよ、もう。オレ、猫好きじゃないし」


　亮介は少しガッカリしたみたいだったけど、ちょっと笑ってテレビを消し、オレの肩かたを引き寄せた。


「君が猫っぽい性格をしているから、同族は好きじゃないのかもしれないね」


「だから、オレは猫じゃないって」


　亮介はどうしてそう思うのか、不思議でならない。


「判ってるよ」


　そう言いながら、亮介はさらにオレを胸に抱き込むと、頭を撫なで始めてしまった。


　なんだろう。猫ビデオを見て、急に猫を可愛がりたい衝しよう動どうが湧わき起こったって感じで、オレは完かん璧ぺきに猫の代わりとして撫でられているみたいだった。


　もう……いいか。猫でもなんでも。


　ご馳ち走そうになったんだし、この際、猫の代役でもさ。


　それに……。


　こうして撫でられてると、なんだか気持ちがよくなってくるよ。それこそ、猫になったような気分で、オレはちょっとうっとりしてしまった。


　わっ。また額にキスされてるよ。


　だけど、すっかり猫の気分になっていたオレは目を閉じて、そのキスを受け入れていた。もう、このまま亮介の猫になって、ここにいたいなって思ったりして。


　だって、そうしたら、オレはいつでも亮介に構ってもらえるじゃないか。


　キスが目元のほうにまで下りてくる。


　亮介って、猫にいつもこんなふうにキスをしていたんだろうか。猫好きの人はみんなそうなのかな。亮介だけが異常ってことはないよね。


　まるで猫が顔を舐なめ回すみたいに、亮介はオレの顔中にキスをしまくっていた。オレのほうもだんだん慣れてきて、そんなに嫌いやだって気持ちもない。


　変なの。相手は男なのにさ。


　亮介がオレの耳を指で撫でている。すると、頭の中がふわふわとしてきて、もっと気持ちよくなってくるんだ。


　猫なら、きっと喉のどをゴロゴロ鳴らしているところだ。


　唇くちびるに何かが触ふれる。


　いや……何かっていうか、これは亮介の唇だよ。ということは、今、オレは唇にキスされてるのか。


　それに気づいて、亮介を押しやろうとしたら、ぐっと引き寄せられて、オレは本格的にキスをされてしまっていた。


　舌が……亮介の舌がオレの口の中にある。


　いくら猫好きだからって、あんまりだよ。オレは人間で、しかも男なのに。


　亮介の舌はまるでオレの口の中を撫でるように動いていく。すると、なんだか判らないような妙みような感覚が湧き起こってきた。


　な……何？


　胸がドキドキしてくる。


　舌がオレの舌にそっと絡からむ。そうして、キュッと吸い上げられた。


　その一いつ瞬しゆん、下半身にズキンと来そうになって、オレはあわてて亮介の胸を押しやり、キスから逃のがれた。


　危なかった。もう少しで勃たつところだった。もし勃っていたら、自己嫌けん悪おに陥おちいるところだよ。男にキスされて反応するなんて。しかも、猫の代理なのに。


「ごめんね。……嫌だった？」


　亮介にそっと訊きかれて、オレはなんと答えていいか判らなかった。


　嫌に決まってるだろって言いたかったけど、唇でなければ平気だったからだ。それどころか、けっこう気持ちよかったし。


　オレは亮介の猫になってもいいと思ったけど、唇にキスはやっぱり困る。


「オレ……帰る！」


　ソファから立ち上がった。


「じゃあ、送るよ」


　何事もなかったように、亮介はそう言った。


　そうして、驚おどろいているオレにニッコリ笑いかけたんだ。


「君がまっすぐ家に帰るまで、心配だからね」








　亮介にキスされて、三日が経たった。


　オレはいまだにあのときのことが頭にこびりついていて、どうにも気になって仕方なかった。いや、いくら考えたって、どうしようもないんだけどさ。


　あの夜、オレは亮介に家の前まで送ってもらった。そして、帰り際ぎわに当たり前みたいにまた額にキスされたんだ。


　ひょっとして、亮介にとっては、キスなんか日常茶飯事で、別に大した意味もなく習慣としてやっているのかもしれない。だから、オレがそれほど気にする必要はないんだろうけど、頭から離はなれていかないのはどうしようもなかった。


　あれが初めてのキスだったし……。


　なんで男に猫ねこ代わりとしてキスされなきゃいけないんだって。思い出すと腹が立つのに、同時にあの甘酸っぱい衝動みたいなものも感じて、オレはまたいろいろ考えてしまう。


　かといって、自分からまた亮介に会いにいくのもちょっと……。


　まるで、あのときのキスを受け入れたような気がするから。


　オレはどうにも頭の中がもやもやとしてしまって、仁科の携けい帯たいに電話をかけた。


　もう夜中だ。きっと仁科は店にいるだろう。仕事中に呼び出しても平気かなって思ったけど、頼たよる相手といえば、オレには仁科しかいなかったんだ。


『……どうした？　こんな時間に』


　案の定、電話の向こうはずいぶん騒さわがしい。女の笑い声なんかが聞こえてきて、オレが知らないような世界がそこに広がっているのが電話だけで感じ取れた。


「ごめん。忙いそがしいよな。もう切るよ」


『ちょっと待て。事務所のほうに移動するから』


　そう言いながらすでに移動しているみたいで、騒がしさがだんだん遠ざかっていく。


『もしもし？　話があるなら、なんでも言っていいぞ』


　そんな仁科の優やさしい声に、オレは妙にホロリときてしまった。


　ああ、この頃ごろのオレは変だよな。あの亮介に出会ってからだよ。


「あの……さ。オレ、仁科に相談があって。会いたいんだけど……すごく会いたいんだけど」


　いつもオレは仁科にワガママを言っていたから、今日はただのワガママじゃないことを強調してみた。


『……明日でもいいか？　学校から帰って、うちに来いよ。この間、言ったみたいに二人で飲み明かそう』


　つまり、明日の夜はオレのためにわざわざ空けてくれると言ってくれているんだ。オーナーではあるけど、毎夜、店に出ている仁科は、普ふ通つうならそんなに簡単に休んだりしない。


「うん……。行く」


　オレは仁科の気持ちがすごく嬉うれしかった。


「なんだか仁科の声を聞いて、オレ、ちょっとホッとした」


『そうか？　あんまり思いつめた声を出すから、俺はドキドキしたよ』


　確かにちょっとオーバーだったかもしれない。しかも、相談があるから会いたいなんて言われれば、どんな深刻な用事かって思うよな。


「仕事の邪じや魔ましてごめん。じゃ、また明日」


『ああ、おやすみ。明日、楽しみにしてるからな』


　電話を切った後、オレは本当に安心していた。


　だって、仁科に相談すれば、きっと楽になれる。仁科ならオレの悩なやみを解決してくれるに違ちがいないから。


　これで今夜はゆっくり眠ねむれるかもしれない。このところ、やたらと夢に亮介が出てきて、すっかり寝ね不ぶ足そくなんだ。代わりに授業中に眠ってばかりだったけどさ。


　翌日、オレは学校から帰った後、改めて仁科の家に向かった。本当は学校帰りでもよかったんだけど、着き替がえておきたかったからな。飲み明かすとなると、それなりの準備ってものがある。


　仁科は約束どおりオレを待っててくれていた。


　夜中に働いている仁科にとって、今の時間は朝みたいなもんだろうか。いつもはもうちょっと遅おそくに起き出して、シャワーを浴びたりしているみたいなんだけど、今日はバスローブ姿なんかじゃなかった。


「仁科が普ふ段だん着ぎでいるところ、久しぶりに見た」


「えっ、そうか？」


「いつもバスローブかパジャマかスーツだから」


　つまり、すごく寛くつろいでいるところか、仕事へ出かける前くらいしか会ってないってことかな。初めて会ったときは弁当屋だったけど、あのときも確かスーツ姿だった。ごくたまーに、こうして約束してから会うときだけ、普段着を着てる仁科が見られる。


「ま、俺もおまえの相談を聞くために、それなりに気を遣つかってるってことだ」


「ごめん……。オレ、仁科にそんなに気を遣わせるつもりじゃなかったんだけど……」


　オレがそう言うと、仁科は明るく笑って、オレの背中を叩たたいた。


「冗じよう談だんだって。今日はたまたま早く起きただけだから」


　本当はそうじゃないかもしれないけど、そういうことにしててもいいってことかな。オレは仁科のそういうところが大好きだった。


「で、とりあえず、何か食いもん、買い出しに行くか。うちの冷蔵庫、ビールくらいしか入ってないしな」


「立派なキッチンが泣くよ。早く奥さんもらえばいいのに」


　不思議なのは、仁科が独身なのに、こうして家を持ってるってことだ。一人暮らしならマンションのほうが気楽でいいってオレは思うのに。


「……俺が結けつ婚こんしたら、おまえ、ここには気安く来られないんだぞ」


「えっ、それはやだ。じゃあ、仁科、ずっと一人でいて」


「おいおい。いい加減な奴やつだな」


　仁科は苦笑していたが、それがなんだか嬉しそうに見えたのはオレの気のせいなのかな。


　オレと仁科は近くのコンビニに二人で買い物に行った。なんでも好きなもの買っていいって言われたから、自分の好きなもの、いっぱいカゴに入れて、甘えてみた。


　こういうときの仁科って、本当に気のいい親しん戚せきのお兄さんって感じがする。優しくしてもらえて、それでいて、あまり気を遣わなくてもいい相手っていうのかな……。


　オレ、本当に仁科が結婚したら、困るかも。ヤキモチ焼いてしまうかもなあ。仁科は家庭でいろいろ苦労してるし、幸せになってほしいって気持ちはあるんだけどさ。


　仁科の家に帰って、早さつ速そく、酒盛りの準備をする。


　ソファの前にあるテーブルに、仁科が酒の肴さかなを作って並べていた。といっても、チーズとかサラミとか野菜スティックとか、つまみ系の本当に簡単なものばかりだけど、皿に綺き麗れいに盛り付けていたり、氷の入ったグラスに入っていると、ちょっと高級感がある。


　仁科のホストクラブもこういうのを出すのかな。だとしたら、オレは今、ホストクラブにいるようなものかなって思った。それで、オーナーが傍そばにいて、オレを接待してくれているんだ。


「これは……特別だからな。ゆっくり味わって飲めよ」


　仁科は慣れた手つきで高そうなワインをグラスについで、オレに渡わたした。


　ワインなんて初めて飲む。オレは恐おそる恐るグラスに口をつけてみた。


「どうだ？」


「うーん……よく判わかんない」


　正直にそう言ったら、笑われてしまった。


「おまえにワインの味なんか判るわけないか」


「じゃあ、仁科には判るって言うのか？」


「まあ、それなりにはな」


　自信たっぷりな仁科の態度に、オレはちょっとムッとする。


　オレはよく酒を飲むけど、実を言うと、あまりおいしいとは思わない。ただ、酔よって、頭の中が何も考えられないような状態になるのが好きなんだ。あと、雰ふん囲い気き。こうして一いつ緒しよに飲んでると、相手のことがより身近に感じられる。酔うと本音が出てくるものだからね。


　オレは悔くやし紛まぎれにワインを一気に飲み干した。


「こら！　そんなふうに飲む奴があるか！」


　仁科はオレからグラスを取り上げたけど、すでに中身は空だ。


「あ、けっこうおいしいかも」


「何言ってるんだ。おまえはこっちを飲め」


　オレはワインのグラスにビールを注がれてしまった。


　まあ、オレにはこっちが似合いかな。自分でもそう思う。


「そういえば、この間泊とまったとき、オレ、ここで眠ってしまったような気がするんだけど。仁科が帰ったとき、オレ、ベッドで寝ねてた？」


　オレがビールを飲みながら尋たずねると、仁科は肩かたをすくめた。


「やっぱり、おまえ、覚えてないんだな。俺がわざわざベッドまで抱だいて連れていってやったのに」


「えっ、そうなんだ？」


　まさか抱いて連れていってもらったなんて考えもしなかったから、いつの間に移動してたんだろうって思っていたんだ。


「ごめん。重かったんじゃない？」


「ああ、ものすごーく重かった。服を脱ぬがせるの、大変だったんだからな」


「あ、わざわざ脱がせてくれたんだ？」


　それも自分で脱いだとオレは思っていたのに。何もかも、仁科の世話になっていたんだ。泊まった上に迷めい惑わくまでかけてたなんて知らなかった。


「スーツがシワになると、よくないだろう？　もういっそのこと、全部脱がせてやろうかと思ったけど、やっぱりやめておいた」


「何言ってんだよ。……でも、ありがとう。仁科って、いつもオレに優やさしくしてくれるから、大好きなんだ」


　オレは冗談のように仁科の腕うでに自分の腕を絡からめた。


「もう、酔ってんのか？」


「少しね。でも、もうちょっと酔いたいな……」


「ほら……」


　仁科がオレのグラスにまたビールを注いでくれる。オレはそれをごくごくと飲み干して、また仁科のほうに擦すり寄った。


「なあ、仁科……オレ、相談があるって言っただろう？」


「ああ。なんだ？　なんでも言ってみろ。俺が助けてやれることは、なんだってしてやるから」


　そんなふうに優しいことを言ってくれる仁科は、やっぱりとても頼たのもしい。


「あのさ。オレ……男にキスされちゃったんだ」


　思い切って言ってみたら、仁科は一いつ瞬しゆん黙だまる。


「……今、なんて言った？」


「だからさ、男にキスされたんだってば」


　繰くり返して言うと、仁科はオレの両肩をガシッとつかんだ。


「本当かっ？」


　その表情があまりに真しん剣けんだったから、オレは驚おどろいた。いや、真剣になってもらって嬉うれしいけど、キスされたのはオレだし、そんなに仁科がこだわることはないだろうって思うんだ。


「噓うそなんか言わないよ。こんな相談で噓つくほど、オレは不ふ真ま面じ目めじゃないのに」


「そうか……そうだよな。で、相手は誰だれなんだ？　同じ学校の生徒か？」


　うちの学校が男子校だから、そう思うのかな。それだったら、オレも「ふざけんな！」とかの一言で終わって、こんなに悩なやまなかったかもしれない。


　なんでオレが悩んでるかっていえば、結局、亮介のことを意識しているからだ。


「この間、教えただろう？　貴島亮介」


「おまえ……電話も取らないって言ってなかったか？　あれからまた会ったのか？」


「うん。偶ぐう然ぜん、街で会って……。話してみたら、けっこういい奴なんだ。変な奴でもあるんだけどさ。それで、なんとなくあいつのマンションに行ったんだよ」


「そんな変な奴についていくなんて……無防備すぎるぞ」


　でも、確かに変な奴だけど、かなりの猫ねこ好きって以外は、気き障ざなことを言うくらいだからな。仁科が思うほど変じゃないと思う。どっちかっていうと、説教くさい奴じゃないかな。酒を飲むなとか、学校に行けとか、家に電話を入れろとか。


「行っちゃったもんは仕方ないだろ。で、気がついたらキスされてたんだよ。舌まで入れられちゃってさ」


「舌まで……」


　仁科は何な故ぜかかなり動どう揺ようしたような表情を見せた。


「……別にオレがしたくてしたわけじゃないよ？」


「わ、判ってる。おまえ、無理やりされたんだよな。そいつに」


「無理やりっていうか……なんかそういうことになってたって感じかな」


　額や頰ほおにキスされて、じっとしていたのが悪かったんだ。あの状じよう況きようなら、唇くちびるにキスされたって平気だろうと亮介が誤解しても、仕方ないとは思う。


　でも、オレの側からすれば、唇にキスされるとは思わないじゃないか。猫に対する愛情でキスされていたはずなのに、舌まで入れてくるなんて。


「そいつは、その……ゲイなのか？」


「違ちがうって言ってたけど、よく判んない。オレが撥はね除のけても、別に大して表情も変わらなかったし」


　そう。だから、オレは亮介の気持ちが今イチ判らず、いろいろ考えてしまうんだ。どういうつもりでキスしたのか、オレに対してどう思っているのか、さっぱり判らない。


　キスって、普ふ通つう、好きな者同士がするもんだって思うから。


　それとも、大人はそうじゃないのかな。たとえば仁科はホストだし、キスくらい、客の女とやってるかもしれない。キス以上のこともやってるかもしれないし。


　だけど、オレはまだ高校生だし、いくら早く大人になりたいと思っていても、やっぱりキスは好きな人としたい。そして、オレのことを好きでいてくれる人としたいんだ。


「とにかく、俺に言えることは、そいつにはもう二度と近づくなってことだな。そうすれば、もうキスされることはない。悩むことなんかないじゃないか」


　仁科はバッサリ斬きって捨てるようにそう言った。


「でも……オレ、そいつのこと、嫌きらいじゃないんだよ。もちろんキスなんかしたいわけじゃなかったけど、すごく優しくしてくれるし……」


　横で仁科が盛大な溜ため息いきをついた。


「おまえ、優しくしてくれるなら誰でもいいのかよ」


「そんなことない！　でも、亮介は……」


　オレはいろんなことを思い出した。


　最初から馴なれ馴れしい奴やつだったけど、思い返せば、頭を撫なでられるのもそんなに嫌いやじゃなかったような気がする。肩に手を回されたり、抱きしめられたり、額にキスされたり……。


　やっぱりどう考えても、そんなに嫌だとは思わない。男にされたのはショックだったけど、それだけのことだ。


　オレに食事を作ってくれて、食べるのを優しい目で見られていたことを思い出す。叱しかってくれるのも、優しくしてくれるのも、オレに関心がある証しよう拠こだよな。


　結局、オレは誰かに構ってほしいだけなのかもしれないけど……。


　仁科も構ってくれるが、亮介の構い方とは全然違うから。


　やっぱり、オレ、どう考えても、亮介にも構ってほしくてたまらないみたいだ。二度と会うなって言われても、納なつ得とくできないんだ。


「仕方ないな……」


　仁科は立ち上がった。


「えっ、何？」


　一瞬、オレは仁科に見捨てられたかと思った。オレがキスされたのに、亮介を庇かばうから、オレなんかに構いたくなくなったのかって。


「とっておきの酒を飲ませてやるから。ここで待ってろ」


「あ……うん」


　とっておきの酒ってなんだろう。オレは期待しながら、仁科がキッチンから戻もどってくるのを待った。


　仁科はオレンジ色の液体が入っているグラスをオレにくれた。


「何、これ？　オレンジジュース？」


「カクテルだ。ちょっときついから注意して飲めよ」


　見た目はオレンジジュースっぽいが、飲むと、確かに胸がカッと熱くなってくる。今まで飲んでいたビールがアルコールだって思えなくなるくらい、その差は歴然としていた。


「すごい……」


　なんだか大人って感じだな。オレは気分をよくして、つまみを食べながら、その酒を飲み干した。


「ちょっと……回ってきたみたい」


「もう寝ねるか？」


「いや、寝るほどじゃないし、もっと仁科と話してたい。せっかく仁科がオレの酒盛りの相手をしてくれてるのに、もったいないよ」


「そうか……」


　仁科はふっと笑うと、オレの肩かたに手を回してきた。


「俺にもたれてもいいぞ」


「うん……」


　オレは仁科にもたれた。


　胸から胃まで熱を持ってるみたいになっている。なんか、ものすごく強いお酒が混じっていたんだな。


　でも、めずらしい。自分は強い酒を飲んでも、オレに飲ませることはほとんどなかったのに。オレにはビールとか、薄うすい水割りとかばっかりだった。


　オレが亮介にキスされたことと、何か関係あるのかな。いや、そんなことないか。まさか、キスされたから、オレのことを大人だって急に認めてくれた……なんてことがあるわけないもんな。


　次し第だいに頭がボンヤリしてくる。


「なあ、仁科。なんていう酒が入ってたんだ？」


「子供は知らなくていい酒」


　仁科はそう言うと、オレの髪かみをいじり始めた。


　オレはそんなふうに髪をいじられるのが好きだったし、仁科のことを信しん頼らいしていたから、身体からだを預けたまま、うっとりとしてくる。


　それにしても……酒のせいなのかな。身体の中が熱くて仕方ない。でも、いつもの酔よったときの熱さとは、何かが違うような気がする。


　それがなんなのか、判わからないんだけど。


「ごめん……オレ、なんか、身体が変」


　オレは髪をいじる仁科の手を払はらい除のけ、少し離はなれた。


「どう変なんだ？」


「すごく熱くて……なんか変なんだ。頭の中もふわふわしてるみたいだし」


「酔ってるんだよ。少し横になるといい」


「うん……」


　オレはそのままコロンとソファに上半身を投げ出した。だけど、それで楽になれるかって言ったら、全然なれなくて……。


　そのうち、身体がムズムズしてきだした。


　オレの馬ば鹿か。仁科が傍そばにいるのに、どういうことだよ。別にエッチな本でも見てるわけじゃないのにさ。


　だけど、身体は妙みように疼うずいてくる。このままここにいても、なんだかつらい。


　オレは起き上がった。


「……ごめん、仁科。オレ、帰るよ」


「どうして？　飲み明かすんじゃなかったのか？」


　そうだ。そのためにわざわざ仁科は今日は仕事を休んでいる。だから、途と中ちゆうで帰るなんて、あまりに恩知らずだ。


　でも……。


　どうしたらいいだろう。もっと酒を飲んだら、このムズムズはどこかに消えてくれるかな。


「顔が赤いぞ。どうしたんだ？」


　仁科はオレの肩を抱だくようにして、手を額に当てる。


「だ……大だい丈じよう夫ぶだから……」


　仁科の顔がやけに近くにある。息がかかるくらいに近くて、オレはなんだか変だと思った。オレだけじゃなくて、仁科も何か変だよ。


「佳明……」


「あっ……」


　さらに肩を引き寄せられる。


　そして、いきなり唇くちびるを塞ふさがれたんだ。


「ん……んっ」


　なんで、仁科がオレにキスしてるんだよっ。確か亮介とキスしたことを相談しにきたはずだったのに。


　オレは仁科を押しやろうとしたが、なかなか離してもらえない。舌が無理やり入ってきて、ドキンとする。


　身体が疼いているから、舌が触ふれただけで、何かおかしな方向に行ってしまいそうな気がした。


　いや……おかしな方向になんて行ってたまるか。


　冗じよう談だんじゃない。オレは仁科とそんな関係になりたくないよっ。


　オレは必死で抵てい抗こうして、仁科の腕うでから逃のがれた。


「……何するんだよっ！」


「何って……キスだ。おまえにキスしたい。俺だっていいだろう？　おまえに優やさしくしてるし、俺のこと、好きなんだろう？」


「そりゃあ……仁科のことは好きだし、尊敬もしてる。けど、なんでキスしなきゃならないんだよっ」


　意味が全然判らない。だいたい、オレは亮介とキスしてしまったことを相談しにきたのにさ。相談されたほうがキスしてくるって、一体どういうことだ。


「俺はおまえが好きなんだよ……」


　そんなふうに言われても、オレにはよく判らない。好きって、どういうこと？　ホストクラブで女を相手にいろいろやってるはずの仁科が、どうしてオレを好きなんだ？


　オレはすっかり混乱していた。


　とにかく、もう帰ろう。身体は変だし、仁科も変だし、頭も上手うまく働いていない。


「オレ……帰るからっ」


「佳明……！」


　仁科は立ち上がったオレを抱き寄せ、再びキスをする。


　そんな強ごう引いんな……。


　別に仁科とキスしたいわけじゃないのに、何な故ぜか抱きしめられてキスされると、身体がもっと熱くなってくる。


　オレの身体、反応している……？


　そんな馬鹿な。


　抵抗しなきゃいけないと思うのに、身体から力が抜ぬけてくる。どうしたらいいんだろう。


　仁科の手がオレの腰こしを撫なでる。


　普ふ段だんなら、男に腰を撫でられて感じたりしない。なのに、オレは股こ間かんが硬かたくなってきてしまっていた。


　変だ……。おかしいよ、こんなの。


　唇が離される。そして、仁科はオレの股間にそっと触れた。


「やだ……って」


　身をよじったが、仁科の手はオレのそこを刺し激げきするように動くんだ。


　オレはこんなの嫌いやだった。仁科のことはいい兄貴みたいにしか思ってないのに、抱きしめられて、キスされて、大事なところを触さわられて……それでどうなるって言うんだ。


「……嫌だ！」


　オレはもがいて、仁科の頰ほおを思いっきり叩たたいた。


　息が乱れ、ついでに足もよろめく。仁科は呆ぼう然ぜんとしたように自分の頰に手を当てる。オレはそんな仁科の姿を見たくなくて、家を飛び出した。








　仁科の家を出て、しばらく走っていたが、道の途中で倒たおれそうになる。


　アルコールを飲んでいたのに走ったから、酔いが回りだしたみたいなんだ。自分の家に帰ろうとも思うけど、仁科のことがショックで、気持ちの整理ができない。


　オレはどうしたらいいんだろう。


　少し先に公園があったのを見つけて、なんとかそこまで行って、ベンチに座る。そして、夜空を見上げた。気がつくと、頰には涙なみだが伝っていた。


　もう仁科の家には行けない。兄貴みたいに思ってて、さんざん甘えていた相手が、オレのことを好きだなんて。キスしたいなんて……。


　だけど、身体はまだ変なんだ。奥のほうでまだ疼いていて、まるで発情しているみたいだった。もしかして、仁科が飲ませたのは、特とく殊しゆな酒か何かだったのかな。いや、酒に何か薬みたいなのが入っていたとか。


　でないと、自分の身体の変化に説明がつかなかった。単に酔っただけとは違ちがうっていうのは、はっきり判わかる。


　でも、仁科がそんなことをするなんて……。


　オレは立ち上がろうとしたが、やっぱりダメだった。


　ダメだ……オレ。早く帰らないと。


　そう思うのに、身体はもう動かない。精神的なショックもあり、酔っているし、発情したみたいになってるし……。


　頭の中もぐちゃぐちゃだ。


　誰だれか……助けて。


　オレはポケットから携けい帯たいを取り出していた。


　誰に助けを求めるかって言ったら……思い出すのは亮介の顔だけだった。


　馬ば鹿かみたいだ。亮介にもキスされたのに。だけど、亮介は仁科みたいに強引にはキスしてこなかった。まして、酒だの薬だの……。


　オレは亮介に電話をかける。


　とにかく、オレは亮介にしか助けてもらいたくなかったんだ。


『はい。佳明？』


　亮介の声が聞こえてきたとき、オレは不覚にも泣き出してしまうところだった。なんだかすごく懐なつかしい声みたいに思えてきて、胸がキュンと締しめつけられるような気がする。


「……亮介、助けて」


　声を振ふり絞しぼるようにして助けを求める。


『一体、どうしたんだ？　どこにいる？』


「酔よっ払ぱらって……動けないんだ」


　オレは自分のいる場所を教えた。


『判った。すぐ行くから。じっとしてて』


　力強い言葉を耳にして、オレはなんだか救われた想おもいがした。亮介なら、今のオレの危機を救ってくれる。絶対に。


　理由はないけど、オレはそう思うんだ。








　しばらく目を閉じてベンチで休んでいると、車の音が聞こえ、公園の前で停とまった。車のドアが開く音がして、誰かがこちらに近づいてくる足音も耳に入る。


　目を開けると、亮介の姿が視界に入る。


　薄うす手でのコートを羽織った姿に、オレの胸はなんだかドキンとした。コートの裾すそが翻ひるがえって、こんなときだけど、ものすごく格好よく見えてしまったんだ。


　まるで、映画のワンシーンみたいに。


「佳明！　大だい丈じよう夫ぶ？」


　亮介はオレの傍そばに駆かけ寄ってきてくれた。


　酔っ払って動けないなんて、すごく情けない電話を入れたのに、すぐに飛んできてくれたんだって思ったら、すごく嬉うれしい。


「あんまり……大丈夫じゃない」


　さっきより少し楽になっていたが、それでも酔いは回っている。オレは亮介につかまり、なんとか立ち上がった。フラフラするけど、亮介が来てくれたことで、精神的には安定したみたいだった。


「どうしようか。君の家まで送ったほうがいい？」


　オレは頭を横に振った。


「このまま帰るのは……」


「そうだね。いくら君の家が放任でも、こんなに酔っ払っていたら怒おこられるだろう」


　亮介はオレが帰りたくない理由を違うふうに解かい釈しやくした。


　確かに、ここまで酔っていれば、何か言われるかもしれないが、正直なところ、そんなことはどうでもよかった。


　オレはとにかく亮介に頼たよりたくて仕方なかった。仁科に傷つけられた気持ちをどうにかして修復したかったんだ。


「……じゃあ、僕のところに来る？」


　オレはその誘さそいに乗ってしまった。


　亮介は羽織っていたコートを脱ぬいで、オレにかけてくれた。そして、身体からだを支えてもらいながら、オレはなんとか車に乗り込む。そして、目を閉じているうちに、車は亮介のマンションに着いていたんだ。


　この間、キスされたリビングのソファに連れていかれて、水をもらう。


「……ごめん。迷めい惑わくかけて」


　オレは隣となりに腰を下ろした亮介に謝った。


「いいんだよ。君を構いたいのは、こっちの勝手だからね。頼ってきてくれて嬉しい」


「なんだか、そんなふうに言われたら、オレ、涙が出てきそう」


　本当に涙が出てきて、オレは目を擦こすった。


「本当に何かあった？　どうしてそこまで酔ったんだ？」


　亮介はオレの涙に不ふ審しんなものを感じたようだった。


「仁科と飲んでたんだ。相談したいことがあって……。そしたら、変な酒を飲まされて……キスされた」


「キス……」


　亮介はそう言ったきり、黙だまってしまった。


「オレ、仁科のこと、ホントの兄貴みたいに思ってたのに……。ショックだったし、そんなつもりもなかったから、逃にげ出してきたんだ」


「そうか……」


　亮介はオレの手を取って、ギュッと握にぎった。


「えっ、何？」


　思わず亮介の顔を見る。すると、亮介は穏おだやかな笑みを浮うかべていた。


「もしかして、この間、僕がキスしたことを相談した？」


　それは図星だったから、うなずいた。


「で、仁科も君にキスをした。よく僕に電話をかけてきてくれたね」


「だって……電話したいって思ったのは、亮介だけだったし」


「嬉しいよ」


　亮介はオレの肩かたを抱だこうとした。が、オレはするりとそれを避さける。


「ごめん。オレ、今、変だから」


「変って？」


「変な酒を飲まされたって言っただろう？　オレの身体、今、すごく変になってるんだ。あんまり近寄らないで」


　仮にも酔っ払って迎むかえにきてくれた相手に、近寄らないでなんてひどい言い草だって、さすがのオレも思う。しかも、今の今まで支えてくれていた相手にだよ。


　けど、少し治まったかに思えた身体の疼うずきは、ここに来ると、また増してきたような気がするんだ。


　ひょっとして、ここに来ると、この間、キスされたときのことを思い出すから……かな。


　抱きしめられて、額や瞼まぶたや頰ほおや……いろんなところにキスされて、最後に唇くちびるにされた。舌が絡からんできて、オレは眩暈めまいがするほど気持ちよくなっていって……。


　ああ、ダメだ。思い出したら、もっと変になっちゃうじゃないか。


　そう思うのに、夢のように頭の中でキスの再現が何度も行われる。


「本当に……大丈夫？　ああ、もっと水、飲む？」


　亮介が席を立とうとしている。オレは自分でもよく判らない衝しよう動どうを感じて、亮介にしがみついた。


「えっ、どうしたの？」


　近寄るなって言ったり、自分からしがみついてきたり、亮介にとってみれば、オレの言動は謎なぞだらけだろう。


　オレだって、よく判らないよ。自分がどうしてこんなことをしてるのか。


「ご、ごめん……」


「いや、いいよ。今はこうしてしがみついていたい気分なんだ？」


　亮介はオレのワガママな気分を肯こう定ていしてくれている。それが嬉しくて、肩からスッと力が抜ぬけていくような気がした。


　ひょっとして、亮介はオレがどんなことをしても、受け入れてくれる……？


　まだ会って日もないのに、どうしてオレがそんなことを考えてしまうのか、よく判わからなかった。だけど、そう思わせるだけの暖かいものが、亮介にはあったんだ。


　だって、助けてって言ったら、すぐに助けに来てくれたし。


　オレの今の苦しみからも、救ってくれるかもしれない。


「仁科に……変な酒を飲まされてから、オレ、身体が熱くなって……。酔ってるせいじゃなくて、別の……衝動が……」


「……判った。そうか。君は……」


　亮介はオレの背中をゆっくりと撫なでた。それでも、身体が妙みようにゾクゾクしてくる。


「オレ……どうしよう。今、こうしてても……」


　下半身は硬かたくなってしまっている。なんで、こんな過か剰じような反応をしてるんだろう。背中を撫でられてるだけなのに。


　オレは熱い息を吐はいた。


　もう、どうしようもない。


「僕に助けてほしい？」


　亮介の優やさしい声が聞こえる。オレは少し迷ったけど、コクンとうなずいた。


「じゃあ、顔を上げて」


　オレは亮介にうながされて、顔を上げた。亮介は穏やかな笑えみを浮かべている。それを見ただけで、オレはなんだか安心してしまっていた。


　亮介に任せておけば大丈夫だって。オレをどうにかしてくれるって。


「こういうのは、我が慢まんすることないんだよ」


「だって……」


「我慢すればするほど苦しくなる。だったら、素す直なおに身体の衝動に身を任せればいいじゃないか。どうせ変な酒のせいなら、どうなっても君のせいじゃない」


　亮介はオレの頰を両手で挟はさんで、ゆっくりと顔を近づけてきた。


　オレは何をされるのか判っていながら、逃げなかった。もう、亮介ならいいかって思ったんだ。


　亮介なら……オレの窮きゆう状じようを救ってくれる。


　だから、キスしてもいいんだって。


　唇が重なる。


　亮介は優しく唇を舐なめ、それからスッと舌を滑すべり込ませてきた。


「ん……」


　舌が触ふれると、オレの身体はそれに反応するように震ふるえた。


　キスに感じてる……のかな。よく判らない。だけど、仁科とキスしたときとは違ちがって、オレはそのまま自分の感覚に身を委ゆだねた。


　気持ちいい……。


　亮介はキスしながら、背中を撫でていく。それがまた気持ちよくて、オレは亮介の舌に自分の舌を絡めとられながら、陶とう酔すいの境地にいた。


　このままずっと亮介にキスされていたい。


　そこまで考えてしまうくらい、オレは亮介にすべてを預けきっていた。


　亮介の手がオレの股こ間かんに触れた。


　ビクンと身体が揺ゆれるが、唇を塞ふさがれたままだから文句も言えない。


「ん……ん……っ」


　ズボンの上からでも、そこを撫でられると、反応を返してしまう。だけど、これも変な酒のせいなんだよ。オレのせいじゃない。


　やがて、亮介が唇を離はなした。


「……気持ちいい？」


　オレはそっとうなずいた。


「じゃあ、もっとよくしてあげよう」


「えっ……」


　亮介はオレのベルトを緩ゆるめると、ファスナーも下ろし、ズボンの中に手を入れる。そうして、下着の上からそれに触れた。


「あ……あっ」


　薄うすい下着越ごしに触さわられている。


　すでに硬くなっているそこには、充じゆう分ぶんな刺し激げきだった。しかも、それだけでなく、亮介は下着の中にまで手を入れてきたんだ。


　直じかに刺激されて、オレは止める間もなく、イッてしまっていた。


「ご、ごめん……なさい」


　自分でもたったそれだけでイクとは思わなかったんだ。ブレーキなんて、まるで利きかなかったとはいえ、亮介の手を汚よごしたことを謝った。


「いいんだよ。でも、汚れてしまったね。脱ぬごうか」


「えっ……あの……」


　オレは亮介の手によって、下半身に身につけていたものをすべて脱がされてしまった。上半身にシャツだけ着ているという、変な格好になり、オレはなんだか落ち着かない。


　それに……。


　イッたのに、まだすっきりしない。身体からだの火ほ照てりはまだ残っているような気がした。


「身体が……変」


「まだ変なんだ？」


　オレは正直にうなずいた。


「じゃあ、まだしてあげるよ。ソファに横になって」


　言われたとおりに横になる。何をされるんだろうとドキドキするけど、怖こわくはなかった。オレはもうすっかり亮介に身を委ねていたからだ。


　どうなろうと、オレのせいじゃないって言ってくれたし。


　亮介はオレのシャツのボタンを外し、左右に開いた。これでオレはシャツを羽織っているだけで、ほとんど裸はだかってことになる。


「キスしていい？」


　改めて尋たずねられて、オレはキョトンとして、亮介の目を見上げた。


　さっきあれだけキスしておいて、今になって許可を求めるなんて。


　亮介は微ほほ笑えんで、オレの腕うでを撫でた。


「身体にキスしていい？」


　一いつ瞬しゆんドキンとした。


　身体にキスされるなんて考えたこともない。オレ、男なのに、男にそんなことされちゃっていいのかな。


　だけど、亮介なら……。


「うん」


　そう答えると、亮介は身を屈かがめて唇くちびるに軽くキスをする。そうして、首筋へと唇を這はわせた。


「あっ……」


　首筋に亮介の唇が触れただけで、変な声が出て、身体が揺れた。


「感じる？」


「……判んない」


　一応、そう答えたけど、感じてるんだって思う。首なんかにキスされて感じるとは思わなかったから、オレのほうがビックリだ。


　そうして、唇はだんだん下のほうに移動して、今は胸だ。


「あ……ん」


　乳ち首くびをついばむように吸われて、オレは自分でも信じられないくらい甘い声を出していた。


　一体、なんなんだ。この反応は。


　いや、これもオレのせいじゃないんだ。変な薬のせいで、こんなことになってるだけで、オレは悪くない。


　でも、何度も同じことを繰くり返されて、どんどん股間がまた硬くなってくる。自分でも信じられないほどに。


「亮介……っ」


　オレはまるで催さい促そくするみたいに腰こしを揺らした。


　恥はずかしいけど、亮介はオレを助けてくれるって言ったし。だったら、なんとかしてほしい。オレは亮介に全部預けているんだから。


「ココがいいの？」


　亮介はオレの硬くなっている部分にそっと触れた。


　オレがうなずくと、亮介はいきなりそこに唇をつけてきたんだ。


「えっ……ちょっ……」


「ココがいいんだよね？」


　もちろんオレはそんなことしてほしいなんて思ってたわけじゃない。ただ手で触ってほしかっただけで。


　だけど、キスされたら、そっちのほうがいいって思った。ただ触られて刺激されるよりも興奮してくる。


　でも……亮介は平気なのかな。オレのそんなところに口なんかつけて。


　亮介は音を立ててキスをする。オレはそれを見てるだけでも、身体がもっと熱くなり、イキそうになった。


　いや、さっきだって、いきなりイッて、亮介の手を汚してしまった。手ならまだしも顔を汚すわけにもいかないし、なんとか腰に力を入れて我が慢まんをする。


　だけど、そのうちにどうしても我慢ができなくなってきた。


「亮介……オレっ……イキそう」


　そう言ったのに、亮介はキスをやめるどころか、それをすっぽり唇で覆おおってしまったんだ。


「あ……ああっ……」


　こんなの、初めてだ。


　柔やわらかい粘ねん膜まくに包まれて、オレはたちまちイキそうになるのを必死で我慢する。ブレーキをかけなきゃいけないっていう理性と、イキたいっていう本能的なものが相反して、オレは気持ちいいのに苦しかった。


　亮介の唇が何度も往復する。そして、キュッと吸われて、搾しぼり取られるような感覚がした。


　どうしても……我慢できない。


「亮介……っ」


　オレは悲鳴のような声で亮介の名前を呼びながら、達していた。


　ギリギリまで我慢していた分、快感も強くて……。気が遠くなりそうだったけど、それでもまだ物足りなさをどこかで感じていた。


　だって、まだ身体が疼うずく。それどころか、もっと強い快感が欲しいなんて思ったりする。オレの身体、本当にどうなっちゃったんだろう。


　亮介が唇を離して、改めてオレの先せん端たんにチュッと音を立ててキスをした。


「あ……ごめんなさいっ。口の中なんかに出して」


　オレは我に返って、謝った。


　亮介は長い髪かみをかき上げて、にっこり笑った。


「次は何をしてほしい？」


「あ……あの……何っていうか……」


「まだ足りない？」


　オレはそれもまた正直にうなずいた。


　手を汚されたり、口の中に出されたりしても、亮介はホントに嫌いやな顔ひとつしない。でも、まだ物足りないなんて言われて、亮介は平気でいられるかな。いい加減にしろって、内心は思っていたりして。


「じゃあ、次は君の足にキスをしようかな」


「あ……」


　亮介はオレの足を大きく開いた。


「恥ずかしい？」


「そりゃあ……」


　だけど、すべてを預けてる亮介に、今いま更さら、恥ずかしいも何もないだろう。それ以上の醜しゆう態たいをたくさん晒さらしているのに。


　亮介はふっと笑って、オレの膝ひざを舐なめた。


　ビクンと身体が揺ゆれた。


　たかが膝なのに。けれども、オレはたちまち魔ま法ほうにでもかかったように、亮介が足を舐めたり、音を立ててキスするたびに、腰を揺らしたんだ。


「オレ……おかしくなりそう」


　変になった後はおかしくなるのか。どっちも似たようなものだけど、今のオレは変な薬のせいというより、亮介のせいのような気がした。


　いや、違ちがう。これは薬のせいなんだってば。


　だから、亮介だって、オレにいろいろしてくれるんだよ。いわば、これは治ち療りよう行こう為いみたいなものだから。


　亮介はオレの大きく開いた腿ももの内側にも唇を這わせる。


「あ……っ」


　すごく微び妙みような箇か所しよだ。オレの股こ間かんはまた硬かたくなっているし、どうせだったら、そっちのほうにキスしてもらいたいのに。


　けど、そんなこと、自分から要求なんてできない。ただ、切なげに腰を揺らすだけだった。


　キスがいろんなところに繰り返される。そのたびに感じていたオレだけど、困ったことに、さっきからもっと微妙な場所を舐められてるんだ。


「そこ……足じゃない」


　どっちかっていうと、オシリじゃないかと思うんだ。


「そうかな」


　亮介はさらっとオレの抗こう議ぎを流すと、そのあたりにまた舌を這わせる。


「ああっ……」


　こんな声を出して反応していたら、亮介はそこが気持ちいいんだって思ってしまうだろう。実際、気持ちいいのには間違いないわけなんだけど、やっぱり恥ずかしいじゃないか。


　それに、亮介の行動がもっともっとエスカレートしそうで怖こわい。


　オレを気持ちよくするためには、なんだってやってしまいそうで。


「……ココはどうかな？」


　亮介は奥まったところに隠かくされていた秘密の場所を舌でつついた。


「ああっ……そこは……」


「そこは……どう？」


「どうって……やだ」


　オレはさすがに逃にげようとしたけど、亮介に腰をつかまれ、再びそこを舐められる。


「あ……あんっ……」


　そんなところを舐められて、なんでそんなに甘い声が出るのか、不思議でならなかった。けれども、やっぱり気持ちいいのは事実なんだ。


「そんなことまでしてくれなくても……」


　そうだ。オレの身体からだは疼いてるけど、何もそこまで要求しているわけじゃない。ただ、満足するまでイキたいだけだ。


　亮介は顔を上げると、ふっと笑った。


「僕は自分がしたいからしてるんだよ」


「えっ……」


　それって、どういうことだろう。これは亮介が好きでやってることなんだろうか。


　でも、何な故ぜ？


　考えている間にも、亮介はそこを再び舐めていく。オレはもうどうしようもないほど感じていた。


　なんだか、場所がどうのって、もうどうでもよくなってくる。亮介がいろんなところにキスしてくれて、オレはそれで気持ちよくなっていって……。


　亮介がしたいなら、いいじゃないかって思う。


　オレはただ一刻も早く、身体の疼きを消けしたかった。そのためには、きっとこれも必要なことなんだよ。


　亮介は舐めていた部分を指でつついた。


「あっ……」


「感じる？」


　オレは素す直なおにうなずいた。


　いくら噓うそをついたって、亮介には判わかってしまうだろう。それくらい、オレの反応は正直だったからだ。


「じゃあ、中に入れてみようか」


「えっ、中って？」


　何を中に入れるって言うんだろう。というか、中って、なんの中のこと？


　亮介はその質問に答えず、指を押しつけてきた。


　その瞬しゆん間かん、オレは自分の質問の答えが判ってしまった。指をオレの中に入れるって言ってるんだ。


　ビックリしてる間に、指はスムーズに中に入ってきていた。


　オレ、こんな恥はずかしいことされてる……。


　そう思うと、身体がカーッと熱くなってくる。


「オレ……オレっ……」


「嫌？」


　そう訊きかれて、オレはうなずけなかった。


　もちろん嫌だって気持ちもある。だけど、それは男としてそんな場所に指を埋うめられちゃマズイって思うからだ。


　でも……。


　オレの身体は熱くなってる。興奮してる。そして、亮介ともっといやらしいことをしてもいいって思ってるみたいなんだ。


　心臓がドキドキしていた。


　こんな興奮、自分だけでは得られない。


「嫌……じゃないかも」


「そうなんだ？」


　亮介は優やさしくオレに笑いかけた。


　そうして、指をオレの中で動かしたんだ。


「あ……んっ……あ」


　指が動くと、オレの腰こしも揺れる。


　ここを刺し激げきされると、こんなに気持ちいいもんなんだ。オレは亮介の指に翻ほん弄ろうされて、どんどん高まっていった。


　もう二回もイッたのに……。


　まだ足りないなんて。


　オレはもっと気持ちよくなりたくて、自分の股間に手を伸のばした。


「ダメだよ」


　何故か亮介はオレの手を払はらい除のけて、邪じや魔まをした。


「だって……」


「僕が君を刺激してるんだ。君はおとなしくしていなさい」


　その理り屈くつはよく判らない。オレの身体をオレが扱あつかっていけないってこと、ないと思うんだけど。


　とはいえ、オレは今や亮介の言いなりだったから、我が慢まんして手を引いた。けれども、やっぱりムズムズしてきて、触さわりたくてたまらなくなってくる。


　しきりに腰を揺らすオレに呆あきれたのか、亮介はそっと硬くなっている部分に触ふれてくれた。そうして、そこにチュッとキスをすると、口に含ふくんだ。


「あぁ……あ……」


　すごい……。両方一いつ緒しよに刺激されてる。


　オレはたちまちまた昇のぼりつめてしまった。


　もちろん亮介にはオレがイッたことはすぐに判ったと思うのに、まだ指の刺激は続いていた。だから、イッたのに、余よ韻いんを味わうどころじゃなく、また気持ちよくなってきて何がなんだか判らない状態に陥おちいる。


「もう……いい」


「どうして？」


「だって……。頭も身体も、なんかもう、わけ判んない……っ」


　気持ちよすぎて、どうにかなりそうなんだ。頭がボーッとして、身体も熱くなりすぎて、それなのに中のほうをかき回されているから、快感が強すぎて、オレはもう持て余すしかなかった。


　亮介は指の動きを止めた。


「じゃあ、もうやめる？」


「あ……」


　ここでやめちゃったら、どうなるだろう。オレはこのまま身体の熱さを抱かかえて、悶もん々もんとしてしまうだけのような気がする。


　どこかでけじめが欲しい。これで終わりだっていうのを、オレの身体に判らせてほしいんだ。


　でも……。


　それをするには、どうしたらいいだろう。オレはどこで満足できるのか、自分でも判らないのに。


「……それとも、もっと気持ちよくなりたい？」


　オレはゴクンと唾つばを飲み込んだ。


　これ以上、気持ちよくなったら、オレはどうなるんだろう。だけど、オレはそこで満足できるかもしれない。この熱病のような疼うずきを消し去ることができて、普ふ通つうの状態に戻れるかもしれなかった。


　こんなどっちつかずの状態から、オレは早く抜ぬけ出したかった。


「もっと……気持ちよくなりたい……」


　オレは亮介にそう告げた。


「うん。判った」


　亮介は指を引き抜いた。


「えっ……」


　急にオレの中を占しめていたものがなくなった、物足りなさを感じる。もっと気持ちよくなるには、もう指なんか不要ってことなのか。


　亮介はにっこり微ほほ笑えんで、自分のズボンの前を寛くつろげた。


「あ……あの……」


　亮介のそこも硬かたくなっていた。オレは呆ぼう然ぜんとそれを見つめてしまう。だって、亮介はオレを助けるために、いろいろしてくれていたわけじゃなかったのかって思って。


　でも、亮介ははっきりと言っていたよな。


　自分がしたいからしているんだって。


　つまり……。


　亮介とオレがしていたことは、もしかして、純然たるエッチだったわけ？


　なんか、すごく騙だまされたような気もするんだけど。


　亮介は今まで指を埋めていたあたりに、自分のものをあてがった。


「亮介っ……オレ、そんなの……」


「嫌いやかな？」


　亮介はそう言いながらも、それを押しつけてくる。


　それを入れられたら、オレがどうなるのかって不安もあったけど、少し期待もあった。だって、亮介はもっと気持ちよくなれる方法として、これをやろうとしてるんだから。


「オ……オレ達、男同士だし……」


　そう言ったら、亮介はちょっと笑った。


　確かに、今の今まですごいことをしていたと思うのに、男同士だのなんだのって言うのは、相当今いま更さらだと思う。


　けど、やっぱり、その行こう為いだけは特別じゃないか。それをヤッちゃったら、オレと亮介は特別な関係ってことになる。


「オレ……オレッ」


「優しくしてあげる。君のこと、すごく可愛かわいがってあげるよ。君がもういいって言うくらいに、構ってあげる」


　心臓がドキンとした。


　それは何より、オレが一番してもらいたいことだ。


　亮介は猫ねこを可愛がるみたいに、オレを可愛がってくれるかもしれない。今までだって、叱しかったりもするけど、すごく甘やかしてくれた。


　あんなこと、ずっとしてもらえるのかな。


「ホントに……優しくしてくれるっ？　可愛がってくれる？」


　そう尋たずねたら、亮介は優しい目で微笑んでくれた。


「もちろん。本当だよ」


　だったら……。


　オレ、亮介の猫になってもいい。


「じゃあ……していいよ」


　声が震ふるえていたけど、オレは確かにそう言った。


　亮介は嬉うれしそうに笑って、オレの両足を抱え上げる。そうして、腰を押し進めた。


「あ……ぁっ」


　さすがに指とは違ちがう圧あつ迫ぱく感かんがあった。オレは思わず息を止め、身体からだに力を入れる。


「息を止めないで。力を入れられると入らない」


「だっ……て」


　オレは努力して息を吐はいた。すると、少し身体から力が抜ける。それを狙ねらったみたいに、亮介は奥まで入ってきた。


「すごい……っ」


　オレと亮介の身体がしっかりくっついている。すごく不思議なんだけど、夢じゃない。事実なんだ。


「気持ちいいよ……」


　亮介にそう言われて、オレはちょっとビックリしてしまった。


「亮介も気持ちいいんだ？　オレの中で？」


「そうだよ」


　そりゃあ、気持ちよくなければ、わざわざ入れたりしないはずだけど、改めてそう言われると、なんだか……。


　そうか。オレだけじゃないんだ。気持ちいいのは。


　オレの側は、欲しいところに欲しいものがちょうどはまったって感じで、こんなにイイなら早くしてもらえばよかったって思ったくらいだ。


　そして、亮介が動き始めると、その気持ちがより一層強くなる。


「はぁ……ぁ……ぁっ」


　身体の中に大きな嵐あらしが吹ふき荒あれているみたいだ。


　オレは夢中になって、亮介の身体にしがみつく。


「亮介……！」


　快感が強すぎて、どうにかなりそう。でも、それと同時に、その強すぎる快感に満足してるオレもいるんだ。


　次し第だいに頭の中まで朦もう朧ろうとしてきて、何も考えられなくなる。


　身体が熱くて……たまらなくて……。


　オレは手も触ふれられずに後ろの刺し激げきだけでイッてしまい、続けて亮介がオレの中で弾はじけたのが判わかった。








　亮介は身体を離はなした後、オレの身体を綺き麗れいに拭ふいてくれた。そうして、元どおり身支度をする。


　下着は汚よごしちゃったから、新しいのを借りたけど、なんか変な感じだ。


　オレはのろのろとソファの上に起き上がった。


「起きても大だい丈じよう夫ぶ？」


　目を合わせて訊きかれて、オレは妙みように照れてしまい、目を逸そらした。


「大丈夫……。ちょっとだるいけど、もう酔よいも醒さめたみたいだし」


　あの変な薬の威い力りよくも消えたみたいだ。四回もイッちゃったから、いくらオレが元気でも、もういいかなって気はする。


「そう。よかった」


　亮介がオレの横に座り、当たり前みたいに肩かたを優やさしく抱だいた。


　胸がドキッとする。


　なんか酔いは醒めたけど、他ほかのものは醒めてない感じだ。亮介は本当に優しくしてくれて、オレはその優しさに酔っているみたいなんだ。


　オレはそっと亮介にもたれてみた。


　あったかくて、いい気持ちだ……。


　仁科にももたれていたオレだけど、あのときとは違うと思う。なんていうか、オレは猫になった気分なんだよ。


　すべてをご主人様に預けきって、くつろいでる猫って感じかな。


　こんな安心感を今までオレは誰だれにも感じたことはなかったんだ。亮介はオレの全部を受け入れてくれて、甘えさせてくれる。それがいいことなのか、どうなのか、よく判らないけど、オレはそうされると嬉しいんだ。


「やっぱり君って、猫みたいだね」


　亮介はオレの髪かみを撫なでながらそう言った。


「うん。オレ、亮介の猫になる」


「僕の猫に？」


　亮介はオレの額にチュッとキスをした。


「だったら、もう張り切って可愛がるよ」


　そして、言葉どおりに顔中キスを繰くり返し始める。本当に亮介は猫好きなんだな。本当にオレを猫扱あつかいしているみたいだ。


　もちろん、猫とエッチはできないから、オレと猫を本気で混同してるってことはないだろうけど。


　でも、自分が亮介の最愛の猫並みに可愛がられるって思うのは、悪くなかった。


「なあ、今日、ここに泊とまってもいい？」


「え？　でも、帰らないと、ご両親が心配しているよ」


「してないって！　何度言ったら判るんだよ。オレはいつもほったらかしにされてて、家にいてもいなくても同じなんだってば」


　オレは家にいるより、亮介と一いつ緒しよにいたほうがいい。家にいても、家族の誰も相手にしてくれないし、孤こ独どくなだけだ。


「それに……さ。オレ、初めてだったんだし……。こういうのって、もっとベタベタするもんじゃないのか？」


　ちょっと照れながらそう言うと、亮介は嬉しそうにオレを見つめた。


「うん。僕だって、君ともっとベタベタしたいよ」


「じゃあ……」


「明日の朝、学校に間に合うくらいに家に送り届けるよ。それでいいかな？」


　つまり、泊まるのはＯＫってことだ。


「うん！　ありがとう！」


　オレは思わず亮介の首に手を回した。


「……そこでキスしてくれなきゃ」


「えっ、オレからするの？」


「したくない？」


　別にしたくないわけじゃないが、したことないから躊躇ためらってしまう。でも、したくないなんて、亮介の猫ねことしては、いけないよな。


　オレは亮介の頰ほおにチュッとキスをしてみた。


　なんか、照れるなあ……。


「可愛かわいいな」


　亮介からお返しのキスが来た。しかも、唇くちびるに。


「ん……ん」


　しっかり舌まで入れられて、オレと亮介はまるで恋こい人びと同士みたいだった。


　唇を離されて、抱きしめられる。


「佳明は僕の猫だ」


「うん……」


「だから、他の人に擦すり寄ったりしちゃダメだよ。僕が飼い主なんだからね」


「うん……判った」


　仁科のことが頭を過よぎったけど、あんなことがあった後に、どのみちもう顔を合わせられない。オレはもう仁科のことが信用できなくなっていたんだ。


　変な薬を飲ませたり、嫌いやがっているのに無理やりキスしたり。


　頼たよれる兄貴と思っていたのは、オレの間ま違ちがいだった。本当のことを言えば、まだ好きだし、尊敬もしてる。立派な男だって思うよ。


　だけど……。


　もう、どうしようもなかった。


　それに、オレは亮介の猫になってしまって、仁科の元には戻もどらない。仁科だって、よその猫にちょっかいをかける趣しゆ味みはないんじゃないかな。たぶん。


　胸に何か釈しやく然ぜんとしないものが残ったが、それは仕方ない。その分、オレは亮介に甘えて、もっともっと構ってもらうんだ。


「佳明、一緒に風ふ呂ろに入ろうか？」


「えっ、風呂に？」


「綺麗に身体からだを洗って、ベッドで一緒に眠ねむろう。ね？」


　飼い主の亮介に優しくそう言われて、オレが抗あらがえるはずもなかった。


　もしかしたら、オレはもっとベタベタする羽目になるかも……と思ったが、それもアリだよね。


　なんたって、オレは猫になったんだから。


　猫は人間にベタベタ甘やかされる動物なんだよ。








　それから数日後、オレは学校帰りに、亮介のマンションに向かった。合あい鍵かぎをもらって、いつでも来ていいって言われたから、毎日のように来てるけど、今日は亮介のほうから来てって言われたんだ。


　亮介はまだ帰ってなくて、オレは適当にテレビを見ながら待っていた。


　オレはあれから仁科には会ってなかった。連れん絡らくさえもしていない。もちろん向こうからも連絡はなかった。


　やっぱり、あんなことがあったから……。


　薬を使うなんて、卑ひ怯きようだって思う。強い酒と一緒に飲ませて、足あし腰こし立たなくさせられたら、抵てい抗こうしようがないじゃないか。オレは仁科を尊敬していたのに、あんな真ま似ねをされてショックだった。


　それでも、今まで優しくしてもらったことを考えると、このままでいいのかって気もしたけど……。でも、どっちみち、あんなことがあった後に、のこのこ仁科の家に行く気はしない。


　それなのに、あの夜、亮介とはエッチできたんだから、なんだか不思議なんだ。仁科はよくなくて、亮介はよかったってことは、オレにとって、亮介は魅み力りよくある存在だってことなのかな。


　正直、今のところ、オレにはよく判わからない。


　けど、今となっては、オレには亮介しかいないって気持ちになっている。この間、泊まったときも、一緒に風呂に入って、一緒のベッドで眠ったけど、とにかく優しくてたまらなかった。


　あんなに優しくしてくれる人のことを、嫌きらいになれるはずがない。


　しばらく待っていると、亮介が戻ってきた。


「佳明……！」


　亮介はオレに駆かけ寄り、強く抱だきしめる。


　なんかいつも愛情表現がオーバーなんだよね。そこが亮介の特別なところって思えば、いいのかもしれないけど。


　そんなことを思っているオレも、抱きしめられて、なんだかドキドキしてくる。


　キスしてくれるかなって思って、上を向いたら、唇を掌てのひらで止められてしまった。


「キスはまだだよ」


「えっ、どうして？」


　オレは不満だった。亮介にキスされて、もっとドキドキしたかったからだ。


「キスすると、それだけじゃ抑おさえられなくなる。今日は外に食事に行くんだから」


　オレは電話でそう言われていて、母さんに食事はいらないと断りを入れてある。


「どこに行くの？」


「いいところ。でも、行ぎよう儀ぎよくしないとダメだからね」


　どんなところだろうと思ったら、連れていかれたところは、小さなフランス料理の店だった。予約制みたいで、普ふ段だん、オレがまったく出入りしないような店だから、すごく緊きん張ちようしてしまう。


　蝶ちようネクタイの人が丁てい寧ねいにメニューの説明なんかしてくれるし。しかも、ナントカ風のナントカって言われても、全然意味が判らないよ。こんなの、オレの知らない世界だ。


　とりあえず、注文については、亮介が選んでくれたから、オレはうなずいただけだった。


「大だい丈じよう夫ぶ。僕がするようにしていればいいからね」


　亮介は穏おだやかな笑えみを浮うかべてそう言ってくれて、オレは少し肩かたの力が抜ぬけた。


　亮介はワイン、オレはオレンジジュースで乾かん杯ぱいなんかして、食事が始まる。コース料理なんて初めて食べたけど、亮介のするようにしていたら、なんとかなったみたいだ。


　そして、最後にデザートとコーヒーが来る。


「……おいしかった？」


　亮介に微ほほ笑えみかけられて、オレはなんだかホッとした。


「うん。でも、緊張した。亮介はこういう店にしょっちゅう来る？」


「たまにね。でも、慣れれば緊張はしないよ。これから、僕と何回も来れば、もっと味を楽しめるからね」


　オレはこれから何度も亮介に食事に連れていってもらえるんだ……。


　いや、食事も嬉うれしいけど、亮介がオレをずっと可愛がってくれるつもりなのが、すごく嬉しかったんだ。


　それから、オレは亮介のオフィスに連れていかれた。


　夜も遅おそいから、誰だれもオフィスにはいない。どうして、亮介がこんなところにオレを連れてきたのか、よく判らなかった。


　しかも、社長室とかではなく、デザイナー貴島亮介としての仕事場みたいで、大きな作業机が部屋の真ん中にあり、棚たなには布が整理されて置かれている。そして、頭がついてないマネキンみたいなのがあり、それはピンであちこちを留められている布をまとっていた。


　亮介は棚からメジャーを取り出した。


「さあ、脱ぬいで」


「えっ」


　オレと亮介はそういう仲だから、脱いでって言われると、エッチのことを思い出してしまう。


　亮介はクスッと笑った。


「そうじゃないよ。君の身体のサイズを測るんだ」


「……どうして？」


「君にスーツを作ってあげよう。君の身体にフィットするものを、誕生日にプレゼントしてあげる」


　亮介はパーティーのとき、オレのスーツが身体に合ってなかったことを覚えていたんだな。それにしても、誕生日のプレゼントにスーツなんて……。


「いいのかな。そんなことしてもらって」


　亮介は優やさしい目をして微笑んだ。


「いいんだよ。僕を誰だと思っているんだ？」


　デザイナーだから、スーツなんてお手のものってわけだろうか。だけど、亮介は女性の服がメインみたいなのに。それに、亮介は忙いそがしいのに、オレのスーツなんかに関わってていいんだろうか。


「さあ、脱いで。……それとも、脱がせてあげようか」


　一いつ瞬しゆん、亮介の目が艶つやっぽく見えて、オレはあわててブレザーを脱ぐ。


「全部脱ぐんだよ」


「ええっ、全部？」


「そう。それが正式な測り方なんだ」


　亮介は澄すました顔で言ったが、さすがにそれは噓うそなんじゃないかなあと思った。けど、パリまで留学した亮介がそう言うならと思って、ドキドキしながら全ぜん裸らになる。


　落ち着け、オレ。ここは亮介の仕事場だぞ。


　亮介はメジャーでオレの肩かた幅はばを測る。それから細かく身体の格サイズを測っていく。胸囲を測るとき、乳首に指が触ふれたのは、わざと……かなあ。


　亮介は腰こしにメジャーを回そうとして、苦笑した。


「これじゃ、正確に測れないよ。サイズを測られると、興奮する？」


　そう。オレはもう半勃だちになってしまっていたんだ。


「だ、だって……亮介の測り方がエロいんだよっ」


「そうかな。まあ、どっちにしろ、これじゃ測れないから……ね」


　亮介の手がオレのそこに絡からみついてくる。


「あ……っ……こんなところで……」


「こんなところで興奮したのは君だよ。悪いことをしたときには、ちゃんと叱しからないといけないからね」


　これって、悪いことなのかな。亮介に誘ゆう導どうされたような気がしてならないのに。


　亮介はオレを作業台の上に座らせる。そして、亮介はその前に屈かがんで、オレの足を広げた。こんな場所だから、余計にドキドキしてしまう。


　亮介はオレのものに手を添そえ、舌を絡めた。


「あ……あん……」


　声なんか出していいのかな。誰もいないようだけど、もし誰かがいたら……？　ほら、一度、帰ったけど、忘れ物を取りにくるとかさ。


　亮介はオレのものを熱心にしゃぶったかと思うと、口に含ふくんだ。柔やわらかいのに強い刺し激げきに、オレは思わず仰のけ反って後ろに手をついた。


「や……あっ……」


　強く吸われて、オレは亮介の口の中に出してしまった。


　すごい快感だった。こういう場所だから、オレが特別に興奮していたのかもしれないけど。


　亮介はオレの上半身を作業台の上に倒たおして、足を抱かかえ上げる。そうして、その狭はざ間まに顔を埋うずめた。


　舌で舐なめられ、キスをされ、また舌で舐められ……。ひょっとして、亮介のほうもずいぶん興奮しているみたいだ。


　指を挿そう入にゆうされて、オレはビクンと身体からだを大きく揺ゆらす。


　どうしてその場所がそんなに気持ちいいのか判わからない。けれども、指が入ってきただけで、オレは身体を震ふるわせた。


「気持ちいいの？」


　優しい問いかけに何度もうなずく。


　それから、指の数が増え……やがて亮介が入ってきた。


「ああっ……あん……」


　声を抑えるなんてできなかった。


　どうしようもなく感じてしまっている。オレは硬かたい作業台の上にいるのに、そんなことも忘れるくらいに、ただ夢中になっていた。


　亮介はオレの再び硬くなっている股こ間かんに手を触れ、刺激をする。


　やがて、オレは亮介と共に達していた。


　それから、オレは甘ったるい余よ韻いんを抱えながらも立たされ、サイズを測られた。


　なんで亮介はこんなに元気なんだろう。オレは腰に力が入らないのに。


「君の誕生日、楽しみにしていて」


　亮介はそう言って、まだ目を潤うるませているオレの頰ほおにキスをした。








　しばらくして、オレの誕生日がやってきた。


　ちょうど明日が休みだということもあって、オレは泊とまる約束をしている。一いつ旦たん、学校から帰宅した後、着き替がえなんかを持って、亮介のマンションへと向かった。


「誕生日、おめでとう！」


　亮介は帰ってくるなり、オレにリボンがついている大きな箱を渡わたした。


「あ……ありがとう」


　オレはこんなふうに誰かにプレゼントをもらうなんて、久しぶりだった。小さい頃ころは親からプレゼントをもらっていたが、こういうふうにリボンをつけたものをもらうという感じじゃなくて、誕生日だからおもちゃを買っていいとか、そういう感じだったから……。


　仮かり縫ぬいもしたし、中身は判っていたけど、すごく嬉うれしかった。そして、こんなふうにしてくれる亮介の気持ちも。


「開けてごらん」


　ドキドキしながら開けると、シャツからネクタイまで一式揃そろっている。


「ああ、もうひとつあるんだ」


　亮介は玄げん関かんのシューズボックスの中からまた箱を出した。そこには、ピカピカの革かわ靴ぐつが入っている。


「こんなことまでしてもらっていいのかな……」


「いいんだよ。君は僕の猫ねこだから。お世話するのは当たり前」


　そう言って、オレの頰にキスをする。


「さあ、着てみて。きっと似合うと思うよ」


　ドキドキしながら着てみると、身体にフィットして、オレが今まで着たどの服よりも、着き心ごこ地ちがよかった。


　亮介も出来栄ばえに満足そうだった。


「やっぱり、よく似合う。身体が成長したら、また新しいのを作ってあげるからね」


「ありがとうっ。……亮介！」


　オレは亮介の首にしがみついて、自分から唇くちびるを触れ合わせた。


　亮介は嬉しそうに笑いながら、オレの肩かたを抱だく。


「このまま出かけよう。今日はホテルを予約してるんだ」


「えっ、ホテル？」


　亮介はオレが思いもつかないことを言い出すんだ。オレは亮介と付き合うことで、どんどん違ちがう世界に引き込まれていくような気がした。


　オレはそれが新しん鮮せんで……いつも感動させられてばかりいた。


　それから、二人でホテルに行き、チェックインする。驚おどろきなのはスイートルームだってことだ。亮介に言わせると、オレの誕生日だからってことなんだけど。


　そして、ルームサービスで食事とシャンパンを注文したんだ。


「おめでとう、佳明。十七歳だね」


　シャンパンのグラスを触れ合わせ、亮介は改めてそう言ってくれた。


　二人っきりだから、あまりマナーなんかに気を遣つかわなくていいし、甘いムードで会話ができる。


　もちろん食事はおいしいし、シャンパンだって……。


　オレ、本当にこういう幸せな目にばかり合あってていいのかなって思うくらいだ。


　だけど、オレはホテルや食事が気に入ってるわけじゃなくて、亮介に甘やかされることのほうが断然重要だった。


　だから、こういう雰ふん囲い気きは好きだけど、亮介がオレを可愛かわいがってくれてこそのものだって思う。


　食事の後、軽くシャワーを浴びて、オレ達はベッドルームに移動する。


　亮介はバスローブを着てるけど、オレだけ何な故ぜか裸はだかだ。いや、完全に裸じゃない。亮介がこれもプレゼントだって言って、冗じよう談だんみたいに赤いリボンをオレの首に巻いたんだ。しかも、鈴すずがついているやつ。


　これじゃ、完全に猫だよ。


　そうして、オレは裸の身体を撫なでられている。そう。まるで猫を撫でるみたいに。


「亮介も脱ぬげばいいのに……っ」


「うん。後でね」


　そう言いながら、オレの背中や肩や胸や……いろんなところを撫で回しているんだ。知らない人が見たら、ちょっとヘンタイっぽいかもしれない。


　おまけに、オレの喉のどなんか撫でてるし。


「喉を鳴らしてごらん」


「……そんなの、できないよ」


　本物の猫じゃないんだからさ。


「そうか……。だったら、違うことで鳴くようにしないとね」


　亮介はオレの乳ち首くびを指で撫でる。


「あんっ……」


　オレの身体が震えると、喉ではなく、鈴がチリリと鳴った。


「そうだよ。可愛いよ」


　何が可愛いんだか。と思うけど、オレは亮介にとっては猫なんだもんな。


　馬ば鹿か馬鹿しいと思いつつも、猫になった気分で、オレは亮介の腕うでに顔を擦すり寄せた。途と端たんに、亮介のテンションが上がる。


「すごく可愛い……。もっとしてみて」


　それって、猫になりきれってことかな。オレはおかしくなったが、こうして誕生日を祝ってくれる亮介のために、もっと猫っぽいことをしてやろうと思う。


　オレは起き上がって、亮介の上に覆おおいかぶさる。それから、頭を亮介の身体に擦りつけたんだ。


　もちろん、それだけじゃ、まだまだ猫っぽさが足りないと思うので、亮介のバスローブの帯を解いて、現れた肌はだに舌を這はわせる。猫がミルクを舐めるようにピチャピチャ音を立てて。


　そして、下着をずらして、すでに硬くなっているものに頰ほお擦ずりすると、それにも舌を這わせた。


「……いいよ」


　亮介は感じるのか、息が少し荒あらくなっている。


　オレはもっと亮介を感じさせたくて、一生懸けん命めいにそこを舐なめた。亮介はそんなオレの頭を優やさしく撫でたんだ。


「いい子だね……ベル」


　えっ……ベルって、誰だれ？


　オレはビックリして顔を上げた。


「ああ、ごめん。つい猫の名前を呼んでしまって……」


　あれか。あのビデオに映ってた、間ま抜ぬけな寝ね顔がおの猫の名前か。


　オレはムッとして、起き上がった。


「猫と名前を間違うなんて！」


「ごめん。あんまり猫みたいに舐めてくれるから、ついね」


　亮介は笑っていたけど、オレとしてはものすごくショックだよ。


　まさか亮介は猫にこんなことさせてたなんてことは……ないはずだけど、思わず想像しちゃったじゃないか。亮介の猫好きは普ふ通つうの猫好きを越こえてるし。


　亮介はオレの機き嫌げんを取るように、抱きしめて、キスをしてくる。そのキスの優しさに、オレの怒いかりもだんだん解けていき、またベッドでエッチの続きが始まる。


　亮介はさっきのお詫わびみたいに、身体からだにたくさんキスをしてくれた。


　そうされると、気持ちよくなっていって、猫の名前のことなんかどうでもよくなってくる。オレは亮介が好きで……亮介もオレを……。


　あれ？


　亮介って、オレに好きだって、一回だって言ってくれたことないぞ。オレも亮介に言ったことないから、あんまり気にしたことなかったけど。


　ひょっとして……オレは最初から思い違いをしていたんじゃないかな。


　亮介は猫みたいにオレを可愛がっていた。で、オレは亮介の猫になるって言ったんだよ。だから、今も亮介にとって、オレは猫のままだったりして……。


　オレは本気で猫相手にエッチする人ではないと思っていたから、これはちゃんと恋こい人びと同士みたいな付き合いだって思っていた。


　男同士ではあるけど、別に男と男がエッチしちゃいけないっていう法律はないもんな。少なくとも、猫とエッチするよりは普通だよ。


「四よつん這ばいになって」


「えっ……やだ」


「どうして？」


　そう言われると、猫みたいだから嫌いやだとも言えずに、オレは言われたとおりにやる。


　亮介はオレの腰こしを後ろから抱くと、背中からオシリを撫でた。そうして、その狭はざ間まにあるところを指でつつく。


　鈴が鳴る。指でつつかれるたびに。


「可愛いよ……」


「あ……あっ……」


　亮介はそこに顔を近づけ、舌で丁てい寧ねいに舐めていく。いつもだったら、すごく嬉うれしいことなんだけど、オレは変なことばかり想像していた。


　オレが本当の猫ねこになって、亮介に同じことをされてるところを。


　違ちがう。オレはちゃんと人間なんだから。亮介の目にだって、ちゃんと人間に見えてるはずだって。


　そう思いながらも、オレの自信は揺ゆらいでいた。


　最初の出会いから、亮介は変だったじゃないか。いきなり初対面のオレの頭を撫でて、猫みたいだって言ったり……。


　二度目に会ったときも、異常なくらいに親切にしてくれた。


　そうだよ。なんであんなに親切だったんだよ。……そりゃあ、オレはすごく嬉しかったけど。


　オレの頭はもういろんなことがいっぱいで、ぐちゃぐちゃになっていた。


　もっと亮介のこと、信じていたいのに。


　後ろから指が挿そう入にゆうされる。気持ちよすぎて、オレは肘ひじをついてしまった。


「あん……あっ……あん」


　指一本でこの有様だ。


　オレの身体はもうすっかり亮介のものだった。こんなに気持ちが揺れているのに、身体だけは感じてしまうんだ。


　やがて、亮介がオレの中に入ってきた。


　後ろからなんて嫌だ……。


　オレの気持ちを判わかってくれない亮介が嫌だった。オレはこんなにいろいろ考えているのに、亮介は全然気にしてない。


　でも、『オレなんか、どうせ猫なんだろう』って言ったら、簡単に『そうだよ』って言われそうだ。だったら、そんなこと、口にしたくなかった。


　オレは今の幸せを逃のがしたくない。元の淋さびしいオレに逆ぎやく戻もどりしたくない。


　いつまでも、亮介に愛されていたいのに……。


　でも、本当にただの猫代わりだったら嫌だ。


　オレは……。


　一体、どうしたらいいんだろう。


　オレは自分と亮介の関係がよく判らなくなっていた。








　オレは自分と亮介のことをあれこれ考えて悩なやみ、ホテルから戻った翌日、学校帰りに亮介に電話をかけた。


「あのさ、オレ、バイトすることになったから」


『……いきなり、どうして？』


「社会勉強のためっていうか……。亮介に甘やかされてばかりだと、これだけじゃダメだって気がしてきて……。オレ、早く大人になりたいし。だから、しばらく、会いにいけない」


　もちろんバイトは口実で、亮介と会いたくなかったんだ。


　いや、本当は会いたい。でも、今、会えば、いろんなことを考えてしまいそうだから。


『君の気持ちは判るけど、昨日までは何も言ってなかったのに』


「うん……。オレもいろいろ考えること、あるんだよ」


　たとえば、亮介にとって、オレは猫代わりとしてしか価値がないのかしれないなんて。


　考えたくもないのに、昨日からずっと頭の中を回っている。


『そういえば、昨日、少し元気がなかったね。そうか……。バイトするのは、悪いことじゃないしね。するなとは僕も言えないけど』


　亮介がオレと会えないことを残念がっている。


　なんだか胸がズキンと痛んだ。


　オレだって、会いたいのに。だけど、会えない。今は会えないんだ。頭の中がいろんなことでいっぱいで、整理ができないから。


「ごめん……。バイトに慣れたら、また連れん絡らくする」


『うん。でも、勉強はちゃんとするんだよ。学校もサボらずにね』


　オレは苦笑した。


　亮介のマンションに毎日のように行ってても、オレはいつもそう言われていた。だから、けっこう真ま面じ目めに学校には行っていたし、勉強もしていたんだ。


　オレは亮介から逃にげようとしているのに、亮介はオレのことを心配してくれている。


　そう思うと、オレは悩みも何もかも捨てて、亮介のところに走っていきたくなった。けど、会えば、またオレは猫のことで悩んでしまいそうなんだ。


「判ってる……。心配してくれて、ありがとう」


　こんなふうに素す直なおに言えるようになったのも、亮介のおかげだ。だから、オレは早く自分の考えを整理しなくてはならなかった。


　整理して……。


　それで、どうなるのか、まだ判らなかったけど。


　でも、もう何も考えずに、亮介と会っていた頃ころのオレには戻れなかった。


　オレは電話を切って、昨日決めたばかりのバイト先へと向かった。近所のコンビニで、自宅への帰り道の途と中ちゆうにあるので、学校からまっすぐ行くんだ。


　本当なら、バイト一日目なんだから、もっと張り切らなきゃいけないところなんだけど、あんまりそういう気にはなれなかった。もちろんお金をもらう以上は、しっかり働くつもりだけどさ。


　結局、亮介と会わないための口実みたいなもんだから。まあ、暇ひまを持て余して、遊び歩くよりは、ずっと健全かな。どうせ早く家に帰ったって、オレの居場所はないもんな。


　いつだって、兄貴中心で。


　オレは亮介と付き合うようになって、居い心ごこ地ちのいい場所を見つけたって思った。


　猫代わりでもなんでも、優やさしくし、可愛かわいがってくれて、構ってくれて……いつでもオレのことを気にしてくれる人だから、エッチしたっていいって思ってた。


　けど、それって、実はかなり動機が不純だったのかもしれない。亮介に猫代わりではなく、オレを好きであってほしいなら、オレのほうも亮介を純じゆん粋すいに好きにならなくちゃいけないんじゃないかとか思ったりして。


　そう考えると、そもそも、オレは本当に亮介が好きなんだろうか。


　好きなのは間違いない。けれども、『好き』って気持ちにもいろいろあるわけで、恋人として好きなのかどうかは謎なぞだ。


　オレと亮介がエッチしたのも、なんだか成り行きみたいなところがあったし、最初からそういう気持ちでなかったのは確かなんだ。だからって、今もそうなのかというと、オレはよく判らない。


　そのへんも、オレはこれから考えていかなくちゃいけないかなって思った。オレには難しい問題だけど、このまま闇やみ雲くもに突つき進むのは怖こわい。突とつ然ぜん、亮介に手を離はなされてしまったら、オレは二度と立ち上がれなくなりそうだからだ。


　それくらい、今までのオレは、亮介に依い存ぞんしきっていた。


　オレ、なんで亮介の猫になるなんて言っちゃったんだろう……。


　いろんな後こう悔かいを引きずりながら、オレはバイトに精を出した。張り切ってはいないけど、オレにしては真面目にバイトをこなしていた。


　そうして、二週間が過ぎた……。


　亮介とはたまに電話で話している。それだけは元の関係みたいだ。ただ、オレはいつまでも亮介に会えないままだった。最近、亮介もオレの態度がおかしいのに気づいてきたようだし、このままだとどうなるんだろう。


　亮介のほうから嫌きらわれてしまいそうだな……。


　そう思うと、胸が締しめつけられるように痛むから、オレはやっぱり亮介がいないとダメなんだろう。


　今日のバイトもそろそろ上がりだ。ちらちら腕うで時計を見ていたら、新しい客が店に入ってくる。


「いらっしゃいませー」


　入り口に目を走らせると、そこには仁科がいた。


　仁科もオレに気づいて、こっちへ寄ってくる。


　あのことはショックだったけど、顔を見れば、いろいろ親切にしてもらったことなんかを思い出す。


　懐なつかしい……なんて感情は、変かもしれないけど。


「久しぶりだな。今はここでバイトしてるのか？」


「うん……。仁科は元気？」


「ああ。まあ、それなりにな。おまえは？」


「オレも……それなりかな」


　肉体的には元気だけど、精神的にはそうじゃない。オレはなんとなく目を伏ふせた。


「……バイト、いつ終わる？」


「もうすぐかな」


「じゃ、待つよ。この間のこと、まだ謝ってなかったし。俺にちょっと時間をくれ」


　そう言われて、目を上げた。


　まっすぐにオレを見つめてくる瞳ひとみに、オレはちょっとたじろいだ。だけど、そのまっすぐなところは、オレがよく知っていた仁科らしいって思ったんだ。


「うん……判った」


　うなずくと、仁科は嬉うれしそうに笑え顔がおを見せた。


　そして、そんな笑顔を見て、オレは久しぶりに気持ちが安らいだんだ。








　オレはバイトが終わった後、仁科と一いつ緒しよに近くの公園に行った。


　前に、亮介に迎むかえにきてもらった公園で、仁科がここに行こうと言ったときには、一いつ瞬しゆんわざとかと思ったくらいだ。でも、オレと亮介がここで会ったなんて、仁科は知らないだろうし、偶ぐう然ぜんなんだろう。


　こっちとしては、変な因いん縁ねんを感じてしまったけど。


　だって、オレが仁科から逃げて、亮介へと一気に傾かたむいていった分ぶん岐き点みたいな場所だったからだ。ここのベンチで亮介を呼んで……もし亮介が来なかったら、今のオレと亮介の付き合いはなかったんだ。


　オレと仁科はこの間と違ちがうベンチに腰こしかけた。


　前と違って、もうずいぶん寒い。雪が降るにはまだ早いかもしれないけど、仁科はコート、オレはジャンパーを着ている。


「……もう、おまえは俺んちには行きたくないだろうからな」


　ポツリとそう言われて、オレは仁科がどうして公園を選んだのか、ようやく判わかった。


　確かに、家に誘さそわれても、行く気はしなかっただろう。変な酒を飲まされて、身体からだがおかしくなったことを、オレは今だってよく覚えている。そうして、無理やりキスされたことも。


「この前のことは……本当に悪かった。あんな強ごう引いんな手を使ってしまって……」


「オレ、仁科のことは本当の兄貴みたいに思っていたから、ショックだった」


「本当の兄貴か……」


　仁科はそれを聞いて、苦笑いをした。


「俺の位置って、そんなものだったのか。おまえにはずいぶん懐かれていたし、大好きなんて言われて、俺のほうはすっかりその気になっていたのに」


　その気って、なんだろう。キスしたってことは、やっぱりオレにエッチしたいと思っていたってことだよね。


「仁科は女なんていくらでも落とせるだろう？　なんで、オレなんか……。しかも、あの酒、なんか変な薬を入れてたんだろう？」


「うん……。おまえとの関係を進めるには、おまえの背中をちょっと押しさえすればいいと思っていたんだ。そのための小道具で……。まさか、あんなに拒きよ絶ぜつされるとは思わなかった」


　それって、どういう意味なんだろう。オレは仁科の言ったことをよく考えてみた。


「えーと……つまり、仁科はオレに『その気』があるって、思ってた？」


「ああ」


　軽くうなずかれて、オレはビックリした。


　もちろん、オレにはそんな気はカケラもなかったからだ。だけど、よく考えてみると、確かにオレは仁科に『大好き』なんて言ってたし、もうすごい勢いで甘えていたよな。


　でも、オレも仁科も男だし、そんなふうに誤解される可能性はまったく考えていなかった。というか、それが普ふ通つうだ。


「俺は貴島亮介という奴やつに嫉しつ妬としていたのかもしれないな。キスされたって聞いて……先を越こされたって思ったんだ。あんな薬、普ふ段だんから用意していたわけじゃない。ただ、前に友人から冗じよう談だんでもらっていて……。本当に魔まが差したんだ」


　オレは懸けん命めいに自分の気持ちを説明する仁科を信じたかった。オレがずっと慕したってきた仁科は、やっぱりひどい奴じゃなかったんだって判って、オレはそれだけでも救われるような気がした。


「うん……。判った。仁科はそんなやな奴じゃないもんな」


　オレがそう言うと、仁科はホッとしたようにちょっと笑った。


「信じてもらってよかった。あんな馬ば鹿かなことで嫌われたままだったら……悔くやんでも悔やみきれなかったよ」


　とはいえ、もうオレと仁科が元の仲に戻もどることはないだろう。仁科がもうオレに何もしないとしても、そういう気持ちがあるのは判っちゃったわけだし。今までみたいに、無防備に仁科の前で酔よったり、同じベッドで眠ねむったりなんて、できるはずもない。


　そして、オレは亮介のことが好きだったから……。


　仁科と今までみたいに付き合うことは、亮介への裏切りってことになってしまう。今、亮介とは微び妙みようなことになってるけど、オレの気持ちはまだ亮介のものだ。


「オレ……今、その貴島亮介と付き合ってるんだよ」


「えっ……」


　仁科は驚おどろいて、身体ごとこっちを向いて、オレの顔を凝ぎよう視しした。


「……付き合ってるって……そういうことか？」


　そういうことっていうのは、つまり、エッチしてるのかってことなのかな。なんにしても、仁科には思いも寄らないことだったんだろう。声がかすれてしまっていた。


「うん。結局、なんとなくそういうことになってしまって……」


　さすがに、あの変な薬のせいで、そういうことになってしまったとは、仁科には言えない。それじゃ、仁科は自分のあのときの行動をもっと悔やんでしまうだろうって思ったからだ。


「そうか……」


　仁科はそう言いながらも、かなりショックを受けていたようだった。


「佳明はそいつのことが好きなのか？」


　オレはその質問になんと答えていいか、ちょっと悩なやんだ。


「オレは……亮介を好きになっていたし、向こうだってオレのことを好きなんだって思ってた。だけど……」


　オレはそこまで言って、言葉を途と切ぎれさせた。


　だって、それ以上、仁科に言うべきことじゃないような気がしたんだ。ただの愚ぐ痴ちじゃないか。しかも、なんか思わせぶりだし。


「ごめん。今の、忘れて」


「そこまで言っておいて、忘れてはないだろう？　最後まで言ってしまえよ」


　確かに、途と中ちゆうでやめられたら、もっと気になるかもな。


「うん……。オレ、だんだん判らなくなってきた。ちゃんと好かれているかどうかも判らないし、オレも本当にあいつのことが好きなのかなって……。考えれば考えるほど判らなくなってくるんだ」


　そんなフラフラした気持ちで付き合ってるんだって思われるのは嫌いやだ。でも、それがオレの今の本当の気持ちだった。


「さっき……コンビニでおまえを見かけたとき、表情が暗かったから、心配だったんだ。俺がいない間に、おまえに何かあったんじゃないかと思って……」


　そうか。仁科はそんなことまで気にしてくれていたんだね。オレなんか、あのときのことを考えたくなくて、仁科のことを意識的に頭の外に追い出していたのに。


　ごめん……。あれだけさんざん甘えていたくせに。


　オレは心の中で謝った。


「佳明……」


　仁科はオレの名を呼ぶと、いきなりオレの手を取った。


「な、何っ？」


　オレの手を仁科は両手で包んだ。そして、オレの目を見ながら真しん剣けんな表情で言ったんだ。


「俺はおまえが好きだ」


　オレは驚いて、言葉が出なかった。


　仁科は……オレを好きなんだ……？


　いや、エッチしたいって思うからには、多少、好かれてるんだろうとは思っていたが、ストレートにそう言われて、オレは仁科の想おもいの深さみたいなものをはっきり意識できたんだ。


「俺は今までちゃんとおまえに本当の気持ちを伝えてなかった。伝えなくても自然と判るんだと思っていたんだ。だけど、そうじゃないんだな」


　確かに、オレは何も判ってなかった。オレが仁科を兄貴みたいに思うのと同じように、オレのことを弟みたいに思ってくれてるって、思い込んでいた。


「俺はおまえのこと、最初、可哀かわい想そうな子供だと思っていた。昔の俺みたいな……親に愛されない子供だから、俺が可愛かわいがってあげなきゃいけないって」


　仁科の親は、仁科が子役時代に稼かせぐ金を湯水のように使っていたという。そして、挙句の果てには多額の借金を作り、一家離り散さんということになってしまい、今でも、家族の行方ゆくえは判らないらしいんだ。


　オレはそれに比べると、ずっと幸せだと思うけど、オレに昔の自分を重ね合わせてしまうのは、なんとなく判わかる気がする。


「だけど、そのうちに、それだけじゃなくなってきた。心底からおまえが可愛くてならない。どんなにワガママを言われても、俺はおまえを大切にしていきたいんだ」


　そんな言葉を前もって聞いていたら、オレは仁科にキスされたとき、もしかしたら受け入れていたかもしれない。もちろん、それは意味のない仮定でしかないわけだけど。


「でも、オレ……」


　オレは亮介のことが……。


　今はもう電話でしか話をしないけど、それでも、まだ思い切れない。オレはまだ亮介との縁えんを切りたくはなかった。


「判っている。だが、おまえの心が揺ゆらいでいるなら、俺にもまだチャンスはあるわけだから。……と言うと、ずいぶんさもしい男みたいだが、もう後こう悔かいはしたくない。少しでもチャンスがあるなら、俺はそれに賭かけたい」


　仁科の熱い告白に、オレは圧あつ倒とうされていた。


　オレはこんなに真剣な仁科を初めて見たし、こんなふうに誰だれかに想いを正面からぶつけられたのも初めてだったんだ。


「オレ……オレ……」


　なんと言ったらいいんだろう。すごく嬉うれしいんだけど、それをどういうふうに伝えていいか、判らなかった。


「今、返事をしなくていい。急には決められないだろうから」


　仁科は熱い目でオレを見つめている。街灯に照らされた髪かみが光って見えて、今まで見てきた仁科より、ずっと格好よく見えてしまった。


　ひょっとしたら……好きだとはっきり言ってくれる仁科と付き合ったら、オレは精神的に楽なんじゃないかな。オレは今のところ仁科には兄貴みたいな気持ちしかないけど、少なくとも、猫ねこ代わりなんて悩まずに済む。


　だけど……ダメだ。


　オレの頭に、亮介の顔が浮うかぶ。亮介はいつも優やさしい目でオレを見て、微ほほ笑えみかけてくれて、頭を撫なでてくれて……。


　ああ、やっぱり猫でしかないのかな。オレは。


　頭の中をいろんな考えが浮かんでは消えて、ぐちゃぐちゃになってしまっている。


「一週間後の今の時間。ここで待っているから」


「えっ……」


　どういう意味だろう。


　仁科は立ち上がり、そして、オレのほうを振ふり返った。


「そのとき、返事を聞かせてくれ」


　そんな……。


　でも、仁科もきっと苦しんでるんだ。オレだけが苦しいんじゃない。亮介だって、きっとオレの態度をいぶかしんで、いろいろ考えているかもしれないし。


　オレはそろそろ亮介とのことを、はっきりさせなければならなかった。


「うん……判った」


　オレはそっとうなずいた。








　オレはいろんなことを考えた。


　仁科と亮介の二人を天てん秤びんにかけるのは失礼だから、仁科のことは置いておいて、とりあえず亮介とのことを考える。


　しかし、なかなか結論は出ないまま、数日が過ぎた。


　朝、オレはボンヤリしながら学校へと向かう。最近、夜中にいろんなことを考えすぎて、かなり寝ね不ぶ足そくなんだ。おまけに眠ねむりが浅かったのか、今日はめずらしく早く目が覚めてしまい、かなり早い時間に学校に着くようだ。


　オレはいつも遅ち刻こくギリギリで駆かけ込んでいて、そのときには周りにも同じような奴やつらがたくさんいたが、早い時間には同じ制服を着たお仲間がほとんどいない。なんとなく損した気分になりながら、のろのろと校門に向かっていくと、ふと近くに一台の車が停とまっているのが見えた。


　何気なくそっちに目を向けたら、車のドアが開いて、うちの学校の生徒が降りようとしている。


　……あれって、芦川じゃないか。


　なんで車で送ってもらってるんだよ。いい身分だよなあ。確か住み込みで働いてるって言ってなかったか。


　だったら、送ってくれてるのは、もしかしてあの弁護士なのかな。


　興味を持ってじろじろ眺ながめていたら、芦川は急にまた車に引き込まれた。


　そうして、オレは見てしまった。芦川が弁護士にキスされているところを。


　あの二人って、そういう関係だったんだ。オレはやっと、パーティーなんかのやり取りで、芦川がやたらと頰ほおを染めていた理由に気づいた。


　なるほど。そうだったか。あいつが時々だるそうにして、体育を休んだりするのも、そういう理由があったのか。


　芦川は車を降りる。走り去る車を見送り、振り返ったところで、オレに気づいてサッと顔を強こわ張ばらせた。キスを見られていたことに気づいたのか。逆に、オレは自分と同じ仲間に出会えて、嬉しくてならない。


「おはよう！」


　大だい丈じよう夫ぶだよっていう意味の笑えみを浮かべてみたんだが、向こうはますます表情を強張らせる。


　考えてみれば、オレは芦川に愛あい想そのいい顔なんか見せたことはなかったんだ。警けい戒かいされても仕方ないかな。


「いや、実はオレも仲間なんだって」


　そう言ったら、芦川は不思議そうな顔をした。


「えっ、仲間って……なんの？」


　そりゃあ、いきなり仲間だって言われても判らないか。


「オレ、実は貴島亮介と付き合ってるんだ」


「……ホントに？」


　芦川は信じられないというふうに言った。


「自分は弁護士とキスしていたくせに、どうしてオレと亮介が付き合ってると、信じられないんだよっ。なんだか判らないけど、失礼な奴だな」


「ご、ごめん。そういう意味じゃなくて……。小沢はそういう感じには見えなかったから」


「一体、どういう感じだと、そういうふうに見えるんだよ。……まあ、オレも現場を目もく撃げきしなかったら、まさか芦川が……って思うもんな。オレだけ特とく殊しゆなのかなって」


「そうそう。そういう意味だよ」


　芦川はオレの意見に同意してくれた。


　今まで、芦川のことはあんまり好きじゃなかったが、こういう共通点があると、なんか親しみが湧わいてきた。


　だって、男と付き合ってる奴なんて、そんなにいないと思うから。しかも、相手はそれなりに有名人だ。


「あ……でも、オレのほうは今、亮介と微び妙みようだから、先はどうなるか判らないな」


「えっ、微妙って？　喧けん嘩かでも……してるのか？」


　芦川は心配そうに尋たずねてきた。


　オレは今まで亮介のことが喋しやべれなかったから、当然、亮介の猫代わり疑ぎ惑わくについて、誰にも話せなかった。


　だけど、芦川にだったら、判ってもらえるかな。オレと似たような立場だし、亮介とも会ったことあるわけだし。


「あのさ。実は……」


　オレは教室へと一いつ緒しよに向かいながら、芦川に猫のことを話してみた。


「猫代わり……か。でも、そんなに悩なやまずに、本人に訊きいてみるほうが早いと思うけど」


「それができないから、こうして苦労してるんだろっ」


「それは判わかるよ。でも、相手の気持ちが判らないのって、すごくつらいし……。オレも最初はいろいろ悩んだよ。瑛一さんは強ごう引いんで、いきなりそういう関係になっちゃってさ。瑛一さんは弟にこだわっていたから、オレのほうは弟の身代わりみたいなものかなって思って……」


　弟なら、まだいい。一応、人間じゃないか。オレなんか猫がライバルなんだ。しかも、あの間ま抜ぬけな顔の猫だと思うと、情けなさが倍増だ。


「まあ、芦川も苦労してきたんだな。けど、今はラブラブっぽいし」


「うん。だから、小沢も自分の気持ちをストレートに打ち明ければいいんだ。そしたら、貴島さんもきっと心を開いて、本当のことを言ってくれると思う」


　それは芦川の経験上の話だよな。そんなふうに上手うまく行くかどうかって、実際ぶつかってみないと判らないわけだし、そこは不安なところだ。


　結局、オレはただ怖こわがっているだけなんだ。一度、居い心ごこ地ちのいい場所を手に入れたから、離はなしたくないんだ。


　そうして、向こうから縁えんを切られるくらいなら、こっちから切ってやるって……。


「オレ、自分の気持ちもよく判らないんだよ……。ホントに亮介のこと、好きなのかな。ただ構ってくれるから好きなんだったら、猫ねこ代わりで文句を言うのは筋すじ違ちがいだ」


「それは……もう自分で判断するしかないしね。けど、相手がどう思ってるのか、気になって仕方ないなら、好きなんじゃないかなあ」


　そうだな。そこのところの判断は誰だれにもできない。でも、かれこれ三週間近く、このことで悩んでても、まったく解決がつかないんだ。


　オレは思わず溜ため息いきをついた。


「元気出せよ。オレ、応おう援えんしてるから！」


　芦川に肩かたを叩たたかれて、オレはちょっと笑った。


　なんだ。けっこういい奴じゃないか。オレ、ずっとあからさまに嫌きらっていて、反発ばかりしていたのに、応援してくれるなんてさ。


　芦川のほうも、オレを仲間だと認識してくれてるのかな。


　教室に入り、それぞれ鞄かばんを置く。芦川とは席が近いから、この際だし、オレはずっと気になっていたことを訊いてみる。


「芦川はさ、どうしてオレのこと、いつも注意してたんだ？　遅刻するなとか、掃そう除じしろとか、サボるなとか……」


「だって、小沢が構ってほしそうな顔をしてたから」


「オレ……そんな顔してた？」


　自分では気づかなかった。仁科や亮介の前でならともかく、学校でそんな顔をしていた覚えはないんだけど。


「というか、オレが構いたくなるのかな。うちにも厄やつ介かいな人がいるから、小沢を構うのがひょっとしたらストレス解消だったのかも」


　厄介な人って、あの弁護士のことだよな。車の中とはいえ、校門の前でキスなんかする奴だから、確かに厄介そうだ。


　オレはなんとなく芦川に同情してしまった。








　仁科との約束の日が来た。


　オレは迷いながらも約束の時間に公園に向かった。


　仁科は先にベンチに座っていたが、オレがやってきたのを見て、腰こしを上げた。街灯の当たる位置で、仁科はまるで舞ぶ台たいでスポットライトを浴びた俳優みたいに格好よかった。


「……来てくれたか」


　その一言に、オレは仁科が自信満々で待っていたわけではないことに気がついた。


　こんなに格好いいのにさ。なんでオレなんかを好きなんだろう。男にしろ、女にしろ、オレよりもっといい相手がいるだろう。仁科にふさわしい相手が。


　それでも、オレがいいって言うのは、すごく不思議だし、そこが恋れん愛あいってものかもしれないって思った。


　オレは神しん妙みような顔で仁科に近づく。


　仁科はオレの表情を見て、少し笑った。


「なんだよ、その顔。佳明らしくない。おまえはもっとワガママでいいんだよ」


「こんなときにワガママになれないよ……。いくらオレだってさ」


　仁科はオレの頭を大きな手でぐりぐりと撫なで回した。


「……で、一応、返事を聞いておくか」


「うん……。オレ、亮介とのことはまだ悩んでいる。だけど、やっぱり仁科とは付き合えない」


「そうか……」


　仁科は淋さびしそうな微ほほ笑えみを浮うかべて、オレを見つめていた。


「やっぱり俺じゃダメか」


「ダメじゃないけど、やっぱり仁科のことは兄貴にしか思えないし。それに……オレは仁科を滑すべり止め扱あつかいしたくない。仁科はこんなに格好いいのにさ」


「格好いいか？　俺は自分でも情けない奴やつだって思うぞ」


　オレはこの間、ここで仁科がしてくれたように、仁科の手を取り、両手で包んでみた。仁科の手は大きすぎて、オレの手じゃ包みきれなかったけど。


「仁科は情けなくなんかない。オレはやっぱり仁科のこと、尊敬してるし、仁科みたいな男になりたいって、今でも思ってる」


　オレはもしかしたら残ざん酷こくなことを言ってるのかなって思う。どんなふうに言葉を変えてみても、オレは仁科を振ふってるわけだし。


　でも、恋こい人びとにはなれなくても、仁科への気持ちは変わらないってことは、どうしても言いたかった。


「うん……。ありがとう。俺はもっとおまえに尊敬されるような男になるよ」


　仁科は笑って答えてくれた。そうして、もう片方の手を添そえて、オレの手を握にぎり返してくれる。


　一時は、あんな変な薬を使ったとか、無理やりキスされたとか、オレは仁科に対して被ひ害がい者しや意識ばかり持っていた。


　だけど、今はすごく穏おだやかな気持ちでいる。それから、亮介とは違ちがう意味で、オレは仁科も好きだったんだなって、改めて思った。


　ホントにオレ、誤解したままでなくて、よかった……。


　ふと、オレは亮介とも、こんな穏やかな気持ちで向き合いたいと思った。そう思うと、たまらなく会いたくなってくる。


　でも……。


　会えば、ただ嬉うれしいだけではいられない自分を思うと、決心がつかない。


「なあ、佳明」


　仁科は改まって話しかけてくる。


「俺はさ、おまえのいろいろ悩みを聞いてやっていたよな」


「うん……そうだね。仁科はいつも上手い解決方法をくれてたよね」


　オレは懐なつかしくそのことを思い出した。


「だから、おまえとこんなふうに話すのは最後かもしれないし、ちゃんと今の悩みも解決してやりたいと思う」


「え……だって」


　オレの今の悩みって、亮介に関することなのに。


「おまえ、貴島亮介の気持ちが判らないって言ってたな。それから、自分の気持ちもって」


「うん……そうだよ」


「おまえは逃にげてるんだよ。怖い怖いって、子供みたいに逃げ回ってばかりいて、ぶつかっていかないから、いつまでも解決できないんだ」


「そんなの、判ってるよっ」


　オレは思わずカッとなって言い返していた。確かに仁科の言うとおりだが、子供みたいにと言われたことに腹が立ったんだ。


「本当に判ってるのか？　判ってるなら、逃げなきゃいいだけの話だろ」


「あ……」


　確かにそうだ。オレは逃げ回ってばかりいることを、最初から承知しているようで、本当は判ってなかったんだ。


「でも……オレ……」


「そりゃあ、相手の気持ちを確かめるのは誰だって怖い。俺だって、そうだった」


　オレは目を上げて、仁科の男らしい顔を見つめた。


「仁科も怖かった？」


「ああ。おまえのこと、ずっと好きだったんだ。振られてしまったら最後だから、怖いに決まっている」


　誰でも怖いのに、オレは自分だけ特別に怖いと思い込んでいた。親に愛されない可哀かわい想そうな子だって、自分で思っていて……。だから、一歩も踏ふみ出せなかったんだ。


　オレは……今まで待ってばかりいた。誰だれかに構ってもらいたい、甘えたい、可愛かわいがられたい。そんなことばかり思っていて、自分から誰かに働きかけることを忘れていたんだ。


「判った……。仁科、オレ、亮介に会って、自分の迷ってることも全部打ち明ける。どうなるか判らないけど……言ってしまえば、解決の糸口が見えるんだよな？」


　仁科は大きくうなずいた。


「ありがとう、仁科。オレ……」


　仁科のことを傷つけたのに。


「いいんだ。最後に、おまえのいい兄貴でいさせてくれて……ありがとう」


　同じ街に住んでるから、きっとたまに顔を合わせることはあるだろう。だけど、こんな形で仁科と会うことは、もうないはずだ。


　亮介との関係がどんなふうになるにせよ、オレは仁科を滑り止めなんかにはしないんだから。


　仁科はもっと幸せになるべきなんだよ。


「じゃ……」


　オレは手を離はなした。


　思えば、オレは仁科にいろいろワガママを言って、甘えてばかりいた。仁科の気持ちを知ろうともせずに。


「ああ。元気でな」


　オレはうなずいた。


　そして、今までありがとうって、心の中で思ったんだ。








　翌日、オレはバイトを休んだ。


　いきなり休まれちゃ困るって、さんざん嫌いや味みを言われたけど、どうしても緊きん急きゆうの用ができたんだって頼たのみ込んで、休ませてもらった。


　そして、学校帰りに亮介のオフィスへと向かう。


　マンションに行けばいいのかもしれなかったけど、オレは呑のん気きに亮介の帰りを待ってる気持ちじゃなかったんだ。


　とにかく、オレは亮介に会いたい。


　悩なやんでいた間、その気持ちを我が慢まんしてたから、今、会いたくて会いたくて仕方なかった。


　電話をかけるべきか……とも思ったけど、この頃ごろ、亮介はよそよそしくなっていた。ずっとオレのほうが避さけてきたんだから仕方ないとも思うが、今、電話してみて、会いたくないなんて突つっぱねられたら、もう本当に会えなくなるから……。


　オレはエレベーターがあるホールへ向かおうとした。すると、一階のブティックのドアが開き、誰かがちょうど出てきたんだ。


　亮介だ……。


　胸が高鳴る。オレは声をかけようとして、凍こおりついた。


　亮介はどこかで見たような綺き麗れいな女の人の肩かたを抱だいていたからだ。まるで、大事な人をエスコートするような仕草で。


　女の人は笑いながら亮介に何か話しかける。亮介も微ほほ笑えんでいて、オレはすごくお似合いだって思った。


　そうか……。この人、あの猫ねこビデオで猫を抱いていた人だよ。昔の恋人なのかなって思ったけど、また復活したのかもしれない。


　もう、逃げてばかりのオレなんか嫌いやになって……。


　オレはその場を立ち去ろうとしたんだけど、足が動かなかった。全身が凍りついたみたいになって、動けなくなっていたんだ。


　そのうちに、亮介の目がオレを捕とらえた。


　亮介の目がスッと細められて、厳しい目つきになる。


　オレ……やっぱり嫌きらわれたんだな。


　すごく悲しいけど、それは仕方のないことだ。ちゃんと向き合わなかったオレが一番いけないんだから。


　亮介は女の人に何か言うと、こちらに近づいてきた。


「佳明……」


　こんな怖こわい顔の亮介は嫌だ！


　オレは逃げ出そうと、一歩踏み出したが、亮介に手をつかまれる。


「逃げるつもり？　もう逃がさないよ」


「あ……」


　どうしよう。どうやら、オレは嫌われただけじゃないみたいだ。どう見たって、亮介は怒おこっている顔をしている。


「どうしたの、その子？」


　女の人が亮介に尋たずねた。


「僕の猫だよ」


「あら……そうなの！」


　女の人は驚おどろいたように目を丸くしていたけど、それだけだった。『僕の猫』という言葉を聞いて、不思議に思わないんだろうか。


　でも、この人も亮介の猫好き発言はたくさん聞いているだろうし、あんまり気にしないのかもしれない。


「僕は猫を連れて帰るから、食事はまた今度でいいかな？」


「いいわよ。その代わり、次はちゃんと約束守ってね」


「もちろん」


　亮介はオレの腕うでをつかんだまま、女の人の頰ほおにキスをした。


　胸が刃は物もので刺さされたみたいに痛む。


　オレ……ホントに振ふられちゃったんだ……。


　立っていられないほどの衝しよう撃げきを受けたが、オレは亮介の手で拘こう束そくされていたから、その場にへたり込むことも許されなかった。


「おいで。マンションに行こう」


　亮介は冷たくそう言うと、オレを駐ちゆう車しや場じようへと連れていったんだ。








　久しぶりに亮介のマンションに来た。


　懐なつかしい……というほど長い期間ではなかったが、それでも、オレはここで過ごしたいろんなことを思い出してしまった。


　オレは無理やりここに連れてこられてしまったけど、本当はもう来なくてもよかったんじゃないかな。亮介には綺麗な恋こい人びとがいて……もう、それでいいじゃないか。


　それとも、恋人の他ほかに猫を必要としてるのかな。でも、亮介は怒っている顔をしているし、だったら、オレなんかいらないのかもしれない。


　車の中でだって、亮介は一言も喋しやべらなかった。優やさしい微笑みも、何もかも、オレのためにはもう向けられない。その事実がオレを打ちのめしていた。


「座りなさい」


　亮介に言われて、オレはソファに腰こしを下ろした。


　オレはここで初めて亮介に抱かれた。亮介の猫になるって言ったのも、ここでだ。そして、今日、オレは亮介に何を言われるんだろう。


　亮介はオレの隣となりに腰かける。だけど、肩を抱くでもなく、その代わりに腕うで組ぐみをした。


「……ずっと変だと思っていたんだ。急にバイトをすると言い出して……電話でも君は素っ気なかった。いくら会おうと言っても、会ってくれなくて……。僕は君に嫌われたんだと思っていた」


　胸がズキズキ痛む。


　嫌いなんかじゃない。でも、今、それを言って、なんになるだろう。


　オレは亮介に会うまで、自分の気持ちを正直に話そうと思っていた。どんな細かいことも余さずに話して、亮介に判わかってもらいたかった。


　だけど、今はもうそんな気にはなれない。


　亮介と似合いの女の人……。オレの前なのに頰にキスをしていた。それだけで、亮介の気持ちが判るじゃないか。


　オレはもう用済みなんだよ。


　馬ば鹿かみたいだ、オレ……。こんなふうに胸にぽっかり穴が空いたような気持ちになるなら、何な故ぜもっと早く亮介に会おうとしなかったんだ。自分の気持ちや亮介の気持ちが判らないなんて言ってないでさ。


　そうだ。いっそ猫の代わりでもよかったじゃないか。


　こんな気持ちになるくらいなら。


　猫の名前で呼ばれたほうが何千倍もマシだった。


「君は僕に何か釈しやく明めいすることはないの？」


　オレは黙だまって首を横に振った。


　今いま更さら、何を言えるだろう。猫のことなんか、もう関係ないじゃないか。


「じゃあ、認めるんだね？　西園寺のこと」


「えっ、西園寺……って誰だれ？」


　オレは顔を上げて、亮介のほうを向いた。


　いきなり知らない人の名前を出されて、ビックリしたんだ。


「しらばっくれるつもりなんだ？　無む駄だだよ。今日、西園寺に君の話を聞いたんだからね。君達がそんな関係だったなんて、気づきもしなかった」


　オレはポカンとして口を開けた。


「あ、あの……だから、西園寺って誰のこと？」


　亮介はムッとしたように唇くちびるを引き結んだ。


　そして、いきなり立ち上がると、亮介はオレを無理やり抱き上げた。


「何するんだよっ」


「黙れ！」


　強い調子で言われて、オレは亮介の腕の中でもがくのをやめた。それくらい、衝撃的だったんだ。亮介はいつだって優しくて、オレに声を荒らげたことは一回だってなかったのに。


　オレはベッドルームに連れていかれて、ベッドに投げ出すように下ろされた。


　何をするんだって言いたかったけど、オレは怖くてもう何も言えない。ただ、亮介が乱暴にオレのブレザーやネクタイを取り去るのを見ていただけだった。


　亮介はどうしてここまで怒っているんだろう。それから、西園寺って誰なのか。


　オレには判らなかった。


　亮介はオレが身につけているものすべてを次々に剝はぎ取っていく。


「い……嫌だ……」


　蚊かの鳴くような声を出したものの、亮介は完全に無視している。オレを裸はだかにした後、自分も上着を脱ぬぎ、オレに覆おおいかぶさってくる。


　怖い顔だ……。


　オレは思わず顔を背そむけた。だが、無理やり顎あごをつかまれ、引き戻もどされる。


「君は僕の猫ねこになるって言ったくせに」


「だ、だって……」


　亮介はもう綺き麗れいな恋人がいるじゃないか。


　そう言おうとしたのに、オレは唇を重ねられ、塞ふさがれてしまった。


　そんな……。


　オレはなんのために、こんなことをされてるんだろう。こんなキスなんか、なんの意味もないじゃないか。


　オレのことなんか、必要じゃないくせに！


　乱暴なキスで、オレは口の中をかき回された。こんなこと、前は一度もされなかった。亮介はただただすごく優しかったんだ。


　悲しくて涙なみだが出てくる。


　どうして、こんなことになったんだろう。オレが猫の代わりにされていても、我が慢まんしていればよかったのかな。


「泣いたって、許してあげない」


　どういうことだよ。亮介が許すも許さないもないじゃないか。


「あっ……」


　亮介の指がオレの乳ち首くびを押しつぶすように刺し激げきしていく。


「痛い……っ」


「そうかな。君はこういうのもわりと好きなんじゃないか？」


「そんな……」


　痛いって言ってるのに。亮介はオレに怒いかりをぶつけないと済まないみたいだった。


　でも……そんなにオレが悪いのかな。そりゃあ、逃にげてしまって会わなかったのは悪かったけど、亮介だって、さっさと恋人を作ったじゃないか。


　亮介は乳首に口をつけた。キスというより、吸ったんだ。ツキッと痛みを感じて、身体からだを震ふるわせる。


「やっぱり君は乱暴にしたって感じるんだね」


　なんだか馬鹿にされたような気がした。オレは確かに亮介にいろんなことをされて、そのたびに喘あえいでいて、感じまくっていたけど、何をされても感じるなんて思われていたなんて……。


　オレは亮介の何？


　もう、オレなんかいらないんじゃないの？　だったら、どうしてまだオレにこんなことしてるんだよっ。


　恋こい人びとが可哀かわい想そうじゃないか……。


　でも、恋人になれなかった猫並みのオレはもっと可哀想だ。挙句の果てに、こんな乱暴なことをされてさ。


「嫌いやだ……こんなの」


「じゃあ、何がいいの？　僕より西園寺のほうがよかったわけだ？」


「だから……西園寺って……」


「うるさい！」


　亮介はイライラしたようにオレの言葉を遮さえぎると、オレの腰を押さえて、一番感じる場所を舐なめた。


「あっ……」


　股こ間かんを舐められれば、嫌でも反応してしまう。もちろん本当に嫌なら反応なんてしないんだろうが、相手は亮介なんだ。乱暴にされていても、やっぱりまだ好きだから、つい反応してしまうんだ。


　亮介は続けざまにそこにキスしていく。


　たちまち、その部分は硬かたくなっていった。


「嫌なのに、感じるんだ？」


　こんな冷たいことを言われても、オレはまだ亮介のことが好きなのかな。


　判らない……。


　でも、ひどいことを言われても、憎にくくはないんだ。嫌きらいだとも思わない。ただ……悲しいだけで。


　オレは亮介に優やさしくされたい。撫なでてもらいたい。それだけでもいいんだ。


　こんなのは……嫌だ。


「また泣くんだね？　泣いたって同じだ。君の身体は反応しているんだから、本当は嫌じゃないんだろう？」


　胸をえぐるような言葉を投げつけられる。


　泣いたって同じかもしれないけど、涙は勝手に出てくるんだ。仕方ないじゃないか。


　亮介はオレの硬くなったものを口に含ふくんだ。


　オレのこと嫌いなら、こんなことしないでほしいのに。刺激されれば感じる。身体と心が引き裂さかれるような気持ちがした。


　そうして、気持ちとは逆に身体は次し第だいに熱くなってくる。イク寸前で唇を離はなされて、オレはもどかしさに腰こしを揺ゆらした。


「君は誰にでもそんなふうに腰を振ふるの？」


「そんなこと……」


「判ってる。君は噓うそつきなんだ」


　なんで噓をついてるってことになるのか、よく判わからない。


　でも……もう、どうだっていいよ。亮介がそう思いたければ思えばいいんだ。どうせ、オレなんか、ただの気まぐれで可愛かわいがっただけの猫なんだ。


　だから、家出をしてしまった猫には、こんなに冷たい仕打ちをするんだよ。


　亮介はオレの両足を折り曲げるようにして、胸まで引き上げた。すると、恥はずかしい部分が亮介の目に晒さらされてしまう。


「こんなに可愛いのに……」


　亮介は隠かくされていた部分に指を這はわせる。


「あ……ん……っ」


　触ふれられただけで、オレは喘ぎ声を洩もらしてしまった。こんな屈くつ辱じよくを受けているのに、オレの馬ば鹿か。


　亮介はそこに舌を這わせた。


　もう抵てい抗こうなんかできない。オレは身体の流れに身を任せることに決めた。


　だって、いくら嫌だと言っても聞いてくれないんだ。だったら、冷たいことを言われても、身体だけで楽しむことにする。


　そうすれば……オレだって楽じゃないか。


　本当はそんなの嫌だけど。


　オレは亮介にこんな仕打ちなんかされたくなかった。たとえオレが悪かったのだとしても。


　充じゆう分ぶんに濡ぬらされた部分に、指が入ってくる。


　久しぶりの感覚に、思わずオレは指を締しめつけてしまった。


「そんなに……これがいい？」


　オレはヤケクソでうなずいた。


「君、インランになったんじゃない？　僕と付き合っていた頃ころよりずっと……」


　インランも何も久しぶりなんだから、仕方ない。どんなにブレーキをかけようとしても、止まらない。オレの身体は一気に突つっ走ろうとしていた。


　指を動かされると、腰が一いつ緒しよに揺れる。


　オレは亮介の意地悪も耳に入らなくなってきた。


　身体が熱くてたまらない。頭もボンヤリしてしまって、何も考えることができなくなっていた。


「早く……っ」


　オレは腰を振って、催さい促そくをしていた。


　指だけじゃ物足りない。オレは亮介が欲しかった。


　亮介は指を引き抜ぬくと、オレに挿そう入にゆうしてきた。


「ああ……っ」


　オレは快感に打ち震えた。


　だって、今のオレの拠よりどころはこれだけだ。亮介の優しさも失ってしまった今、これだけしかオレには頼たよるものがなかったからだ。


　もっと快感が強くなればいい。そうしたら、何も考えずに済む。亮介の冷たい言葉も聞かずに済む。


　だから、もっと激しくして。


　もっと……もっと！


　オレは亮介にしがみついた。


　嫌がられるかと思ったのに、亮介はしっかり抱だき返してくれる。


　幸せだ……。


　こんな状じよう況きようなのに、オレはそう思った。


　オレにとって、これが一番の幸せだったんだ。猫ねこだのなんだのって、どうでもいいことだ。オレがしがみついて、亮介が抱きしめてくれる。それだけでよかったんだ。


　オレの胸の中に広がるのは、ただ亮介と抱き合っていたいという欲求。


　そして、オレは……少なくともオレは亮介のことが好きでたまらないんだという気持ち。


　手放したくない幸せなら、オレは最初から猫で我が慢まんしておけばよかった。亮介の可愛い猫でいれば、亮介を失わずに済んだのに。


　唇くちびるが塞ふさがれる。


　さっきのキスとは違ちがう、情熱的なキスだった。


　このまま時間が止まればいい。オレは永遠に亮介と抱き合っていたかった。








　お互たがい達した後、オレと亮介はしばらくの間、身体からだを重ねたままだった。


　亮介の鼓こ動どうが肌はだで感じられて、オレはずっとこのままでいたいって思っていた。けれども、亮介は溜ため息いきをつくと、身体を離したんだ。


　仕方ない。


　それは判ってる。


　だけど、どうしようもない悲しみがオレの胸を突き刺さした。


「……すまなかった。乱暴なことをして」


　亮介はオレに謝ってくれたけど、もうオレの目をまともに見ようとはしてくれない。身体を綺き麗れいに拭ふいてくれて、オレの散らばっていた衣服を拾い、渡わたしてくれた。


　オレはのろのろと服を身につける。


　服を着てしまったら、たぶんオレはもう帰らなくてはならない。そうして、これが亮介と会う最後かもしれないと思ったら……。


　涙なみだが出てきて、止まらなくなる。


　オレは……亮介と離れたくない。


　どうしてオレは亮介から離れようとしていたんだろう。そんなこと、オレには耐たえられない。亮介から離れてしまったら、オレは……。


「佳明……」


　亮介は困ったようにオレの髪かみに触れた。


　その瞬しゆん間かん、オレはもう我慢できなくなって、亮介の胸に飛び込んでいく。そうして、しっかりと背中に手を回した。


「オレ……オレッ、亮介の猫でいたい。……本当は猫じゃ嫌いやだと思っていたけど、それでもいい。なんでも言うこと聞く。猫みたいに大人しくしてる。亮介に……恋こい人びとがいても我慢するから……だからっ……」


　自分でもなんてワガママなことを言ってるんだろうと思う。


　最初に離れたのはオレのほうだし、恋人がいても我慢するなんて言ったって、その恋人が可哀かわい想そうだ。それに、亮介だって、きっと迷めい惑わくに違いない。


　オレなんか……もういらないんだから。


「だって、君は西園寺を選んだんだろう？」


　亮介はまだオレの知らない人の名前を出す。なんで、オレがその西園寺って人を選んだって思ってるんだろう。


「オレ、本当にそんな人、知らない」


「知らないはずはないだろう？　西園寺瑛一だよ？」


　西園寺瑛一……って、そういえば、どこかで聞いたような名前だな。あれ、どこでだったっけ。


「あいつが僕の会社に来て、言ったんだ。佳明君って可愛いねって、さんざん褒ほめて……。挙句に僕にはもったいないと言った。それは事実上のライバル宣言だろう？　君が僕を避さけていたのは、そんな理由だったのかと思ったら……」


「あっ、西園寺って、あの弁護士だ！　芦川と付き合ってる奴やつ！」


　オレはやっと思い出して、顔を上げた。


「そういえば、西園寺には恋人がいたね。君の友達だったじゃないか。それなのに、君は友達の恋人を奪うばったのか？」


「オレはその西園寺って人とは、パーティーで挨あい拶さつしかしたことないんだけど。なんで、そんな話になってるのか、よく判わからない……」


　亮介は眉まゆをひそめて、探さぐるような瞳ひとみでオレを見つめる。


「……本当に君は知らないの？　今いま更さら、僕に噓うそをついても意味がないよ？」


「だから、何度も知らないって言ってるじゃないか。オレは人の恋人を取ったりしないよ。仁科に偶ぐう然ぜん会って口説かれても、断ったくらいなのに」


「えっ……でも、じゃあ、どうして西園寺は君のことを褒めてたんだろう」


　オレのほうが訊ききたいくらいだ。こっちは西園寺なんて名前すら忘れていたのにさ。


「さあ。芦川にでも聞いたのかな。オレ、亮介のことで芦川に相談したから」


「ああ……だから、あいつは僕の表情が変わるのを見て、ニヤニヤ笑っていたのか。そういえば、昔から、あいつにはそういうところがあったよ。人をからかったりするのが大好きなんだ」


　オレはガックリ来た。


　そんなどうしようもないことで、オレは亮介に冷たい目で見られて、乱暴なことをされ、傷つくような言葉を言われていたのかと思うと。


「ごめん……。僕は頭に血が昇のぼり過ぎていた。君はずっとよそよそしかったから、ずっと悩なやんでいたんだよ。だから、てっきり……」


　でも、亮介にはもう新しい恋人がいるじゃないか。


　そう思ったら、また胸がズキンと痛んで、涙が出そうになる。


「だったら、オレ、時々はここに来てもいい？　恋人の邪じや魔まにならないようにするから。ずっと大人しくしてるから……」


「恋人って？　今も僕の恋人は君だけなんだけど？」


「えっ……」


　オレはまばたきをして、亮介の顔をまじまじと見つめた。


　亮介はふっと微ほほ笑えんだ。


「君も何か誤解していたようだね。どうして君の他ほかに恋人がいるって思ったの？」


「だって……今日、店から出てきた女の人は……」


　亮介はいきなり大声で笑い出してしまった。


　えっ、えっ？　そんなに爆ばく笑しようされるようなことだったかな。いかにも恋人ってふうの親しげな態度だったし、頰ほおにキスまでしたじゃないか。


「君は貴島江利子の顔を知らないんだ？」


「貴島江利子って……お母さん？　でも、あの人、すごく若かったのに……」


　亮介のお母さんなんだから、もう五十歳は過ぎているはず。だけど、亮介よりちょっと年上くらいにしか見えなかった。


「若いよ。見かけはね。あの若作りの美び貌ぼうが自社のエステや化け粧しよう品ひんの宣伝になってるくらいだ」


　あ……そういうことか。


　母親の頰にキスする息むす子こっていうのも、自分に置き換かえてみると信じられないが、あの綺麗なお母さんなら、それも自然かなって思う。亮介はしばらくフランスにいたんだし、そう思えば、それらしい挨拶だ。


　そうか。貴島江利子の挨拶を耳では聞いていたけど、ロクに顔なんか見てなかったんだ。あのとき、ちゃんと見てれば、こんな変な誤解はせずに済んだのに。


　亮介は笑え顔がおでコツンとオレの額に自分の額を合わせる。


「それで……君は僕のことで何を悩んでいたんだ？　正直に話してごらん」


　そうだ。そもそも、オレはそれを話すために、ここに来たんだ。誤解から妙みようなことになっていたが、オレはここで言いたいことを全部言ってしまわなくてはならなかった。


　とはいえ、なんだか緊きん張ちようする。オレは思わず亮介の手を握にぎってしまった。すると、亮介はオレの手を握り返してくれる。


　オレはそれで元気づけられて、口を開いた。


「あの……亮介の気持ちとか、自分の気持ちとかが判らなくなってしまって……。亮介はオレを本当に猫ねこ代わりにしか思ってないのかって」


「そんな馬ば鹿かなことを……。いくら僕が猫好きで、君のことを猫みたいだと思っても、実際、君は人間なんだから。猫と人間の区別くらいついてるよ。なんで、そんなこと、もっと早く言ってくれなかったんだ？」


　オレはあっさりと否定されて、目を伏ふせる。


　そりゃあ、確かにそうなんだけど……さ。


「だって、オレの首に猫みたいなリボンを巻いたし……それから、オレを猫の名前で呼んだし、亮介は本当にオレを猫だと思ってるのかもしれないって思ったら、問い質ただすのが怖こわかったんだ。もし、そうだったら嫌だ。オレは亮介と……離はなれたくなんかない」


「間ま違ちがえて名前を呼んだのは悪かった。けど、いくらなんでも……僕は猫にあんなことをさせるようなヘンタイじゃないよ」


　あんなことっていうのは、オレが亮介のものを舐なめていたことだ。


「判ってる……判ってるけど……。なんだかすごく混乱してしまって。亮介は捨て猫を可愛かわいがるように、オレを可愛がってただけなのかなとか、オレは亮介を好きなつもりで、本当はただ可愛がってほしかっただけなのかとか……もういろいろ考えてしまったんだ」


　亮介はオレをそっと抱だきしめた。


「さっき、猫じゃ嫌だと思っていたけどそれでもいいって君は言ったよね？」


　オレは小さくうなずいた。


「嫌だけど……亮介にとって、オレがそれだけの価値しかないなら、それでもいいって思った。亮介と離れるくらいなら……。冷たくされても、一いつ緒しよにいたい。恋人がいても、小さくなって我が慢まんするから……」


「佳明……！」


　オレはいきなりギュッと抱きしめられた。


　胸がキュンとなってくる。こんなふうにきつく抱きしめられると、もう何もかもどうでもよくなってくる。


　オレはこんなに亮介のことが好きだったんだ……。


「ごめん。僕の言動が君をそこまで傷つけていたなんて」


　亮介はオレの身体からだを離し、そして、オレの頰を両手で包んだ。


　こんなに近くに、亮介の顔がある。今更なんだけど、オレは妙にドキドキして、亮介の優やさしい目を見つめた。


「はっきり言おう。僕の恋こい人びとは猫なんかじゃない。君なんだよ」


「ほ……本当に？　噓じゃない？」


　ここまではっきり言われて、こんなふうに尋たずねるオレは馬鹿かもしれない。だけど、本当に信じられないくらい、オレは嬉うれしかったんだ。


　亮介はオレの目の前で艶あでやかに微笑んだ。


「……好きだよ、佳明」


　そう言うと、亮介は静かに唇くちびるを重ねた。


　胸いっぱいに喜びが広がる。オレは夢中で亮介の舌に自分の舌を絡からめた。


　もう……絶対に離れない。


　オレは亮介が大好きなんだから。


　亮介は唇を離すと、オレをもう一度、抱きしめた。オレも亮介の背中に手を回し、抱き返す。


「オレも好き……。亮介が好き……」


「うん。ありがとう」


　亮介とオレはしばらくそうして抱き合っていたが、やがてベッドへと自然に横になった。


「もう一度、君をちゃんと抱きたい。恋人として。……いい？」


　オレは幸せいっぱいの気持ちでうなずいた。


　もう、今はなんだってしてもらいたい。なんでもしてあげたい。そんな気分なんだ。


　亮介はオレの羽織っただけのシャツを左右に開き、優しく唇をオレの胸に押しつける。一いつ瞬しゆん、さっきのエッチのことを思い出して、身体を硬かたくしたが、もう亮介はあんな乱暴なことしないだろう。


　まるで、さっきのお詫わびみたいに、乳ち首くびを舌で転がしてくれる。


「あっ……あん……」


　緊張が解け、オレの口からは甘い喘あえぎが洩もれた。


　もういいんだ。亮介はオレに冷たい言葉を投げつけたりしないんだから。


　それから、亮介はズボンと下着も脱ぬがせ、ほぼ裸はだかにすると、オレの身体にたくさんの優しいキスをした。だけど、その優しさが、オレにはだんだんもどかしく思えてくる。


　刺し激げきとしては中ちゆう途と半はん端ぱだからだ。


　オレは催さい促そくするように、腰こしを揺ゆらした。


「……腰にキスしてほしい？」


　亮介はオレの腰を優しい手つきで撫なでた。


「こ、腰じゃなくて……さ」


「じゃあ、どこ？　君が好きなところは？」


　判わかってるくせに。


　オレはさっきとは違う意味で意地悪を言う亮介をちょっと恨うらめしげな目つきで見てしまった。すると、亮介はオレのそんな顔を見て、微笑むんだ。


「そういう表情が猫みたいなんだよ。……ああ、もちろん佳明は猫っぽいけど、猫じゃない。僕には猫のこんなところを撫でる趣味はないから」


　亮介はオレの勃たち上がっている先せん端たんを指で撫でた。


「あ……っ」


「いい声だね。じゃあ、もっといい声が出せるようにしてあげようか」


　亮介は先端を舐め始める。いや、先端だけじゃなくて、そこ全部をまるで亮介が猫になったみたいに舐めているんだ。


「あ……あん……ぁっ」


　喘ぎ声と共に、腰が勝手に揺れる。


　気持ちよくて、たまらない。


　やがて、亮介はオレのその部分を口に含ふくんだ。そうして、口の中で転がすみたいに舌で丁てい寧ねいに愛あい撫ぶする。


「やぁ……あ……」


　もちろん嫌いやじゃない。嫌じゃないけど、あんまり気持ちよすぎて、そんな声を出してしまった。


　亮介は揺れるオレの腰や太ふと腿ももを撫で、その奥のほうにある部分に指を這はわせた。


　そして、口で刺激しながら、オレの中へと指を挿そう入にゆうする。


　身体の内と外を同時に刺激されて、オレは我慢できずに、亮介の指を締しめつけながらイッてしまった。


「ご……ごめんなさい……っ」


　口の中で出すつもりじゃなかった。もっと我慢できるつもりだったのに、身体のほうがどうしても言うことを聞かなかったんだ。


「いいんだよ。気持ちよかった？」


　優しく尋ねられて、オレは赤面する。


　やっぱり、オレは亮介のこんな顔や声にすごく弱い。優しくされると、もうそれだけで、メロメロになってしまいそうなんだ。


　やっぱり、ちゃんと言いたいことを言ってよかった。何も言わないままだったら、オレはこんな幸せを味わえなかったと思う。


　亮介はオレの中からそっと指を引き抜ぬいた。


　そうして、自分のシャツのボタンを外し始めた。


「あ……」


　亮介はオレの目の前で服を脱いでいく。風ふ呂ろに入るとき以外、亮介はあまり脱がない人だから、オレは目を瞠みはり、それを眺ながめてしまった。


　引き締まった大人の身体をした亮介は、じっと眺めているオレの目を見て、ふっと微ほほ笑えむ。


　い、色っぽい……。


　整った顔立ちというだけじゃなく、亮介の顔には元々、ある種の色気があったが、今はそれが倍増したような威い力りよくがあった。


　こんな目で微笑まれたら、誰だれだって亮介に夢中になっちゃうよ。


　亮介はオレの両足を抱かかえ上げると、中へと入ってきた。


「ああっ……」


　さっきエッチされたばかりだからか、スムーズにオレは亮介を受け入れる。


「すごく締めつけてるよ」


「だ、だって……嬉しいから」


「僕に抱だかれると嬉しい？」


　亮介は腰を揺らした。すると、身体の奥から快感が湧わき起こる。


「身体だけじゃなくて……。亮介がオレのことを好きだって言ってくれたから」


　さっきみたいに乱暴なエッチだって、オレの身体は感じていた。だけど、身体さえ感じればいいってものじゃないだろう。


　亮介がオレを好きでいてくれるって判って、こんなに優しい笑顔を見せてくれて……。


　だから、すごく嬉しくて、何をされても気持ちいいんだって思う。


「うん。佳明のこと、大好きだよ」


　そう言われて、胸がドキンと高鳴る。


　亮介はまた笑った。


「ほら、また締まった」


「だって……」


「佳明は？　僕のこと……」


　オレがどう思ってるのかなんて判っているだろうに、亮介は催促する。


　でも、オレもちゃんと言わなくちゃいけない。顔を見ながら言うなんて、なんだか恥はずかしくて、ドキドキするけど。


「オレも……亮介のこと、大好き」


　言った後、やっぱり恥ずかしくて、頰ほおがカーッと熱くなってくる。


「可愛かわいいね。そういうところも、僕は好きなんだよ」


　駄だ目め押しのように言われて、もう頭の中はふわふわした感情でいっぱいになる。そして、その感情が、オレの身体からだにも変化をもたらす。


　亮介がオレの股こ間かんに触ふれる。


　硬くなりつつあったそこは、亮介の手でまたどんどん高まっていくんだ。


「なんかオレ……恥ずかしい。今、イッたばかりなのに」


「いいんだよ。何回イッたって。それだけ、君が僕のことを好きで、感じてくれてるっていう証しよう拠こなんだから」


　それは確かにそうなんだけど。ちょっと感じすぎっていうか、オレだけスケベみたいで嫌なんだ。


　だけど、亮介がいいって言うなら、いいのかもしれない。


　オレはずっと悩なやんでいたし、今はもうその悩みも消えてしまったんだから。


　後は、亮介を好きでい続ければいい。


「亮介……」


　思わず名前を呼んでみた。


「何？」


　優やさしい声で返事がある。


　それが、とても嬉うれしくて……。


　オレは自分で腰を揺らした。


「早く、しよ？」


　亮介はオレと目を合わせて微笑んだ。


「うん……そうだね」


　亮介が動くと、オレの腰が揺れる。身体の奥から突つき抜けるような何かが感じられて、オレはそうせずにはいられなかったんだ。


「あっ……亮介……っ」


　亮介がオレの身体をぐっと抱きしめる。オレは亮介にしがみつき、両足も腰に絡からみつかせた。


　一時だって離はなしたくない。オレの大好きな……そして、大事な人だから。


　嵐あらしに巻き込まれたみたいに身体が翻ほん弄ろうされる。


　他ほかの何もいらない。


　オレは亮介だけがいてくれればいい。


「あ……あぁ……あっ」


　まるで一体になったかのように、オレと亮介は共に昇のぼりつめていった。








「さっきは、すごく感じていたね」


　亮介は身体を離した後、ベッドにいるオレに氷の入った水を持ってきてくれて、そう言った。


　オレはあんまり感じていたから、余よ韻いんがなかなか抜けなくて、身体がだるかったんだ。まだ何も着ずに寝ね転ころんでいたけど、ようやく身体を起こし、グラスを受け取った。


「うん……。すごく気持ちよかったから」


　冷たい水が、喉のどを潤うるおしていく。


「そうなんだ？」


　亮介はベッドに腰こしかけて、オレの肩かたを抱いた。ふと気づくと、亮介は服を着ていて、オレだけ裸はだかだった。


「あ、オレ、服を着るから」


「いいんだよ。そのままで」


「だって……恥ずかしいし」


　亮介はオレからグラスを取り上げ、それをベッド横の小さなチェストの上に置く。そして、オレを引き寄せて、自分の膝ひざの上に乗せたんだ。


「ちょっと……」


　これじゃ、まるで幼児みたいなんだけど。向かい合わせなのがまだ救いかもしれない。


「君は何も着てないほうが可愛い」


　そんなこと言われても困る。


　でも、どうやら亮介は真ま面じ目めにそう言ってるらしかった。神しん妙みような顔つきでオレを見つめているんだ。


　オレは少し迷ったが、亮介の首に手を回して、その唇くちびるに軽くキスをした。


「佳明……」


　亮介の唇に微笑みが浮うかぶ。


　ああ、やっぱりオレは亮介のこういう表情を見るのが大好きだ。胸がキュンと締しめつけられるような気がして、そう思った。


「ところで、今日、バイトは休み？」


「あ……無理言って、休んだんだ。どうしても亮介と会いたくなって……」


　亮介は逆にオレの唇に軽くキスをする。


「実はね……白状すると、僕は君のバイト先を覗のぞきにいったことがある」


「えっ、本当に？」


　オレはまばたきをして亮介を見つめた。


「でも、亮介らしきお客さんは見かけなかった」


「それはそうだよ。駐ちゆう車しや場じように車を停とめたけど、そのまま帰ったから」


「どうして……？」


「君は明らかに僕を避さけていたし、無理に会って君に嫌きらわれるのが怖こわかったんだ。僕も君同様に、問題を先送りにして、逃にげていたんだよ。本当は君を問い質ただしたい気持ちでいっぱいだったのに、はっきり別れを告げられたらと思うと、勇気が持てなかった」


　そうか……そうだったのか。


　だから、あの弁護士にからかわれて、本気にしちゃったんだな。


「ごめん……。オレ、自分のことで精せい一いつ杯ぱいで……亮介のそんな気持ち、判わからなかった」


「いや、いいんだ。そんなの、お互たがい様だよ。元々、僕が間ま違ちがえて猫ねこの名前を呼んだのが悪いんだし」


　亮介はオレの髪かみを撫なでた。そして、肩を撫で、背中へと手を移動させていく。


「あ、あの……」


　手が不ふ穏おんな動きをしているって思うのは、オレの気のせいなのかな。背中を撫でられていると、なんだか腰までムズムズしてくる。


「ねえ、佳明。バイトがないなら、今日は泊とまっていく？」


　亮介からこんなふうに誘さそうことはめずらしい。いつだって、オレがねだったとき以外は、オレを家に送り届けようとしてくれたからだ。


「うん……泊まる！」


　そう言ったら、腰を撫でられる。


「あ……ちょっと……」


「撫でられるのは嫌いや？」


　そんなふうに尋たずねられて、嫌とは言えない。


「嫌じゃない……けど」


　背中から腰にかけて、ムズムズどころか、ゾクゾクしてくる。このまま撫でられてると、また困った状態になってしまいそうだった。


　オレはまだ余韻から醒さめてないのに。


「あっ……」


　突とつ然ぜん、指先がオレの中に入ってくる。


「や、やだって……」


「嫌なの？」


　また、そんなふうに訊きいてくる。もう、わざととしか思えない。


「嫌じゃないけどっ……でも……っ」


　指を動かされて、オレは腰を揺ゆらした。


　どうしよう。いちいち刺し激げきされて感じるオレもオレだけど、刺激している亮介も亮介だ。ひょっとして、亮介はまだ物足りないのかな。


　そういえば、久しぶりに会ったわけだし……。


　オレはだんだん我が慢まんできなくなってきて、亮介の首にしがみついた。


　亮介はクスッと笑って、オレの耳元でささやく。


「……一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ろうか」


　ドキン。


　思わず亮介の指を締めつけてしまい、笑われてしまう。


「どうする？」


「……入る」


　そう答えると、亮介は指を引き抜ぬいた。だけど、当然、それでおしまいじゃないことは判っている。それに、オレの身体からだがもう後あと戻もどりできない状態であることも。


「亮介の意地悪」


　髪を引っ張って、そう言ったら、亮介は明るい声で笑った。


「うん。君にだけ意地悪がしたいんだ。そして、それ以上にもっと可愛かわいがりたいんだよ」


　その言葉はオレの胸の奥までジーンと響ひびいていく。


　オレは亮介にもっと可愛がられたい。それこそ猫みたいに。


　それから、オレだって亮介にいろんなことをしてあげたかった。


　だって、それが対等な恋こい人びと同士だって思うから。


「オレ、意地悪な亮介もちょっと好き」


　そっとささやくと、亮介は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


「僕はどんな君でも好きだよ。ずっと……一緒にいようね」


　オレは亮介の言葉にうなずく。


　亮介に引き寄せられて、唇が重なる。


　そうして、オレたちは猫みたいに舌を絡からめ合ったんだ。










ＥＮＤ





プレイボーイに口く説どかれて





水みず島しま　忍しのぶ
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